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　八歳にして、奏かな太たは人生で初めて《頭が真っ白》になる経験をした。

「こんにちは、奏太君」

　目の前にはとても綺き麗れいなお姉さんがいて、それこそ眩まぶしいほどの笑え顔がおを向けてくれる。

「か、奏太、この人は上かみ条じよう瞳ひとみさんっていうんだ」

　どもる父を見上げれば、その顔は見たこともないほど真っ赤になっていた。

「え……っと、お父さん、これって……」

　その日、土曜日だというのに夕方で店を閉めた父に連れられて向かった都内の有名ホテルのレストラン。その個室でいきなり見知らぬ人に挨あい拶さつをされて困った奏太に、父はさらなる爆ばく弾だんを落とした。

「この人が、お前の新しいお母さんになってくれるんだぞ」

「お、お母さん？」

　そう言う父は面おも白しろいほど赤い照れたような顔をしている。奏太はまじまじとその顔を見た後、隣となりに立つ若くて綺麗な人に視線を向けた。

　すると、その後ろに人ひと影かげがあることに今さらながら気づいた。いたのは、奏太と同じくらいの年とし頃ごろの子だ。その顔が綺麗な人ととても似ているなと思っていると、彼女が腰こしを屈かがめてその子を奏太の前へと押し出した。

「この子は怜れいっていうの。奏太君と同じ歳としだけど、誕生日は奏太君の方が一週間早いのよ」

　説明をしてくれている彼女の隣で、その子はぶすっと面白くない顔をしている。せっかく綺麗な顔をしているのに変なのと、奏太はぼんやりと考えた。

　それが、人気女優上条瞳と、人気子役で息子むすこの怜との、初めての対面だった。




　テレビを見るよりも外で遊ぶ方が好きな奏太は知らなかったが、父の店である花屋がある商店街の、そしてマスコミの騒さわぎは相当なものだった。

　クオーターで、十代の人気絶頂のアイドルだったころに、二回り以上年上の俳優と一度目の結けつ婚こんをしたらしい瞳は、二十一歳で怜を出産した。しかし、そのわずか二年後、離り婚こんをしたようだ。

　その後、彼女は女優へと転身し、バッシングも物ともせずに、今は若手ナンバー１と言われている女優だった。

　彼女の息子である怜も、子役として二歳の時にデビュー。母親譲ゆずりの綺麗な顔と抜ばつ群ぐんの演技力で、今や引っ張りだこ───等々。

　父と彼女の結婚が本決まりになり、さすがにテレビを見るようになった奏太は、他人ひと事ごとのように驚おどろいた。だが、テレビでは大人びて、いつもにこにこ笑っているらしい怜は、奏太に対してかなり当たりが強かった。

　初めは母親を取られることが嫌いやなのかと思ったが、どうやら内心はかなり頑がん固こで、人付き合いが嫌きらいなことがわかるようになった。

「なあ」

「……」

　いよいよ父と彼女が入にゆう籍せきと同時に同居するとなった日、それまで瞳が連れてきても奏太と話そうとしなかった怜に向かって言った。

「俺たち、今日から兄弟だって」

「……」

「俺の方が、アニキなんだぞ」

　誕生日がたった一週間しか違ちがわないという偶ぐう然ぜんにテンションが上がった奏太とは違い、どうやら怜はそのこともあまり面白く思っていないということは、さすがにこのころには奏太も感じていた。それでも、奏太が幼いころ病死した母親の代わりにたくさんの愛情を注いでくれた父の幸せのためにも、ここは自分が頑がん張ばらないととも思うようになった。

「……血が繫つながってない」

　無視するかと思ったが、怜はぽつりとそう言い返してくる。ちゃんと話をしたのはこれが初めてのような気がして、奏太はもっとたくさん怜の声が聞きたいと思ってしまった。

「でもさ、お前のお母さんと俺のお父さんが結婚したら、俺たち一いつ緒しよの家に住むようになるんだぞ。俺んち狭せまいから、お前、俺と同じ部屋だし」

「……」

「学校は違うけど、この辺りの奴やつには俺がちゃんとお前を紹しよう介かいするからさ」

　近所の友達は悪ガキと叱しかられる者もいたが、一緒に遊ぶととても楽しいので絶対に怜も仲間にしたいと思っていた。子供でも仕事をしている怜は凄すごいし、父が言うには学校の成績もよいらしいが、奏太にとってはどれだけ自分の友達とも仲良くなれるかが最重要問題だ。

「兄ちゃんって呼ばなくてもいいぞ」

「……」

「でも、同じ部屋なんだからさ、無視とかは絶対するなよな」

　すると、怜がちらりとこちらを見た。瞳とよく似た綺麗な顔に一いつ瞬しゆんドキリとしたが、兄貴らしくその動どう揺ようを見せまいと必死に踏ふん張る。

「……俺、馬ば鹿かは嫌い」

「……は？」

　唐とう突とつな言葉に面めん食くらっていると、怜は不ふ機き嫌げんな様子を隠かくさず続ける。

「友達なんか別にいらないし。俺のことなんかほっとけよ」

　まるで友達を馬鹿にされたようで、奏太は右手の人差し指を突つき付けて言い返した。

「馬鹿って言う奴が馬鹿なんだぞ！」

「……子供みたいなこと言うな」

「お前だって子供じゃん！」

「俺とお前は違う」

「怜っ」

　反射的に名前を呼べば、怜が眉み間けんに皺しわを寄せる。嫌な顔なのに綺麗なままなので、奏太は余計に腹が立ってしまい、思わず叫さけんでしまった。

「お前の母ちゃんデベソ！」








第一章









「あ、出てる」

　仕事帰りにコンビニに寄った松まつ宮みや奏太は、棚たなの雑誌に目を留めると手を伸のばした。それは女性誌だったが、表紙には大々的に今旬しゆんの若手俳優の顔が載のっている。

「……凄いな、怜」

　会わなくなってどのくらい経たつだろうか。目まぐるしかった怜との生活が頭を過よぎり、奏太はそのまま雑誌を手にしてレジに向かった。

「……お、今度は大型時代劇にも出るんだ。あいつ、カツラ似合うかな」

　帰り道、雑誌を読んだ奏太は想像し、思わず小さく噴ふき出す。自分の想像力はあまりないし、きっと怜ならばどんな役も恰かつ好こ良よく、きっちりこなすだろう。今までのテレビや映画を見ていればそれは確実で、昔自分とたわいない喧けん嘩かや遊びをしていた義理の弟の面おも影かげはさらに薄うすくなってしまった。

（しかたないよな……親が別れれば、俺たちも兄弟じゃなくなるんだし）

　奏太と怜が八歳の時に再さい婚こんした両親。

　当初は女優の瞳も仕事をセーブし、二人の母親業や父の花屋の手伝いなどをし、徐じよ々じよに親子になっていった自分たちだった。

　人気者ゆえ、花屋にも連日大勢のマスコミが張り込み、ファンが押し寄せてもきた。それでも従来気の優やさしい父はお客様だからと丁てい寧ねいに対応していたし、瞳も「看板娘むすめになっちゃおう」と、張り切っていた。

　瞳の人気で、一時店のある商店街は満員御おん礼れいが続き、商店街の会長から感謝状まで貰もらった。

　しかし、両親の結婚生活は七年で終わった。

　瞳が尊敬する監かん督とくの映画にオファーされ、芸能生活を再活動させたのがきっかけだった。

　奏太が見るに、二人は嫌いあって別れたのではないと思う。ただ、父は瞳には輝かがやける場所が似合うと再さい確にん認しきしてしまい、瞳自身も天職の女優という生き方を捨てきれなかったのだろう。

　奏太と怜が中学を卒業した時に両親は離婚し、瞳と怜は七年間一緒に生活した家を出て行った。その後の瞳の活かつ躍やくを思えば、きっとあの選せん択たくは間ま違ちがいではなかったように思う。

　けれど、二人が家を去ったあと、怜と二人で使っていた狭い子供部屋の半分がぽっかり空いたのを見て、自分の一部がどこかに抜ぬけ落ちてしまったような気がしたのを奏太は覚えている。そのくらい、一人っ子だった奏太にとって怜の存在は大きなものだった。

　最後に見た怜の泣きそうに歪ゆがんだ顔は、今でも脳のう裏りに刻み込まれているほどだ。

　出会ったころ子役をしていた怜は、奏太の弟だった時期はほとんど仕事をせず、まさに兄弟のように一緒に過ごしていた。だが、別れてから一年後、高校二年生の時に芸能界に復帰し、大学も行きながら見る間に若手のトップに躍おどり出た。今や、抱だかれたい男ナンバー１という存在だ。

　少年時代の綺き麗れいな顔は、歳としを経るごとに良い具合に男らしく変化していた。クオーターである母親の瞳譲ゆずりなのか、高身長にバランスが良い肢し体たいは日本人離ばなれしていて、海外のモデルにも負けていない。

　その上演技力もあるのだから、人気が出ないはずがなかった。

　ストイックでスキャンダルもない怜の人気は全世代にわたっており、自分とはずいぶん世界が違うと寂さびしく思うこともあるが、それでもどこか幼いころの面影を残している怜を全力で応おう援えんしている。

　一方、奏太は高校を卒業後、すぐに父の店を手伝おうとしたが説得されて大学に進学。公務員試験を受けて、地元の区役所に就職した。勤務時間がきっちりしている公務員ならば、それ以外の時間で父の手伝いができると思ったからだ。

　手が空いた時には実家の花屋も手伝い、奏太は毎日忙いそがしい日々を送る。

　今の奏太の楽しみは、俳優になった怜のＤＶＤや雑誌を見るという、幼おさな馴な染じみや同どう僚りようたちにはちょっと言えない女め々めしいものだ。

「……元気そうだな」

　直接は見られないが、画面や紙面で怜の近きん況きようはわかる。それは本当にラッキーなことだ。

「俺も頑張るか」

　両親が離り婚こんしてから十年。奏太が社会人になって今年で三年目だ。後こう輩はいもでき、仕事も任されるようになった。幼馴染みを始めとする男友達と遊ぶことが多くていまだ恋こい人びとはいないしモテた覚えもないが、結けつ婚こんするにはまだ早いから焦あせりもない。

「あ、明日はドラマがあったっけ」

　遠くにいても、元は弟。その活躍が嬉うれしかった。










「配達行ってくるよ」

「ああ、頼たのむ」

　日曜日、いつものように実家の花屋を手伝っていた奏太は、午後になると配達に向かった。

　オフィスビルやタワーマンションと下町が混在する地元。町の小さな花屋だが、女優の上条瞳の元夫という肩かた書がきはまだ大きく、注文は少なくはない。

「……よしっ」

　配達が終わったのは、そろそろ午後三時という時間だ。缶かんコーヒーでも買って一休みしようかと馴染みの公園に車を向けた時だった。

（あれ？）

　公園には十人近くの子供が遊んでいた。近くにはファミリー向けのマンションが多いので、その光景は珍めずらしいものではなかった。だが、いつもと同じ光景の中に、奏太は違い和わ感かんを覚えてじっと窓から見る。違和感の正体にはすぐに気づいた。彼らは少し離れた所にある有名私立小学校の制服を着ているのだ。すると、最初は子供たちが固まって遊んでいるのかと思ったが、その中心にいる子供が俯うつむいたまま何も反応していないことに気づいた。

　小こ突づいているようには見えないが、それでも普ふ通つうに遊んでいるようには思えない。

　奏太は車から降り、ゆっくりと子供たちの方へと向かってみた。

「お前、いっつも黙だまってるよな」

「帰国子女だからって威い張ばってるんだよ」

「日本語、話せないのか？」

　近づくにつれて聞こえてくる会話は、どう判断しても中心にいる子供を苛いじめている。もしかしたら周りの子はからかっているだけかもしれないが、傍はたから見た反応はどうしたってそう見えてしまうものだった。

　奏太の子供のころも苛めはあったが、そこには必ず弱い者を助けてくれるガキ大将のような存在があった。しかし、この状じよう況きようは一対大勢でしかない。

　子供の世界に大人が、それもまったく見も知らない奏太が口を出すのもおかしいとは思う。

　それでも、無言のまま俯く子供の姿が、遥はるか昔見たことがある姿と重なってしまい、奏太は我が慢まんできずに声を掛けてしまった。

「おい」

　意識が集中していた子供たちは、そこに自分たち以外の存在がいることにまったく気づいていなかったらしい。文字通り飛び上がり、一いつ斉せいにこちらを見た。

「これって、苛めじゃないよな？」

　奏太はにっこりと笑って見せる。

「大勢で一人を苛めるなんて、恰かつ好こ悪くて恥はずかしいもんな」

　頭から叱しからずにそう声を掛けた奏太に、子供たちは顔を見合わせた後見事に逃にげ出してしまう。

「早……」

　呆あきれてそう言った奏太は、一人残された少年に話しかけた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……」

「大勢相手に怖こわかったかもしれないけど、言い返さないと相手には何も伝わらないぞ？」

「……」

「……」

（……固まってる……とは、違うな）

　奏太の声掛かけには一いつ切さい答えない子供は、泣いているかと思えばそうでもない。震ふるえてもいないし、表情はどちらかというと無表情で、まるで感情が見えなかった。

　その様子はあまりに子供らしくなく、奏太は腰こしを落として間近で顔を見てみる。整った、綺き麗れいな顔をした少年だった。

　ふと、どこか懐なつかしい面影をそこに見てしまい、奏太は振ふり切るように頭を振った。昔と同じシチュエーションのせいで、きっと脳が誤解してしまっているのだ。

「一人で帰れるか？」

　あの様子では待ち伏ぶせをされるということはないだろう。

「……」

「どうした？」

　少し時間を置いて、子供は口を開いた。

「……わからない」

　小さな声だが、それも震えているわけではない。パニックを起こしている様子もなかった。

「わからない？」

「……ここ、知らない」

「知らないって……この辺りに住んでるんじゃないのか？」

「……連れてこられた」

「連れてって……でも、見覚えあるだろ？」

「……いつも車だから」

　言葉の少ない子供の情報から察するに、どうやらこの子はいつも車で移動しているらしい。それが、先ほど苛めていた子供たちに引っ張られてこの公園まで連れてこられ、場所がどこかも見当がつかないようだ。

　それでは、一人でここから帰ることはとてもできそうにない。

　最近の世情で、見知らぬ他人が子供を連れ回すことに、それがたとえ善意だとしても大きな問題があることは奏太もわかっている。だが、迷うことはなかった。

「良かったら、俺が分かる場所まで連れて行こうか？」

「……」

「それか、誰だれか家の人に連れん絡らくをとろうか？」

　すると、その時になって子供はようやく奏太の顔を見上げてきた。警けい戒かいされていると思っていたが、意外にも子供は真っ直すぐ奏太の顔を見ている。

　やがて、子供はポケットの中から携けい帯たい電でん話わを取り出し、それを奏太に差し出してきた。

「……見ていい？」

　頷うなずきを確かく認にんし、奏太は携帯電話を操作する。最新のそれは、子供が持つには少々高価なものに感じた。どうやらこの子の親は相当の過保護か、親おや馬ば鹿かだ。

（そういえば、さっき帰国子女とか言ってたけど……）

　しかし、それを改めて子供に聞くつもりはない。

「……これ、《お母さん》ってとこに掛けてもいい？」

「……お母さん、いない」

「いない？　仕事？」

「……海外」

「か、海外？」

　かなりのキャリアウーマンなのだろうかと思いながら見れば、その下は《お兄ちゃん》と続き、父親の電話番号は見当たらなかった。母子家庭なら、母親がバリバリ働いているのもわかる気がする。

　すると、後は兄らしい相手と連絡を取るしかないが、この子供の兄ならばせいぜい高校生、もしかしたら同じ小学生かもしれない。

　それでも、日曜日の今日なら連絡はつくだろうと、奏太はその番号を押してみた。

「……」

（……留守番電話か）

　相手は出ず、留守番サービスに切り替かわる。しかたなく奏太はそれに吹ふき込んだ。

「あの、突とつ然ぜんご連絡してすみません。お、私は松宮奏太と申しますが……」

　限られた時間の中、今子供と一いつ緒しよにいることを説明する。そして、少し考えた後、店に迎むかえに来てもらうよう言った。留守番電話の相手が何時に来られるのかわからない以上、寒い屋外にこのまま子供と待っているのは憚はばかられたからだ。

　電話を切った奏太は、携帯電話を返しながら子供に言った。

「俺、松宮奏太っていうんだ。ここから車で十五分ぐらいの所にうちの店があるから、そこでお兄ちゃんの連絡があるまで待たないか？」

　奏太が車を指さすと、子供もつられるようにそちらへと視線を向ける。車には店名が書かれ、中に花が積まれているのもわかったはずだ。

「どうする？」

「……」

「……」

　辛しん抱ぼう強く答えを待てば、子供は頷いてくれる。そのことに安あん堵どした奏太は、今さらながら尋たずねた。

「名前、教えてもらってもいい？」

「……かみじょう、りん」

「かみじょうりん君」

（凄すごい偶ぐう然ぜんだな）

　面おも影かげや境きよう遇ぐうだけでなく、苗みよう字じまで共通しているなんて凄い偶然だ。

「そっか。りん君、行こうか」

　奏太が手を差し出せば、子供は初めて戸惑ったような表情をした。それでも、奏太の手に自分の手を重ねてくれる。

　小さい手がきゅっと握にぎりしめてくることに思わず笑えみを浮うかべた奏太は、自分からも強くそれを握り返した。










　店に戻もどった奏太は父に事情を説明し、レジにある椅い子すに子供を座らせ、途と中ちゆう買ってきたホットココアを差し出してやった。

　車の中や店で積極的に話しかければ、子供はぽつぽつと返事をしてくれる。そこで、子供の名前が《上かみ条じよう倫りん》だと知った。

　今日は日曜参観があったが、倫の家族は来なかったらしい。そのまま校庭で迎えの車を待っていたところ、クラスの何人かに捕つかまって引っ張り回され、奏太が目もく撃げきしたあの場面になったらしかった。

　子供───倫は、小学校一年生なのにおよそ子供らしくないほど静かで感情の起き伏ふくもない。それは、家族の話に関することでも同じだった。

「お兄ちゃん、忙いそがしいから……」

「忙しいって、もしかして仕事しているのか？」

「うん」

（結構歳が離はなれているのかも）

　もちろん、中学卒業してすぐ働く場合もあるものの、普ふ通つうに考えたら二十歳はたちは過ぎているのではないか。それか、日曜日なので学生がバイトをしているという可能性もある。

　ちらりと時計を見上げると、あれから二時間近く経たっていた。午後五時近く、もしかしたらもっと遅おそくなるかもしれない。

「なあ、倫君、晩ばん御ご飯はん一緒に……」

　腹が空いたのではないかと提案しようとした時、聞き覚えのない音楽が流れた。

「お兄ちゃんだ」

　初めて聞くはっきりとした倫の言葉の後、小さな手が携帯電話を器用に操あやつる。今のは倫の携帯電話の着信音だったようだ。

「もしもし……うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　言いながら、倫が奏太を見上げた。

「……うん、待ってる」

　電話は、奏太が替わる前に切れてしまったらしい。携帯電話から耳を離した倫は奏太に言った。

「お兄ちゃん、今留守番電話聞いたって。お仕事終わって、一時間くらいで着くって言った」

「お兄ちゃん、心配していなかったか？」

「……わかんない」

「え？」

「……お兄ちゃんの一番、僕じゃないから」

「倫君」

　二時間前に会ったばかりで、家族構成も生活環かん境きようも知らない子供だ。それでも、まだ幼い子供にこんな顔をさせる存在は許せない。

　迎えに来たら絶対一言言ってやると意気込んでいた奏太だったが、夕方になると客足も多くなってしまい、父の手伝いで狭せまい店内を慌あわただしく動き回る羽目になる。

「悪いっ、倫君、ちょっと待ってなっ？」

　倫はおとなしく店の片かた隅すみにいて、じっと奏太や父の姿を見ていた。退たい屈くつかもしれないので店の奥に置いてある漫まん画がでも持ってこようと思ったが、

「見てる」

　倫はそう言って飽あきた様子を見せない。

「お待たせしました」

　ようやく、最後に待たせていた客に作った花束を渡わたして一息ついた奏太は、もう一度店内の時計を見上げた。

（六時……）

　やはり夕食は食べさせた方が良いかと思った時だ。

　店の入り口の鐘かねが鳴った。

「いらっしゃいませっ」

　反射的に笑顔で振ふり向いた奏太は、入ってきた客を見て表情が固まった。

「……え……？」

　下町の、狭い花屋の中に似つかわしくない、キラキラと眩まぶしい存在がそこにいた。

「……奏太」

「……怜？」

「……変わらないな」

「変わらないって、お前……」

　目の前に立っているのは、今朝もコマーシャルで見た人気俳優、上条怜だ。

　母親の瞳譲ゆずりの整った容よう貌ぼうに、嫌いや味みなほど長い足にバランスの良い肢し体たい。色気が半はん端ぱないとファンが言う眼まな差ざしを真っ直すぐに向けてきた怜は、奏太の視線を捉とらえて目を細めた。

　奏太の中の、義弟としての怜の面影は中学三年生までで、その時の目線の位置はほぼ変わらなかったはずだ。しかし、会わなかった時間は互たがいを十分成長させていて、今の怜は奏太より十センチは高かった。

　もちろん、芸能人である怜の情報は知っているものの、改めてその事実を突つき付けられたようで、奏太は気安く声を掛かけられなかった。

「……」

　しばらく奏太を見つめていた怜は、視線を移して倫を見た。

「倫」

「お兄ちゃん」

「お、お兄ちゃんって」

　怜が倫の兄だとすれば、倫の母親は瞳ということになる。しかし、奏太の父と別れて十年だが、瞳が再さい婚こんしたという話は聞かない。

　今も彼女は女優として一線で活かつ躍やくしており、確か今年に入ってアメリカに渡っているはずだ。初のハリウッド作品に進出という話題が頭の中を巡めぐり、奏太はまじまじと倫を見てしまった。　>>>♥

（瞳さんが母親じゃないとしたら、じゃあ、倫君は……）

　整った目鼻立ちや、顎あごの輪りん郭かくなどに怜の幼い頃ころを重ねてしまい、奏太の心臓がバクバクと音を立てる。

（お兄ちゃんって言わせてるだけで、もしかして……）

　今までスキャンダラスな噂うわさがなかった怜だけに、大きな爆ばく弾だんが落とされた気がして奏太は内心パニックになった。

「れ、怜」

　既すでに他人になっている奏太が聞くことではないというのは十分わかった上で、それでも聞かずにはいられない。

「なに？」

　まるでテレビの中のように、怜は柔やわらかな口調で聞き返してくる。そのことに違い和わ感かんを覚えながら、奏太は恐おそる恐る尋ねた。

「まさか、倫君はお前の……」

　その時の奏太の頭には、怜と倫の歳の関係はすっぽり抜ぬけていた。ただ、怜とよく似た面影の倫が、もしも怜の子供だったら───そんな疑いが沸わき上がり、それでも倫の前で問い詰つめるのはまずいかもしれないというジレンマで、一いつ瞬しゆん言葉につまった。

「……」

　怜はそんな奏太を見つめるだけで何も言わない。奏太が途中で言葉を止めたので何を言おうとしているのかわからないかもしれないが、それでもかつての関係ならば察してくれてもいいはずだ。

（答えないってことは……もしかして……本当に怜の隠かくし子だったり……）

　その時ようやく、奏太は周りを見た。まだ店を閉めていない段階で、客が来てしまったら怜の存在に気づかれて騒さわがれてしまう。

「あれ、怜君？」

　焦あせる奏太と裏腹に、先ほどまで店の裏で作業していた父が戻もどってきて、そこにいる怜の姿に目を丸くした。

「お久しぶりです……お父さん」

　きっちりと挨あい拶さつをし、頭を下げる怜に、父は苦く笑しようしながら首を振る。

「俺はもう君の……いや、そんなふうに言ってもらえるのは嬉うれしいなあ。どうして店に来てくれたんだ？　近くで撮さつ影えいがあるとか？」

　当然ながら、父は怜と倫を関連付けて話をしておらず、奏太も混乱している状じよう況きようで、意外にもその場を仕切ったのは怜だった。

「奏太、家にお邪じや魔ましてもいいかな」

「家……いや、でもさ」

「お父さん、いいですか？」

　怜は奏太ではなく、父に許可を求める。もちろん、怜を奏太同様可愛かわいがっていた父の、いくら親同士が離り婚こんしたとはいえその愛情が簡単に消えるわけがなかった。

「いいよ。あ、でも倫君のお兄さんが……」

「父さんっ、それは、後で説明するからっ。怜、倫君、こっち」

　奏太たちの自宅は、ここから車で十分ほどの一いつ軒けん家やだ。いつもなら運動がてら歩いて行き来するが、今回は絶対拙まずい。人目を避さけるには裏口から配達用の車に二人を乗せるしかなく、奏太は無意識のうちに彼らの手を摑つかんだ。

「行くぞっ」

「おい、奏太」

「晩飯、俺が作るからっ」

　何がどうなっているのか、ちゃんと説明してもらわなければと焦る奏太とは裏腹に、手を引かれる怜の口元は柔らかく綻ほころんでいた。
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「晩飯、食っていくだろう？　あーっと、野菜炒いためとかしかないけどな。倫君は食べられないものはあるのか？」

「大丈夫。アレルギーもないよ」

「そうか。じゃあ、ウインナー、炒めよっか」

　怜と話すというよりも独り言のように言いながら、奏太は手て際ぎわよく料理を始める。その後ろ姿を見つめながら、怜は緩ゆるみそうになる頰ほおを抑おさえるのが大変だった。この時ばかりは俳優で、感情をコントロールできるようになって良かったとつくづく思う。

（奏太……変わらないな）

　誕生日が一週間だけ違ちがう、母親の結けつ婚こんで兄弟になった血の繫つながらない兄。

　当初、怜は奏太と慣れ合うつもりはまったくなかった。八歳だとはいえ、既すでに子役として働いていた怜にとって、見るからに子供の奏太と話が合うはずがないと頭から決めつけていた。

　だが、そんな怜の思おも惑わくなどまったく無視し、奏太はいっそ強ごう引いんなほど勝手に怜を連れ回した。

　それまで行ったことがない駄だ菓が子し屋や、狭い公園。放課後は、通っていない奏太の小学校にまで連れて行かれ、サッカーや野球をした。

　横暴にも思えるが、一方で怜の仕事がある時は快く送り出してくれたし、嫌味を言う同じ年とし頃ごろの子には猛もう然ぜんと言い返してくれた。

　あの頃、間ま違ちがいなく怜と奏太は兄弟だった。

　だからこそ、母と奏太の父が離婚をすると聞いた時、怜は必死に反はん抗こうした。母の気持ちが変わらないのなら、自分だけでも奏太の家族としてここに留とどまりたかった。しかし、それが許されないということもまた、怜は嫌いやと言うほどわかっていて───。

（また会うまで、こんなにも時間が掛かってしまった）

　倫を迎むかえに行ったタクシーからその姿がなかったことが伝わったのは、ドラマの収録が終わった時だった。その前に連れん絡らくを受けていたマネージャーが話を止めていて、慌あわてて駆かけつける前に携けい帯たい電でん話わを確かく認にんした時に、奏太からの留守番電話を聞いた。

　同じ名前と、聞き覚えのある声。でも、その響ひびきは大人っぽくなっていて、マネージャーが訝いぶかしむほど何度もそのメッセージを聞き返した。

「……なあ、怜」

　手を動かしながら、奏太がこちらを見ないまま話を切り出した。

「倫君は、その……」

　怜は奏太の言わんとすることが十分わかった。会わなかった十年間、その間に突とつ如じよとして現れた《弟》の存在が不思議でたまらないのだろう。

「……送り迎えの車を手配していたんだけど……俺のマンションはこの近くだけど、倫の家は少し離はなれてて」

「お前のマンション？」

　怜が住所を言えば、奏太はえっと声を漏もらした。

「ここから近いじゃん」

「そういえば、そうだね」

（……知ってた）

　どんなに奏太と離れたくなくても、親の意向には逆らえない未成年だったあの頃とは違い、今の怜は自由にできる稼かせぎがある。だから、奏太がきっと想像もしていないほど早い時期からどの大学に行き、どこに就職したか調べた。怜の知らない友人たちと笑っている写真を見るたび、自分たちを隔へだてる実質的な距きよ離りを痛感し、悔くやしくなったものだ。

　もう、義弟おとうとだった怜のことなど忘れているのではないかと思うと、母や奏太の父を恨うらんでしまいそうにもなった。

　家業の花屋のこともあり、引っ越こしはしないと思っていたが、まさか公務員になるとは想像もしていなかった。たが、改めて考えると堅けん実じつな奏太らしくも思え、想像以上に恰かつ好こ良いいスーツ姿の写真を見た時は、自分でもわけのわからない高こう揚よう感かんに包まれたものだ。

　芸能人として、怜は自身の価値を良くわかっているつもりだ。そのために時間も金もかけ、もちろん努力もした。

　だが、奏太はあくまでも自然体だ。身長は怜よりも低いが一七五はあり、身体からだのバランスも良い。大きかった目は面おも影かげを残しているが、恰好良い大人になっていた。何より、苛いじめられていた倫を助け、親身になって世話をする、お人ひと好よしで親分気質はまったく変わっていないことが嬉しかった。

「……奏太」

　ふと、我が儘ままが言いたくなった。

「ん？」

「おにぎり、食べたい」

　怜の言葉に奏太は驚おどろいたように目を丸くした後、嬉しそうに笑えんでくれる。

「中は、カツオとシラスと梅干でいいか？」

「ある？」

「うちの常備食だからな」

　物心つく頃から芸能界に染まっていた怜は、食事も外食が多かった。今なら生意気だと思うが高級な店にも足を運び、忙いそがしい母の代わりにハウスキーパーが作ってくれる食事は罪悪感もなく残していた。

　だが、新しく兄になった奏太は違った。

『作ってもらったものは、ちゃんと残さないで食べないとダメだぞ』

　同い年だったのに、奏太は父親を助けて食事も作れた。今思えば味だって当たり外れがあったし、切り方や盛り付けも大おお雑ざつ把ぱだったが、奏太が目の前で大きなおにぎりを作ってくれた時には怜は驚きと同時に、自分ができないことを同い年の奏太がすることが悔しくてたまらなかった。

　奏太のおにぎりは具だくさんで、自分が好きな具材を詰つめ込んだものだった。初めてシラスを見た時は小さな魚の形が気持ち悪くて絶対に食べられないと思ったが、腹が減った時の美味おいしそうな匂においには逆らえず、食べた時の美味しさは相当なもので、いつしか怜にとっても好物になっていた。

　懐なつかしい匂いが漂ただよってくる中、怜は隣となりに座る倫を見下ろす。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……うん」

　人見知りが激しく、頑がん固こな倫は、通いのハウスキーパーに対してもほとんど口を利きかないらしいが、不思議と奏太に対しては壁かべを作っているようには見えない。さすが奏太だと思うと同時に、少し妬やけてしまってもいた。

　もちろん、それを奏太の手前、態度に出すつもりはない。

「よし。怜、用意手伝って」

「わかった」

　十年もの時間がまるでなかったかのように奏太が言い、怜も慣れた手つきで食しよく卓たくの準備を始める。昔使っていた自分用の茶ちや碗わんや箸はしがないのは寂さびしかったが、来客用のものをテーブルに並べると奏太が料理を出してくれた。

「倫君、食べようか」

「……」

「倫」

　怜が促うながし、四人掛がけのテーブルに奏太と向かい合わせに座り、倫も怜の隣に腰こしを下ろした。

「いただきます」

　手を合わせて奏太が言うと、倫がちろりとその顔を見る。

「いただきます」

　怜も同じように手を合わせ、隣の倫を見下ろした。

「……」

「……」

「……ます」

　小さな声で、それでもそう言って箸を持つ倫を笑って見た奏太は、あれを食べろ、これは嫌きらいかなど、相変わらずの世話焼きぶりだ。それが倫だけに向けられるのがやはり面おも白しろくなく、怜はわざと摘つまんだウインナーを落とした。

「おい、ちゃんと摘まめよ」

　小言だが、それが自分に対してなのが嬉うれしい。

　野菜炒いためも具だくさんのおにぎりも、懐かしい味がした。それは今まで食べたどんな高級料理よりも美味しく、怜は久しぶりにかなりの量をたいらげる。

「なんだ、お前、今日飯食ってないのか？」

「奏太の料理が美味うまいからだよ」

「な、なんだよ、変に褒ほめるなって」

　照れた奏太は顔を赤くし、誤ご魔ま化かすようにおにぎりを頰ほお張ばっては噎むせて茶を飲んだ。

「……ったく」

「奏太」

「話は、飯を食った後にしよう」

「……ああ、そうだね」

　奏太の近きん況きようを把は握あくし、いつ声を掛けようかと機会をうかがっていた時に、偶ぐう然ぜん倫が奏太と出会い、こうして自分も再会することができた。

　このチャンスを逃のがすつもりはない。

　食事を済ませ、片付けたテーブルの前で怜は改めて奏太と向き合う。込み入った話になるかもしれないからと、倫にはリビングでテレビを見させている。奏太の顔は少しだけ緊きん張ちようするように強こわ張ばっていたが、それでも真しん摯しに向き合おうとする姿勢は伝わった。

　そんな奏太に対し、怜は躊躇ためらいなく事情を説明する。

「倫は母親と住んでいる。彼女は今撮さつ影えいでアメリカに行っているんだ。一応期間は半年、その間俺が夜は泊とまりに向こうに行っている形なんだ」

「母親って、その……」

「上条瞳」

　母の名前を告げた瞬しゆん間かん、奏太の表情が明らかに変わった。それまで妙みように強張っていたものが、見る間に緩ゆるんでいる。

　その理由を知りたかったが、先に奏太の方が切り出した。

「……瞳さん、再さい婚こんしていたのか？」

　奏太が義理の母を《お母さん》と呼ぶのを恥はずかしがって───奏太が言うにはあまりに若くて綺き麗れいだから───たどたどしく《瞳さん》と言っていたことを思い出した。それは一カ月もしないうちに母の抗こう議ぎで訂てい正せいされ、《お母さん》と呼ぶようになっていた。

　今は他人になってしまった母のことを名前で呼ぶのはしかたがないが、そこに目に見えない距きよ離りを感じる。

「怜」

「……再婚はしていない」

「じゃあ……」

「紹しよう介かいはしてもらってないから詳くわしくは知らないけど、事じ実じつ婚こんって感じだろうな。その辺り、俺はあまり干かん渉しようしていないから」

「干渉していないって、お前、倫君の兄貴じゃないか」

「俺なりには、可愛かわいがっているつもりだけど」

「お前なあ……」

　呆あきれているのか奏太の眉まゆが下がり、続きの言葉が出てこない。

「子供が日中一人とか、寂しいし危ないだろ」

「昔から母親の所に通ってくれているハウスキーパーが世話をしてくれているから」

「お前が仕事で帰れない時だってあるんじゃないか」

「今のところ二回あったけど、その時は泊まりを頼たのんでいる」

　ハウスキーパーは五十代の女性で、口が堅かたく、堅けん実じつな人ひと柄がらだと思う。それでも、まだ幼い倫の心情に寄り添そうまではいっていないだろう。あくまでもビジネスライクなのは芸能人の母にとっては良いが、倫にとってはどうだろうか。

「頼んでいるって、お前……」

　奏太は怜から倫に視線を移し、さらに眉み間けんの皺しわを深くしてから再び怜へと向き直った。今、奏太の心の中では様々な葛かつ藤とうがあるはずだ。そして、世話焼きな奏太が出す結論は、怜はわかっているつもりだった。

　今回、倫が奏太と出会ったのはあくまでも偶然だ。だが、その偶然を、怜は絶対自分の利にするつもりだ。

「お前が帰るまで、こんな子供が一人で……あ、ハウスキーパーがいるにしても……ん～、それって……」

「……」

「……ん～」

　奏太はもう一度倫を見る。

「……」

「怜」

　やがて、何かを決意したかのような奏太に名を呼ばれ、怜も真っ直すぐにその目を見つめ返した。

「……あの、さ、余計なお世話かもしれないけど……」

「うん」

　奏太が切り出した言葉に、怜は顔がにやけるのを必死に堪こらえていた。








第二章









「初めまして。私、怜のマネージャーをしています、勝かつ間ま修しゆう吾ごと申します」

　丁てい寧ねいに挨あい拶さつをされて差し出された名めい刺しを受け取った奏太は、自らも慌あわてて名刺を取り出した。

「は、初めまして、松宮奏太です」

「存じています。私がこの業界に入ったころ、上条瞳と松宮さんの電でん撃げき結けつ婚こんがありましたので。あなたと怜の関係も承知しています」

「は、はぁ」

「この度たびは怜の我が儘ままを聞いてくださり、倫君のことも考えてくださって、本当にありがとうございます」

「い、いえ、そこまで言われるようなことは何も……」

（怜～、どうにかしろよ～）

　勝間の後ろで、相変わらず魅み惑わく的なイケメンは楽し気に笑っている。奏太が改まった礼を言われることが苦手なのを良く知っているからだ。

「倫君のことは、俺が勝手にやると言ったんですから。でも、何かあったら勝間さんに連れん絡らくしてもいいですか？　怜は仕事で忙いそがしいだろうし」

　《お前が帰るまで、倫君をうちで預からせてくれないか》

　昨日、奏太は十年ぶりに義弟おとうとだった怜と再会した。

　そして、怜の異父弟である倫の現状を知り、勝手に考え、勝手に切り出してしまった。

　まだ会って数時間、奏太自身区役所の職員で、小学校が終わってすぐに面めん倒どうを見られるわけじゃない。それでも、苛いじめられても言い返すことも泣くこともなく、妙みように大人びた表情をした倫が昔の怜と重なってしまい、どうしてもそうしなければと気持ちが焦あせったのだ。

　怜に切り出し、承しよう諾だくを得てから父に相談した。父には倫が瞳の産んだ子だというのはなぜか言い難にくく、怜の遠とお縁えんの子だと説明して、母親の不在を理由に面倒を見たいと言うと、奏太に輪を掛かけてお人ひと好よしの父が仕事の調整をして下校時間に迎むかえに行き、奏太が帰宅するまで店に置かせてくれると約束してくれたのだ。

　正直、父の協力がなければ叶かなうことではなかった。瞳が帰国するまでの期間限定とはいえ、それだけ父には負担をかける。感情が先走って暴走するのは昔からの悪い癖くせだが、それを快くフォローしてくれる父に心から感謝をした。

　そして今日、改めて父に挨拶をしたいからと、怜は倫を伴ともなって夜にやってきた。月曜日だが学校が設立記念日で休み、怜もたまたまオフで、奏太の帰宅に合わせたらしい。

　その時に同行してきたのが、勝間だ。

　勝間は髪かみを七三に分け、眼鏡をかけたいかにも生き真ま面じ目めそうな人物だった。

　若手の中でもトップクラスに人気の怜は、俳優業だけでなく雑誌やコマーシャルにも引っ張りだこだ。そんな怜と連絡を取るのは難しいだろうと予想はつくので、代わりの責任者がいるのは助かる。

　しかし、それに異を唱えたのは怜だった。

「奏太、連絡は俺にしていいから」

「でも、お前忙しいし……」

「時間が空いたら絶対に携けい帯たいチェックするから。倫のことで俺が知らないことがあったら困る」

　確かに、怜の言いたいこともわかる。ただ、現実的ではないような気がして勝間を見れば、彼は呆れたように怜に言った。

「自分がどれだけ忙しいのかわかっているのか？　仮に何かあった時に、すぐに連絡が取れないと困るのは松宮さんだぞ」

　ばっさりと却きやつ下かされた怜は、僅わずかに眉間に皺を寄せる。だが、その表情でも美び貌ぼうが損そこなわれることがない。

　奏太も、怜との間に勝間というワンクッションがあった方が安心だ。いくら元兄弟とはいえ、芸能人と一いつ般ぱん人が安易に連絡を取るのは良くないと思う。

「怜」

　奏太が名を呼ぶと、怜はこちらを見た。

「それでいいよな？」

「……」

「な？」

「……わかった」

「なんだ、松宮さんに対しては素す直なおだな」

　勝間が嫌いや味みっぽく言っても、怜が言い返すことはなかった。反対に、それまでの不ふ機き嫌げんそうな顔から一転、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべる。

「でも、俺にも連絡して。倫の様子とかも知りたいし」

「そうだな。じゃあ……」

「携帯、出して」

　奏太の差し出した携帯を操あやつり、怜は器用に連絡先を登録した。どちらかといえば機械に弱い奏太としては助かる。

「怜、俺の番号も登録しておいてくれ」

　勝間が言い、一いつ瞬しゆん怜の手が止まったことがおかしくて笑った奏太は、それまでおとなしく座っていた倫に話しかけた。

「勝手に決めちゃったけど、もしも倫君がマンションにいた方が良いっていうんなら、今からでもちゃんと言ってくれていいから」

「……」

「……」

「……僕、どっちでもいい」

「どっちでもいいの？」

「うん」

　それは奏太や怜を気づかってそう言っているのではなく、本当にそう思っていることが伝わってくる。

（もっと、自己主張してもいいのに）

　そう考えると、兄である怜の方がかなりはっきりした性格だったことを思い出した。

　瞳の意向で私立から奏太と同じ公立の小学校に通うようになったものの、大人と女子には愛あい想そよく、男子には辛しん辣らつなのでなかなか友人ができなかった。細こま々ごまとした嫌いやがらせもあったようだが、それを奏太に告げ口することなく、強きよう烈れつな嫌味で言い返していたと、後から友達に聞いた。

（バレンタインの時なんか……）

　怜は多分百個は貰もらっていたと思う。

『俺、甘いもの嫌きらいだから、欲しかったらあげるけど？』

　女子にはにこやかにもらった礼を言っていたのに、男子に対してはそう言い放った怜に対し、みんな唸うなりながら……それでもくれと言っていたのが今思えば微笑ほほえましい。

　ただし、奏太には一個もくれなかった。

　あの時はどうしてだって、内心ずっと文句言っていた。

　まったく歩み寄りを見せなかった怜を、それでも意地になって遊びに連れ回していた。

　ふと、仲良くなったのはいったいいつからだっただろうかと考えたが、直ぐには思い出せなかった。

　それよりも、今は倫のことを最優先で決める時だ。奏太は立ち上がると、倫の隣となりに腰こしを屈かがめた。

「じゃあ、倫君、約束を決めようか」

「……約束？」

「ああ」

　塾じゆくには行っていないらしいので、学校から帰ったら宿題があればちゃんとすること。

　夕飯をきちんと食べること。

　午後九時までには風ふ呂ろも終え、その時間までに怜が迎えに来られないならば奏太がマンションまで送り、怜の帰宅まで一いつ緒しよにいること。

　自分がやろうとしていることが倫にとってどんなにお節せつ介かいなことかは自覚してる。結局ハウスキーパーがやっていることを代わってしようとしているだけだとも。

（それでも、どうしても見過ごせないから……）

　奏太はにっと笑いかけた。

「どうする？　嫌なことない？」

「……」

　倫は奏太の顔をじっと見て、それでも頷うなずいてくれる。もしかしたらまだ良くわかっていないかもしれないが、しばらく一緒に過ごして問題が出れば、その都度怜と相談し、倫にとって一番良い方法を考えればいいかもしれない。

「よし。じゃあ、よろしく」

　手を差し出すと、倫は首を傾かしげた。

「握あく手しゆ」

「……握手？」

「そう」

　倫はその手を見下ろし、やがておずおずと自らの手を差し出す。小さなそれを、奏太はしっかりと握にぎりしめた。










　奏太は壁かべ時計を見上げた。

　終業時間二時間後、今日の仕事がようやく終わった。

「お先ですっ」

　脱ぬいでいたスーツの上着を慌あわてて羽織っていると、同期の高たか橋はしが声を掛かけてくる。

「松宮、飲みに行かないか？　西にしと沼ぬま田たも来るけど」

　別部署の同期の名前を言われたが、奏太は悪いと帰り支じ度たくを止めないまま続けた。

「用があってさ」

「親父おやじさん？」

　奏太が父子家庭なのは、いや、この地区の人間ならば女優の上条瞳との経緯いきさつもみな知っている状じよう況きようだ。十年も前のことだがいまだ言われることも多いので、今さらプライベートがどうこう言うつもりはなかった。

「また誘さそってくれ」

　周りに帰宅の挨あい拶さつをしながら部屋を出、大急ぎで自転車を漕こぐと商店街の父の花屋までは十五分ほどで着いた。

「お、倫君、お帰りっ」

　店の中に入り、奥の狭せまい休きゆう憩けい室に顔を覗のぞかせた奏太は、小さなテーブルの上にノートを開いていた倫の姿を見て声を掛ける。

「……」

「ん？」

「……ただいま、じゃないの」

「あ、そっか。ただいま、で、お帰り、倫君」

　迎むかえに行ってくれた父も言っただろうが、奏太もそう言った。

「……ただいま」

　少し間を置いたが返事をしてくれたことに笑みを浮かべ、奏太はその手元を覗き込んだ。

「宿題？」

「違ちがう、けど……」

「でも、勉強しているのか。倫君は偉えらいな」

　自分など、このくらいの歳には毎日毎日、陽ひが暮れても遊んでいたように思う。父からは小言を言われたが毎日時間が足りなくて、どうして夜寝ねなければいけないんだと真ま面じ目めに考えていたくらいだ。

「じゃあ、帰ろうか」

「うん」

　倫が身支度を整えるのを待って店に出た奏太は、ちょうど接客を終えた父に言った。

「ありがと、父さん。じゃあ先に帰ってるから」

「ああ、気をつけてな」

　残業が一時間以内ならばそのまま店を手伝うが、今日は少し遅おそくなったのでこのまま奏太の家の方に帰宅して倫に夕食を食べさせなければならない。生活が変わったからといって夜型の生活習慣にさせてはならないと、これは奏太と父が話して決めたことだ。

　父には負担を掛けてしまうが、日中はパートを雇やとっているし、週末以外の夜はそれほど忙いそがしくないからという言葉に甘えている。

　自転車の籠かごに倫の通学用リュックを載のせ、奏太は自転車を押しながら倫と帰宅をした。途と中ちゆう、商店街で買い物もする。

「お、奏太、今日は鰺あじの良いのが入ってるぞ」

「うまそ～。じゃあ、一盛り」

「おっしゃ」

　魚屋の次は八百屋だ。

「おっちゃん、茄子なすとじゃがいも」

「お～、奏太か。ちびもいるな。リンゴ、おまけに持っていけ」

「おまけの方が高いんじゃないの？　ありがと、おっちゃん」

　倫と一緒に過ごすようになって半月。なかなか慣れてくれなかった倫も、今では奏太の自転車をしっかり摑つかむほど慣れてくれた。ただし、相変わらず口数は少なく、己おのれの感情を見せないことも多い。

　顔かお馴な染じみの商店街の店主たちは、いつの間にか花屋にいるようになった倫の存在を快く受け入れてくれている。

　もちろん、怜のことも考え、倫の素す性じようを明らかにした訳ではないが、基本子供は宝だという世代が多いので、かなり可愛かわいがってくれていた。

「今日は鰺のフライと、茄子の田楽にするからな」

「……でんがくって？」

「田楽は、揚あげた茄子に甘あま辛からい味み噌そを塗ぬって焼くんだ。皮ごと食べられて美味おいしいぞ」

　初めは子供が好きそうなハンバーグやパスタ、カレーなどを作っていたが、見ているうちに倫が肉よりも魚を好むのがわかった。新しん鮮せんな刺さし身みを出してやった時は目を輝かがやかせ、無言ながら箸はしの進みは速かったし、残さなかった。

（スポンサーもいるし、美味うまいもの食べさせたいよな）

　倫に関する金は、すべて怜が出している。もちろん奏太は最初貰もらうつもりなど毛頭なかったが、怜はこれは絶対譲ゆずれないと言った。父も、

「その方が怜君も堂々と甘えてくれるんじゃないかな」

　と言い、奏太一人が反対することもできなかった。

　自分の勝手で始めた行こう為いに金銭が絡からむのは本当は嫌いやだが、確かに父の言う通り、怜にとって好意に甘えるには代だい償しようがあった方が楽かもしれない。

　怜とは、十年の空白がある。いくら奏太が以前のように弟として扱あつかいたくても、自分たちは大人になっていて、様々な事情を背せ負おっているのだ。

「あっと」

　途中、怜からメールが来た。急きゆう遽きよ雑誌の仕事が入り、帰宅時間が予定よりも遅おくれるらしい。

「倫君、怜、遅くなるって」

「……うん」

「今日も、俺がマンションまで送っていくから」

　半月で、奏太が倫を瞳のマンションまで送ったのは今回で五度目になる。

　一度目は、わざわざ勝間がマンションまでやってきて鍵かぎを開けてくれた。

　二回目、帰ってきた怜に合あい鍵かぎを渡わたされた時はさすがに固辞しようとしたが、瞳も了りよう解かいしているうえに、勝間の手を煩わずらわせないためだと言われてしまえば、結局は受け取ることになってしまった。

　優先すべきは倫のことだが、同時に多た忙ぼうな怜の負担を考えるとその選せん択たくしかなかった。

　大女優上条瞳の自宅に出入りするなんて、絶対にバレないようにしなければならない。

（今日の飯、怜にも持って行ってやるか）

　以前に倫を送っていった時に、ちょっと驚おどろいたことがある。

　遅くに帰宅した怜に倫の様子を報告しようとした矢先に、怜の腹が盛せい大だいな音を立てるのを聞いてしまったのだ。

　当然夕食を済ませていると思っていた奏太は、人気俳優に似つかわしくない現象にびっくりしてしまった。なんでも、少しでも早く帰宅するため、仕事が終わるとすぐに帰るようにしたらしい。

　その時は瞳のマンションの冷蔵庫にはすぐに食べられるものもなく、奏太は途方に暮れてしまった。

　どうせ自分がいるのだから飯ぐらい食べて帰れと言ったが、二度目も怜は食事をしないまま帰宅し、途中でコンビニで買ったという弁当をかき込んでいた。若手ナンバー１俳優が、抱だかれたい男ナンバー１の男が───。

　そう思ってしまい、三度目から二回、夕飯をもう一人分増やして持って行った。それを見た怜の嬉うれしそうな顔は、奏太の方が照れてしまうほどだった。










　奏太の家で夕食と風ふ呂ろを済ませ、奏太が倫と共にタクシーで瞳のマンションに着いたのは午後九時半少し前だ。

　部屋に入ると倫は自室に向かい、明日の用意をしてパジャマに着き替がえるとベッドに入る。

「おやすみ、倫君」

「……おやすみなさい」

　目を閉じても、倫がすぐに眠ねむらないことはもうわかっていた。奏太は倫が本当に眠りにつくまで部屋に留とどまることにしていた。

　瞳のマンションはタワーマンションと言われるところで、倫の部屋もかなり広く、トイレとリビング、キッチン以外足を踏ふみ入れたことはないが、他ほかにも幾いくつもの部屋がある。

　しかし、広いせいか妙みように寂さびしくも感じるのは、幼いころは狭い家で、父と一いつ緒しよに眠っていた記き憶おくのせいだろうか。

「……倫君？」

「……」

　やがて、倫の自然な寝ね息いきが聞こえてきた。

　口の重い倫相手、それも寝る時に一方的に話しかけることはできないが、側そばに人がいるという安心感はあるらしい。初日は二時間後に怜が帰宅するまで眠ることはなかったが、今日は三十分もしないうちに睡すい魔まが襲おそってきたようだ。それくらいは慣れてくれたのかと、自然に笑えみが浮うかぶ。

　それからもうしばらくいた奏太は、完全に寝ね入いったのを見て部屋を出る。これから怜が帰ってくるまで、リビングで待つのだ。

　瞳が帰国するまでは怜も仕事を調整しているのか、遅いと言っても日付を跨またいだことはない。怜ほどの人気者で時間を守るのは大変だろう。

「……いつ来ても緊きん張ちようする」

　高そうな家具が並べられたリビング。ハウスキーパーがきちんと掃そう除じをしているので余計に汚よごせないと緊張してしまう。

　そんな気持ちを誤ご魔ま化かすように持参した保冷バッグからおかずを取り出し、もう一度ソファに腰こし掛かけようとした奏太は、玄げん関かんの鍵が開く僅わずかな音を聞いた。

　出で迎むかえようとしている間に、急ぎ足の怜がリビングに現れる。

「お帰り、怜」

「ただいま、奏太」

　奏太がいることがわかっているだろうに、顔を見るとほっと安あん堵どしているのが照れくさい。

「今日もお疲つかれさん」

　労ねぎらいの声を掛かけると、近づいてきた怜に抱きしめられた。ふわっと良い香かおりがし、背中に回った手に力がこもるのがわかる。

「……怜？」

　こんなにもスキンシップが激しかっただろうかと戸と惑まどうが、そのまま突つき放すわけにもいかない。疲れているだろう怜の気持ちを考え、奏太はじっとその場に立っていた。

（……でかいよな）

　奏太もけして小さい方ではないつもりだが、こんなふうに抱きしめられると怜の体格の良さが嫌でもわかる。けしてごつくはないのだが、定期的にジムに通っているらしいその身体からだは意外にも逞たくましかった。

　十年前、体格はほとんど変わらなかったはずなのに、どうすればこんなに成長するのかと羨うらやましくも思う。

「……」

　しばらくして身体を離はなした怜は、奏太をじっと見下ろして言った。

「ありがとう」

「何だよ？」

「……何でもない」

　わざと誤魔化すと微笑ほほえまれてしまい、イケメンのそんな笑え顔がおを見慣れない奏太はぐっとその胸を押し返した。　>>>♥

「飯、温めるぞ。お前も着替えてこい」

「わかった」

　怜は素す直なおにリビングを出て行く。元々怜はここに住んでいないが、今回倫の世話をするということで空いている客間を使っているらしい。

　怜の支し度たくが済む間にレンジを使っておかずを温め、ハウスキーパーが仕し掛かけてくれたジャーから飯をよそった。味み噌そ汁しるは古い魔ま法ほう瓶びんに入れて持ってきているので、それも椀わんに注ついでしまう。

　部屋着に着替えた怜が戻もどってきた時には、すっかり夕食の準備はできていた。

「うわ、美味そう」

「普ふ通つうの味だって」

「いただきます」

「おう」

　奏太は怜の向かいに座り、自分用に淹いれた茶を口にした。

「雑誌の撮さつ影えいだっけ」

「本当は明日の予定だったんだけど、撮影場所の都合で急遽変わったんだ」

「どんな写真？」

「発売されたら奏太に渡すよ」

「いいって」

（自分で買うし）

　女性誌を買うのは少し恥はずかしいが、それでも怜の活かつ躍やくを見たかった。手に入れる苦労も一方では楽しいものなので、怜から貰もらうのはちょっと違ちがう。

「モデルさんと一緒だったのか？」

「まあね」

「目の保養だな」

　怜も十分綺き麗れいな顔だけどと思っていると、旺おう盛せいに箸はしを進めていた怜が一いつ瞬しゆん動きを止めた。

「……好きなモデル、いるの？」

「俺？　この子っていうのはないけど」

「……ふ～ん」

「何だよ」

「別に。これ、美味うまい」

「田楽？　今回味み噌その調合がうまくいってさ」

　すぐに話題を変えられたが、奏太はそのことを疑問にも思わず、田楽を自じ慢まんした。

「本当に美味いよ」

「俺、結構料理の腕うで上がってるんだよなあ」

「確かに。良い嫁よめになるよ」

「お前が貰ってくれるか？」

　言ってから喩たとえがおかしくなって、奏太は笑った。

　怜と過ごす、こんなたわいのない時間が楽しい。

　大人の都合で、否いや応おうなしに別れることになった十年前。それからどんなに気にかかっていても、父のことを考えると安易に尋たずねることはできなかった。

　そんな時、もう芸能界に戻るつもりはないと言っていた怜が復帰し、あれよあれよという間に人気者になって、今の自分たちにはかなりの格差があるが、怯ひるみそうになる気持ちを怜が無言で、意外にも強ごう引いんに距きよ離りを詰つめてくる。

『俺たち、兄弟だろ』

　そう言われると弱い。一人っ子だった奏太にとって、血が繫つながっていなくても弟だという存在ができたことは、世界がひっくり返るほどの大きなことだったからだ。

　生意気で、偉えらそうで。それでも可愛かわいかった同じ歳としの弟。今は体格も追い越こされ、男としてのステイタスも段だん違ちがいに負けているが、それでも奏太にとっては怜は今でも守るべき存在であることに違いない。

「あ、奏太」

　ふと、何か思い出したのか、怜は食事を止やめて立ち上がり、冷蔵庫を開けて何やら箱を取り出した。

「これ、差し入れに貰った時に美味おいしかったから。奏太、甘いもの好きだろう？」

「え、これって、最近テレビでも紹しよう介かいしていた有名なケーキ屋じゃんか」

　わくわくとしながら箱を開ければ、中には大おお粒つぶのイチゴが載のった美味しそうなケーキが入っていた。

「うわ……美味そう」

　思わず零こぼれた言葉に、怜がくっと笑みを嚙かみ殺す。それが妙みように恥ずかしく、奏太は慌あわてて箱を閉じた。

「こ、これ、倫にあげた方が良いって。絶対喜ぶから」

「倫は昨日食べた。だから、これは奏太の分」

「俺の分って……」

「……俺が食べてもいいの？」

「いただきますっ」

　反射的に言い返してしまった奏太に目を細め、怜はフォークを出してくれる。そればかりか、コーヒーまで淹れてくれるサービスぶりだ。

　インスタントではなくちゃんとコーヒーメーカーで淹れているそれは、すぐにコーヒー豆の良い香りが漂ただよってきた。

「……」

（カッコいい……よな）

　ちょっとした手の動きや目線の動かし方など、さすが芸能人と言うほどに絵になっている。元弟だというフィルターがある奏太でさえそうなのだから、世の中の女性から人気があることが今さらながら良くわかった。

「奏太」

　馴な染じんだ声よりも幾いく分ぶん低くなった声で、それなのに柔やわらかく、優やさし気に名前を呼ばれる。

　もう少しその声を聞いていたいような気がしていると、

「奏太？」

　今度は訝いぶかしむように呼ばれて、奏太は慌てて返事をした。

（俺、何考えてるんだ？）

　自分らしくない感傷的な思いを抱いだくなんておかしい。怜と再会して感情の線が緩ゆるんだかもしれないと、奏太は気を取り直して熱いコーヒーを口にした。
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「あちっ」

　焦あせったようにカップに口をつけ、すぐに熱さに声を上げた奏太の不ふ審しんな行動に、怜は緩む頰ほおを食事を再開することで誤ご魔ま化かした。どんなことをしても奏太は可愛いと、ここ半月で再さい認にん識しきしている状態だ。

　料理の味付けをしている時など、上手うまくいけば満面の笑み、不味まずければ眉まゆが下がるなど、何をするにも顔に出てしまうところは昔とまったく変わらなかった。

　倫の相手をする時も目線を合わせ、難しい性格の倫と一いつ緒しよになって笑ったり遊んだりしているのを見ると微笑ましいものの、良くも悪くも倫と性格が似ていると思っている怜にとっては、子供だからと奏太に構ってもらえる倫が羨うらやましくてしかたがない。

　小学校から中学校にかけて、怜にとって奏太はヒーローだった。

（大人になったのに、奏太は全然変わらない）

　遊びも悪戯いたずらも率そつ先せんしてやり、正義感も強く、面めん倒どう見みも良かった。お人ひと好よしで、大勢で悪戯をした時に自分だけが叱しかられても、素直に謝って他ほかの友人を恨うらむこともなかった。むしろ、逃にげ足を鍛きたえなきゃなと笑っていたことを思い出し、最初は呆あきれもしたものの、やがてそのポジティブさに憧あこがれるようになった自分が、それからは少しずつ物事を前向きに考えるようになったことを奏太は知らないだろう。

　似たようなことは他にもたくさんある。容姿だけ褒ほめられていた怜とはまったく違う、本当に恰かつ好こ良いいというのは奏太のような人間だ。

　そして、昨日の時点で奏太がここにやってくることを想定したケーキを買い置いていた謎なぞに気づかない単純さもまた、奏太らしくて微笑ほほえましかった。

「お前、好き嫌きらいなくなったのか？」

「え？」

「昔、オクラなんて食べなかっただろ？」

　そう言われて今食べている器うつわを見下ろすと、中に入っていたのはオクラとモズクの酢すの物だ。確かに、昔の自分は粘ねばりの強いものが苦手だったかもしれない。

『このお好み焼きの中、山やま芋いもが入ってるんだぞ』

　ホットプレートで奏太手作りのお好み焼きを食べた時、世の中にはこんな美味しいものがあるのかと驚おどろいた。それからはお好み焼きは怜の好物になり、母も気に入ってよく四人で作って食べていたのを覚えている。

「見直した？」

「ああ。凄すごいな、怜は」

　冗じよう談だんめかした言葉に素す直なおに賛辞を返され、怜は照れくさくなって目を伏ふせた。

「それだけじゃないぞ。人当たりも柔らかくなったし、何より今第一線で活かつ躍やくしているんだからな。俺、マサたちにいつも自慢してるんだぜ」

「……」

（……マサ……）

　聞き慣れた名前に、伶はしんなりと眉を顰ひそめた。

　中なか野の昌まさ親ちか。商店街の八百屋の息子むすこで、奏太とは生まれた頃ころからの付き合いらしい。

　幼よう稚ち園えんの頃から体格が良かった中野はまさにガキ大将で俺様な性格をしていたが、奏太はそんな中野を嫌うこともなくよく遊んでいた。

『マサ、カッコいいだろ』

　置いて行かれまいと怜が後をついて行くようになったころ、奏太がまるで自分の自慢をするように怜にそう言ったのは忘れられない。

　奏太たちの世界では、怜が芸能人であることは何の意味もなかった。喧けん嘩かが強くて、勇気があって、いつでも率先して前を行く者がヒーローだった。中野はまさにそれを地でいく子供で、叱られることも多い悪ガキだったが、奏太は純じゆん粋すいに慕したっているように見えた。

「……マサ、八百屋継つがなかったんだ」

「あれ？　俺話したっけ？」

「……教えてくれた。警察官なんて、昔の姿からは想像できないな」

　まさか以前から奏太の身辺を調査して知っていたとは言えずに誤魔化すと、素直な奏太は疑うことなく受け入れる。

　ただし。

「あいつには合ってるって。弱い者の味方だったろ？」

「……俺は苛いじめられたけど」

「怜は弱くなかったじゃないか。マサ、あいつは根こん性じようあるって、お前のこと褒めていたくらいだし。お前だって、よく一いつ緒しよに遊んでいたの、覚えてないか？」

　覚えている。

　奏太と中野が必要以上に親密なのが許せず、兄弟なのは自分だと見せつけるために強引に二人の間に割り込んだ自覚はある。その結果、中野ともある程度親しくなったせいで、どうやら奏太は仲が良かったのだと思い込んでいるらしい。

　確かに単純で、一緒にいて楽しかったが、それでもいつでも奏太の視線の先にいた中野の存在は、怜にとって目の上のたんこぶだった。

「今度飲みに行こうって誘さそわれたんだ。お前も時間が合えば連れて行きたいけど、倫君のこともあるし……」

「行く」

「え？」

　即そく座ざに答えると、奏太は戸と惑まどったように首を傾かしげた。

「いや、でもさ」

「ちょうど、母方の祖父母が久しぶりに倫に会いたいって言ってきているんだ。倫も何度か泊とまったことがあるし、週末にでも預けようかと思っていた」

「だ、だけど、お前仕事……」

「時間はできれば俺に合わせてもらえたらいいんだけど」

「……」

「奏太、駄だ目め？」

「だ、駄目ってことはない……けど……」

　倫のことを本当の弟のように心配してくれている奏太は、自分たちの楽しみのために倫を置いて行くのに罪悪感を抱いているのかもしれない。

「奏太」

「……」

「……」

　少しだけ甘えるように名前を呼ぶと、奏太の中のお兄ちゃん気質が動いたらしい。

「……じゃあ、倫が良いって言ったらな。少しでも嫌いやそうなら駄目だぞ？」

「わかった」

　ここまでくれば、後は怜の説明次し第だいだ。

　懐なついているとまではいかないものの、倫が少しずつ周りの人間と打ち解けるのも必要で、その手始めとして母方の祖父母の存在は適任だろう。

（……って、良いように考えているだけかもしれないけどな）

　怜にとって、異父弟である倫は可愛かわいい。だが、ベタベタに甘やかしてやるほど自分は甘くなく、そんな自分と血が繫つながっている倫は案外逞たくましいはずだ。

　倫のあの性格は、芸能人を家族に持つゆえの歪いびつさが影えい響きようしているのだろう。その殻からを破るのに、怜にとっての奏太のような存在が必要なのもわかる。

　だが、怜はたとえ弟であっても奏太を分け与あたえるつもりはない。

（奏太は俺だけの……）

　その執しゆう着ちやく心は強ごう引いんに引き裂さかれた兄を思うためだと、その時の怜は頑かたくなに信じていた。
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「かんぱ～い！」

　男たちのむさ苦しい声が響ひびく。続いてグラスを合わせる音が鳴り、奏太も久しぶりの一いつ杯ぱいに喉のどを鳴らした。

「美味うまいな～」

　商店街の中の小さな居酒屋は、本日貸し切りになっている。その理由はもちろん、その場にいる人気芸能人のためだ。

　奏太は隣となりに座る怜をちらりと見た。自分が飲んでいるというのに、怜がビールを呷あおいでいる姿を見るのはとても不思議だ。

（怜なら、もっとお洒落しやれなレストランとか、バーとか、料りよう亭ていとか……）

　接待をされる側の怜なら、それこそ奏太が行ったこともない高級な店の方が似合うのに、ここは油で汚よごれ、メニューも破れかけたところもある小さな店だ。

「奏太」

　ぼんやりと考えていると、怜がグラスを差し出してきた。それに慌あわてて自分のグラスを合わせ、勢いのまま半分ほど飲む。

「ふ～」

「奏太は酒、強いのか？」

「どうだろうなぁ。最初の一杯は美味おいしいと思うけど……あんま飲まないかな」

「じゃあ、酔よったらどうなるのかわからない？」

「酔ったら……」

　奏太が酒を飲むのは、職場関係とこの幼おさな馴な染じみたちくらいだ。だが、今まで酒の席のことで彼らから笑われたり、注意されたりすることはなかったと思う。

　しかし、奏太がそう答える前に、怜とは反対側の席を陣じん取どった人物の太い腕うでが、ぐっと首筋に回ってきた。

「こいつ、酔ったら泣き上戸になるんだぜ」

「マ、マサッ？」

　今日の飲み会はあくまでも怜の都合に合わせたので、元々飲み会に集まるメンバーの全員参加は無理だと考えていた。しかし、奏太が怜の参加を連れん絡らくした途と端たん、全員が参加を決めたのには笑えた。

　自分と兄弟だった七年間、この幼馴染みたちとも怜は一緒だった。それはどんなに人気の芸能人になっても変わらない事実なのだ。

　参加するメンバーの中には、まるで図はかったかのように非番の中野もいた。警察官という職しよく業ぎよう柄がらか、誰だれよりも大おお柄がらで力が強い中野のスキンシップは昔から激しくて奏太もよく喧けん嘩かもしたが、今も一番仲の良い友人でもある。

「お前、この間『俺にはどうして彼女ができないんだ～』って泣いてたじゃん」

「おまっ、それって去年のことだろっ」

「去年も今年も変わらないだろ。お前、そんなに悪い顔してないんだけどなぁ」

「奏太はモーション掛かけられても気づかないだけだって」

　別の幼馴染みにも笑いながら言われ、寂さびしい私生活を怜に知られてしまったことが恥はずかしい奏太は熱くなる顔を隠かくすために目を伏ふせた。

　去年、友人たちの中でなぜか結けつ婚こんが相次ぎ、奏太も五人ほどの結婚式に呼ばれた。これで、友人の半分は既き婚こん者になり、残りの半分も彼女持ちという、奏太にはかなり不本意な状態になった。周りにまったく異性がいないという状じよう況きようではないのに、だ。

　もちろん、友人たちの幸せが妬ねたましいというわけではないが、二十代の半ばになっても恋こい人びとができたことのない自分が心底情けなくなり、親しい相手に対して愚ぐ痴ちを吐はいたのは……。

（しかたないじゃんか……）

　どんなことでも話してきたし、幼いころから一緒にいる仲間たちには、奏太がいまだ童どう貞ていだということはバレているのは諦あきらめているが、それを《抱だかれたい男ナンバー１》の怜に知られるのはやはり恥ずかしかった。

　大人になった怜は聞き流してくれると思ったが、なぜかぐっと顔を寄せてきて、追い打ちをかけるように尋たずねてきた。

「……奏太、そんなに彼女、欲しいのか？」

「い、いや、怜、あのな」

「誤ご魔ま化かすなよ、奏太。怜とは違ちがい過ぎる～って泣いてたじゃないか」

　いくら悪意のない冗じよう談だんだとしても、怜の前で言われるのは恥ずかしすぎる。焦あせりと羞しゆう恥ちで身体からだ全体が熱くなった奏太は、不意に中野とは反対側へと肩かたを抱き寄せられた。

「れ、怜？」

　奏太が慌てて見上げると、怜はテレビの中でよく見かける艶つやっぽい眼まな差ざしで見下ろしていた。

「しかたないよな？」

「え？」

「俺って、《抱かれたい男ナンバー１》だから」

　そう言って、ウインクする怜。

「……」

「……」

「……」

　一いつ瞬しゆん、その場は静まり、次の瞬しゆん間かん爆ばく笑しようの渦うずになった。

「た、確かに、お前、ナンバー１だもんな！」

　中野も引き攣つりながら笑っている。

「昔、俺がカマキリ近づけたら、泣いて奏太の背中に隠れていたくせに」

「リレーで靴くつが脱ぬげてこけて、半泣きでその場に座り込んだ時もあったよな」

「あっ、バレンタインのチョコを俺たちに配ったのがバレて、女子に詰つめ寄られた時は逃にげ回ってたぞ」

　小学校から中学校までは皆みな一いつ緒しよの学校だったので、それだけ怜との思い出がある。世間ではイケメン人気俳優の怜だが、この場にいる者は子供だった頃ころの、子供らしい怜の姿も覚えているのだ。

（……俺のために……）

　昔からの仲間の前で自じ慢まんするような怜ではない。きっと、からかわれている奏太の方から自分へと意識を移させ、その話題ごと笑い話にしてくれたのだ。

　昔は奏太の方が引っ張り、守っていることも多かったのに、こんなことをごく自然にできるようになった怜は確かに変わった。それも、良い男に。

（あ、あれ？）

　なぜか、奏太は先ほどとは違った意味で顔が熱くなった。怜と密着している部分も熱くてしかたがなく、じりじりと離はなれようと尻しりを動かす。

「どうかした？」

　その動きに気づいたらしい怜が、さらに組んだ腕に力を込めてきた。

「ちょ、ちょっと、離れろって」

「どうして？」

「どうしてって……」

　なんだかもやもやするからという理由は理由ではないと、奏太自身わかっている。それを怜に伝えても、きっと伝わらないだろうということも。

　どうしたらいいのかと迷っている間に、怜は出汁だし巻き卵を箸はしで摘つまみ、そのまま奏太の口元へと持ってきた。これは、どう見たって食べろということだ。

「え……」

「俺は、奏太の作る甘い卵焼きの方が好きだな」

「……」

　奏太は素す早ばやく周りに視線をやった。皆昔話に盛り上がり、自分たちの様子を気にしてはいないようだ。この場をやり過ごすには食べた方が良い、いや、兄弟なら気にする方がおかしいと言い聞かせ、奏太は一口で出汁巻き卵を口にした。

　怜は満足したらしく、もう一切れ摘まんで今度は自分が食べている。

（……同じ箸……って）

　そこを気にするなと、奏太は焦ってビールを口にした。焦り過ぎて咳せき込んだ背中を怜がさすってくれる。

「奏太、飲み過ぎるなよ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって」

「……まあ、酔ったら俺がおぶって連れて帰るけど」

「……っ、おっちゃん、ウーロン茶！」

　これ以上情けない姿を見せるわけにはいかない。

　奏太は次々に注つがれそうになるビールを巧たくみに避よけながら、その後は食しよく欲よくを満たすことに集中した。










「お帰り、倫君」

　小学校の校門の前に立っていた奏太を見て、倫が驚おどろいたように目を丸くしている。思った通りの反応に満足し、奏太は帽ぼう子しの上から頭を撫なでた。

「……おじさんは？」

「配達中」

「奏太さんは？　仕事、クビになったの？」

「おいおい」

　子供はとんでもない想像をするものらしい。奏太は誤解されないよう説明した。

「午前中、健けん康こう診しん断だんを受けたんだ。だったら思い切って有給取ることにしたってわけ。クビじゃないから安心していいよ」

「……うん」

　表情の変化が乏とぼしい倫だが、もう二カ月近く親しく付き合ってきた奏太は気づいた。倫は明らかに奏太が迎むかえに来たことを喜んでくれているらしい。

　奏太は笑い、倫と手を繫つないだ。

「今日は車で来ていないんだ。少し遠いけど、散歩しながら帰ろうか」

「……うん」

　倫の通う私立小学校から商店街の花屋まで、子供の足では一時間近くかかる。しかし、今日は良い天気で歩くには絶好の気候だし、疲つかれたならバスか電車を使っても喜ぶだろうと思った。

「……あ」

「ん？」

　しばらく歩くと、時折倫が小さな声を上げるのに気づいた。奏太が視線を向けると、決まって犬や猫ねこがいる。

（動物……好きなのか？）

　瞳のマンションにペットはいないし、怜も何か飼っているとは言っていなかった。それで気づかなかったが、もしかしたら倫は動物が好きなのかもしれない。

　昔、怜はどうだっただろうかと考えてみたが、とにかくわいわい遊んでいたことばかり思い出した。

　しばらく歩いて通りかかった公園に、小型の犬を散歩させている初老の男性がいた。

「すみません」

　奏太は声を掛かけて触さわらせてもらえないかと頼たのみ、男性は快く了りよう解かいしてくれる。

「ほら、倫君」

「この子はおとなしくて、嚙かんだりしないよ」

　男性に促うながされ、倫はおずおずその背中に手を触ふれた。フレンチブルドッグは懸けん命めいに尻尾しつぽを振ふっており、その仕草を見た倫も頰ほおを緩ゆるめている。

　家が商売をしている奏太の所ではずっとペットは飼っていないが、動物園に連れて行ってもらえるのは楽しかったし、どの動物も可愛かわいいと思う。そして、動物に触れて嬉うれしそうにしている倫も、もちろん文句なく可愛かった。

「倫君は犬、好きなの？」

「……うん」

「可愛いもんな」

「うん」

　今度はもう少し強く肯こう定ていされ、奏太は微笑ほほえましくなった。

　奏太に対し、言葉で肯定したことで倫も自覚したのか、それからすれ違ちがう散歩している犬を撫でさせてもらい、野の良ら猫ねこの姿を見て足を止めていた。もちろん、いくら倫の面めん倒どうを見ているとはいえ他人の奏太がペットを飼ってやったらと言うことなどできないが、こんなにも柔やわらかな倫の表情を見たのは初めてな気がして、どうにかしてやりたいなとも思う。

（怜だって、この顔を見たら絶対同じこと考えるよな）

　その時、ポケットに入れていた携けい帯たい電でん話わが鳴った。相手を見れば今頭の中に浮うかんだ人物だったので、心臓が大きく高鳴ってしまった。

「は、はいっ」

　その結果声が上ずってしまった奏太に、電話の向こうで怜が笑っている。

「……う、うん、わかった。今日は早いんだな」

　撮さつ影えいの途と中ちゆうで連れん絡らくをしてくれたのか、用件だけで電話は切れてしまった。それでも、こんなふうにこまめに連絡をしてくれる怜の気づかいに思わず頰が緩む。

「怜、今日は早いって」

「……うん」

（……十年も、声を聞いていなかったのにな）

　父が離り婚こんし、怜が離れていって十年。

　怜が芸能活動を再開してからはその成長具合や動く姿、声だって聴きいてきたつもりだ。それでも、こうして生の声を聞くのは全然違う。

（昔から、良い声だったし）

「よし、行こうか」

　それからかなり時間を掛けて帰った。

　結局倫は疲れたと言うこともなく、むしろ半分奏太の手を引っ張るようにして歩いていた。

　その反動か、店に着いた途と端たん疲つかれたようで奥の休きゆう憩けい室の椅い子すに腰こしかけた状態で寝ね始めたので、奏太は先に倫を連れて帰ることにした。

　本当は店を手伝うつもりだったが、週の半ばで客も多くはなく、父も促してくれたので倫を車に乗せ、家へと帰る。

　ソファに寝かせて毛布を掛けてやった後、少し早めだが夕食の準備を始めた。

　今日は怜も早く帰ると言っていたので、量は四人分だ。いや、見かけによらず大食漢の怜は、きっと二人分くらい食べるに違いない。

「餃子ギヨーザにして良かったな」

　時間があることを見み越こし、餃子作りを倫にも手伝ってもらおうと思ったが寝てしまっているので、冷蔵庫で寝かせていた餡あんを一人寂さびしく皮で包み始めた。

　倫の眠ねむりは結構深く、奏太は途中音声を下げてテレビを付ける。夕方の時間帯だからか、再放送のドラマやニュースが多い中、

「あ」

　ふとボタンを押していた手を止めた。

　そのチャンネルでは、今度公開される怜が主役の映画の特集をしていた。メイキングや出演者のインタビューが流れ、その中で主役の怜はかなりの時間を割さかれている。

　奏太はじっとその画面を見つめた。

「……やっぱ……カッコいいな……」

　恋れん愛あい映画の中の怜はとても色っぽく、健けな気げで、恰かつ好こ良いい。女性が望む最上の男像だなと、嫉しつ妬とや羨うらやむ気持ちよりも、ただただ見み惚とれてしまう。

　すると、画面の中はラブシーンに移った。相手は最近売れている若手女優だ。彼女の細い身体からだを怜の長い腕が抱だきしめ、まるで宥なだめるようにそっと動くのがわかった。首筋に顔を寄せる怜の顔がアップになり、切なさと同時に強い愛情を堪こらえるような表情に、胸を鷲わし摑づかみにされる。

　これは芝しば居いだとわかっているはずなのに、怜の真っ直すぐな気持ちが彼女に向けられているようで、細い指が滑なめらかな頰に触ふれ、二人の顔が近づいていくのを見た次の瞬しゆん間かん、奏太は反射的にテレビを消していた。

「……え？」

　画面が暗くなった時に初めて、奏太は自分の行動に気づいた。今までもドラマや映画、雑誌などでラブシーンは見ていたし、その時はよくできるなぁと感心し、活かつ躍やくを嬉しく思っていたくらいだ。だが、今感じた気持ちは今までにないものだった。

　どこかもやもやとして、チクチクと胸が痛む。

「…………あれ？」

　いったい自分はどうしたのかと戸と惑まどっていると、倫が寝ね返がえりを打った。ソファから落ちそうになるのを咄とつ嗟さに支え、もう一度ちゃんと寝かせてやる。

「あぁっ、餃子！」

　二百個は包もうと思っていたそれはまだ半分以上残っていて、これでは夕食の時間に間に合わなくなる。

　焦あせって皮包みを再開しているうちに、奏太はいつの間にか先ほどの気持ちを忘れていた。










　その週の日曜日。

　倫は同じ学校の友達家族が動物園に一いつ緒しよに連れて行ってくれるらしく、珍めずらしく元気に出かけて行った。

　友達がいないと心配していたが、数人は気が合う友人がいるらしい。それと、奏太と下校した時に犬や猫と触れ合ったのがよほど楽しかったのか、動物園というキーワードに目を輝かがやかせていた。

「それじゃあ、よろしくお願いします」

　待ち合わせの駅で、奏太は頭を下げた。

　怜は朝から撮影だったので、奏太がその家族に倫を引き渡わたすことになったのだ。倫は奏太も同行することを望んでいたようだが、倫の学校生活にまであまり踏ふみ込まない方が良いと遠えん慮りよすることにした。

　倫が帰る夕方まで、奏太は久しぶりにがっつり店の手伝いをする。フラワーアレンジメントのセンスはなかったが、接客と配達は得意だ。

「ありがとうございました」

　客を見送って店の中に戻もどった時、ちょうど父が電話を切った。

「奏太、配達大だい丈じよう夫ぶか？」

「いいよ、どこ？」

「Ｎテレビだ」

「テレビ局？」

「勝間さんからの電話だったんだ。今怜君の撮影中らしいんだが、用意してあった花が監かん督とくのイメージじゃないらしくって。本当は出入りの花屋に連絡するんだろうけど、怜君がうちを宣伝してくれたようだ」

　父と瞳の件で、この店の名前は業界内でもかなり知られている。そのために今でもテレビ局からの注文もままあるので、名前が出るのも不思議ではなかった。

「今から作るから。一時間後、時間厳守だ」

　怜の仕事に必要なことなので、父も張り切ってアレンジメントをし、受け取った奏太も急いで車を走らせた。

　警備室で名前を言えば話は通じていたらしく、パスを渡されて局内へと入る。受付で事情を説明し、伝えられたスタジオの前までやってくると、連絡があったのか扉とびらの前で勝間が待っていてくれた。

「すみません、松宮さん」

「いいえ、あの、間に合いましたか？」

「はい。十分時間内です」

「これなんですけど……」

　アレンジメントするうえでの注文の内容は、怜演じるエリート社員と恋こい仲なかの女子社員が、ライバル関係の相手に花束で殴なぐられるというシーンらしい。たった数秒のシーンだろうが今回の監督はこだわりが強いらしく、ぶつけた花束から散った花びらの色が、どうしても前のものでは気に入らなかったという話だった。

「少し待っていてください」

　花束を持って中に入っていった勝間は、間をおかずに出てきた。切れ長の目元が僅わずかに撓たわんでいる。

「ＯＫが出ました。ありがとうございます」

「良かったです」

　緊きん張ちようして待っていた奏太も安あん堵どの息をつくと、それを見ていた勝間がドアを振ふり向いた。

「時間があるようでしたら、少し撮影を見ていかれますか？」

「え？　で、でも」

「怜もぜひにと言っていたし。あいつも、あなたには良いところを見せたいんじゃないですか」

　何度もテレビ局に配達に来たが、今まで生で撮さつ影えいを見たことはない。興味がないわけではなく、しかも怜の演技ということで、奏太の興味は一気に高まった。

「本当にいいんですか？」

「今リハーサルしていますから」

　勝間に続きおずおずとスタジオの中に入っていくと、スタジオの中にはかなりの人間がいる。奏太も見知っている俳優たちの姿もあり、リハーサルというのにピリピリとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

（……いた）

　それほど探さないうちに、怜の姿は見つかった。スーツを着て珍しい眼鏡姿の怜はどこか見知らぬ人物のようで、奏太は妙みように落ち着かない気分になる。

　監督らしき中年の男の話を聞き、動きを確かめた怜の視線がこちらを向いた。

「あ」

　それはほんの一いつ瞬しゆんで、もしかしたら奏太の勘かん違ちがいかもしれない。

「本番～っ」

　すぐにスタッフの声が響ひびき、ざわついていたその場が静まった。

　初めて見る、怜の生の演技だ。セリフとは思えないほど自然に怜は相手役を守り、激しく頰ほおを花束でぶたれる。父は丁てい寧ねいに棘とげを抜ぬいていたので目に見える傷はないが、奏太はハラハラしながら見続けた。

「……悪かった、俺のせいで……」

「そうよ、あなたのせいよっ」

　泣いた相手役が怜の胸を叩たたいて、何度目かの後に怜がその手を摑つかむ。

「悪い……」

「……っ」

　そう言いながら、怜の唇くちびるが相手役のそれに重なった。

　合わせただけの、生々しいキスではなかった。大前提として、それが俳優としての怜の仕事の一部で、特別な感情が込められているものではないともわかっている。それでも、目の前で怜がキスしたという事実が、奏太にとって意外なほど大きなショックになった。

　同時に、先日家で見た映画の特集を思い出した。あの時と同じ、いや、それ以上の衝しよう撃げきに動どう揺ようしている奏太の目の前で、唇を離はなした怜が相手役を抱きしめる。

（な、なんだ、俺……）

　相手役の背中に回る長い指が、居酒屋で自分の肩かたを抱き寄せたあの時の手に重なった。その左手の甲こうにうっすらと何かが見えてしまい、奏太は慌あわてて視線を逸そらす。

（なんだ、どうして俺……？）

　見慣れているはずの怜のラブシーンで、こんなにも狼狽うろたえるのは初めてだ。

（そ、そっか、弟だと思ってるわけだしっ）

　肉親の性的なことを聞くのも見るのも気まずいのと同じように、兄弟として過ごした怜のキスシーンを見るのがショックだっただけだ。　>>>♥

　そこには十年間というブランクがあったことは無視し、奏太は必死に自分に言い聞かせた。できればすぐにでもこの場から立ち去りたかったが、本番中にむやみに動き回ることはできず、ただ所在なげにその場に留とどまるしかない。

　そうこうしている間も、目の前でシーンは続いていく。怜が相手役を愛し、想おもっている心情が眼まな差ざしや言葉の響きからも伝わって、奏太はどうしようもできず目を閉じた。

「……カット！」

　奏太にとってはずいぶん長い時間だったが、ようやくそのシーンが終わった。

「勝間さん、俺」

　すぐに帰ろうとした奏太だったが、

「奏太」

「！」

　名前を呼ぶ声に、動かしかけた足を止める。

　今までの相手への気持ちなど一瞬で消えたかのように、怜は真っ直すぐ奏太を見ながらこちらへと歩いてくる。そんな怜の動きに周りの視線もつられたように動き、奏太は一瞬でその場の注目の的になった。

「ありがとう」

「あ……い、いや」

「やっぱりお父さんが作ったものだな。綺き麗れいだし、棘も完かん璧ぺきに抜かれていた」

　まるで自分のことのように自じ慢まんげに父のことを話す怜の顔は、既すでに奏太の見慣れたものに戻っている。

　妙に安堵した奏太は、強こわ張ばってはいたが笑えみを浮うかべることができた。

「凄すごく、カッコよかったぞ」

「本当？」

「……うん」

「上条さんっ」

　スタッフに呼ばれた怜は振り向いて頷うなずき、奏太に向き合った。

「次のシーンが終わったら帰れるから、もう少し待って……」

「ご、ごめん、俺、まだ配達があるから」

「……そうか。頑がん張ばって」

「お前もな」

　怜は一度奏太の髪かみに触ふれ、またカメラの前に戻もどっていった。

　勝間に挨あい拶さつし、奏太は早足でスタジオを出る。扉を閉めた途と端たん、大きな息をついてしまった。

「……何なんだよ……」

　それは、自分自身に向けた言葉だった。










　こんな時に、店は暇ひまだった。

　もっと忙いそがしくして余計なことなど忘れたかったが、テレビ局から戻もどって間もなく、奏太はもう上がってもいいと言われてしまう。

「今日は俺が閉店の作業するから」

「お前は、倫君から連れん絡らくがあるかもしれないだろう？　明日も仕事だし、ゆっくり休め」

「……わかった」

　そう言ってくれる父にそれ以上言えず、奏太は帰宅して夕食の準備を始めた。

　すると、すぐに倫から電話があった。友達の家族から夕食の誘さそいを受けたらしい。

　怜には先に連絡をして了りよう承しようを貰もらっていたようで、奏太ももちろん賛成した。むしろ、倫がその誘いに乗ってくれたことが嬉うれしかった。

　これを手始めとして、もっとたくさんの友達を作ってほしい。

　だが、これで夕食の量が変へん更こうになる。奏太と父と。

（……怜、来るかな）

　いや、倫から連絡があったのなら、怜がわざわざ早くこの家に来る必要はない。次のシーンで終わりと言っていたし、きっと共演者たちと食事にでもいくはずだ。

「……うん、そうだよな。二人なら簡単にチャーハンでも良いし……わっ」

　冷蔵庫を開けてパックのまま卵を取り出そうとした時、手が滑すべって落ちてしまった。多分すべて割れてしまい、ジーパンと靴くつ下した、床ゆかまで汚よごれた。

「……」

　奏太は溜ため息をつく。こんな初歩の失敗は、料理を作り始めた頃ころ以来だ。

　拭ふき取っても駄だ目めだとどう考えてもわかり、奏太はしかたなく早めの風ふ呂ろに入ることにする。汚れものも中で簡単に洗い、後は洗せん濯たく機きに突つっ込めばいい。

　簡単に床を掃そう除じした後、まだ湯を張っていないのでシャワーを出し、頭から被かぶって軽く頭を振ふった。本当に、何をやっているんだかと呆あきれるだけだ。

「……ぁ」

　濡ぬれた髪をかき上げた時、鏡の中の自分の顔を見た。気持ちを反映してか、情けないような、動揺しているような、変な顔をしてこちらを見ている。

　ふと、生え際ぎわの古い傷が目に入り、奏太はまた思い出してしまった。

　この傷を負ったのは、奏太と怜が兄弟になって一カ月ほど経たった頃だろうか。

　幼おさな馴な染じみの一人と怜が口論になった。その頃の怜はまだ排はい他た的で、奏太に対しても他た人にん行ぎよう儀ぎな態度だったので、幼馴染みが腹を立てて怜に突っかかった感じだったように思う。

　その時、怜が相手に突き飛ばされてしまい、咄とつ嗟さに奏太が庇かばうように身体からだを投げ出し、怜の下した敷じきになった。運悪く縁えん石せきで額を切り、怜も手の甲に傷ができた。

　残る傷になったことに怜の母親である瞳には泣いて謝られてしまったが、奏太自身はまったく気にしなかった。むしろ、そのことで怜と歩み寄ることができたことを嬉しく思ったくらいだ。

　正直に言えば、髪を洗う時くらいしか認にん識しきしないその傷のことなど意識していなかったが、昼間見た怜のラブシーンの時に見えたあの左手の傷で、今夜はなぜか強く意識してしまう。

「……残ってたんだ……あの傷」

　十年ぶりに再会して以来、頻ひん繁ぱんに会っていたのにまったく気づかなかった。単に奏太が見み逃のがしていたか……いや、きっと怜が見せないようにしていたのだ。

（綺麗な手なのに……）

　あの時、もっとちゃんと庇うことができたら、怜の手に傷はできなかったはずだ。後こう悔かいしてもしきれず、奏太は緩ゆるく首を振り、シャワーを止めた。

　その時、何か物音が聞こえた気がした。

　一いつ瞬しゆん父が帰ってきたのかと思ったが、それにしては少し早いような気がして首を傾かしげていると、しばらくして風ふ呂ろ場ばの引き戸が開き、浴室の磨すりガラスの向こうに人ひと影かげが映った。

「え……」

　そのシルエットに目を瞠みはった奏太は慌あわてて立ち上がるが、裸はだかのまま外に飛び出すことはできない。

「奏太？」

　聞き覚えのある声に奏太の心臓が飛び上がる。

　少し前にはスタジオにいた怜がなぜ奏太の家の、それも風呂場に現れたのかまったくわからなかった。

　しかし、裸のまま外に飛び出すこともできず、奏太は洗い場で固まるしかない。

「れ……怜？」

「ここにいたんだ。さっきはありがとう。助かったよ」

「わざわざそれを言いに来たのか？」

　それならば電話でもメールでも構わないのに、忙しい時間を縫ぬってまでここまで来てくれたことが却かえって申し訳なかった。

「うん……まあ、後はちょっと奏太の様子が変だったから気になって」

「え……」

　あの時は上手うまく誤ご魔ま化かしたと思っていたが、敏さとい怜は気づいたらしい。その時の動どう揺ようを思い出してしまい、奏太は居たたまれなくなって言葉が詰つまった。

　本当なら強ごう引いんにでも何でもないと言えばいいのに、そう言うこと自体思いつかない。

「……なんかドア越ごしに話してると変な感じ」

　奏太がパニックになっていると、不意に怜がそう切り出してきた。まさかと思う間もなく、

「一いつ緒しよに入ってもいい？」

　ごく自然に言った怜が服を脱ぬいでいくのがシルエットでわかる。

「ちょ、ちょっと」

　やがて、何の前置きもなく浴室の扉とびらが開いた。

「は、入らないかって、お前……」

　尋たずねる前にもう服を脱いでいるではないか。これではとっとと出て行けなんて言う方が躊躇ためらわれる。

　見ては拙まずいような気がして、咄嗟に背を向けた奏太は目まぐるしく考えた。

　小さいころはよく一緒に風呂に入った。今だって、普ふ通つうの男友達と銭湯や温泉に入ることにまったく躊躇うことはない。重大なのは、ここが普通の家の風呂場で、大の男が二人一緒に入るには狭せますぎるということだ。

　そう、それだけだ。

「怜、お前っ」

「ここ、前はもっと広く感じたけどな」

「……」

「それだけ、俺も大きくなったってことか」

　焦あせる奏太とは対照的に、怜は懐なつかし気に風呂場の中を見み渡わたしながら呟つぶやいている。それを聞くと、気き恥はずかしいから嫌いやだという言葉は飲み込むしかなかった。

「せ、背中、洗ってやる」

「ありがとう」

　怜を座らせ、シャワーで身体を濡らす。狭い洗い場に膝ひざ立だち、奏太は怜の身体を洗い始めた。

「……お前、でかくなったよな」

「奏太も大きいじゃないか」

「そうだけど、身長も負けてるし……」

　こうして実際に触ふれると良くわかる。しなやか……と言えばいいのか、綺麗に筋肉がついた腕うでも背中も、ごつくないのにとても逞たくましい。

（腹筋だって綺麗に割れてるし……）

　窮きゆう屈くつそうに曲げられた長い足も、何もかも綺麗で見み惚とれるほどだ。だが、奏太はある部分を見て叫さけんだ。

「……お、お前っ、そこ、隠かくせよなっ」

「そこ？　どこ？」

「お前～っ」

　当然隠していると思っていた下か肢しを、驚おどろくことにそのまま晒さらしている。濃こい茂しげみの中、興奮していないのに立派な大きさと長さを持つそれが嫌でも目に入ってしまい、奏太は慌てて目を逸そらしながら手の動きを速めた。

「ちょ、奏太、痛いって」

「お前の肌はだが柔やわいんだよっ」

「そんなことないって」

　頑がん張ばって見ないようにしているのに、怜はまるでわざとのようにこちらを向いて奏太に話しかけてくる。

　普ふ段だんと変わらない怜と、焦る自分。

　なぜ焦っているのか言葉で説明することもできず、奏太は余計に強く背中を擦こすった。前は触さわらないとばかりにシャワーで泡あわを流し、一仕事終えたからと立ち上がる。とりあえず、これで出てもおかしくないはずだ。

「俺、先に出るから」

「今度は俺が奏太を洗う」

「ちょっ」

　しかし、なぜか腕を摑つかまれ、強ごう引いんに引かれた勢いで怜の胸にしがみつく形になった。その肌の感かん触しよくに慌てて身を起こしたが、怜の手は離はなれない。

「怜って！」

「……奏太も、育ったよな」

　まじまじと視線が上下を行き来し、呟かれた言葉を聞いて一気に頭に血が上った。

「嫌なのか？」

「い、嫌じゃないっ」

　反射的に言い返した事を後悔しようにも、言げん質ちを取った怜は引き下がる様子を見せず、奏太は己おのれの単純さを呪のろうしかなかった。








第四章









　目の前で恥はずかしそうに身体を小さくして座る奏太を見下ろしながら、怜は自身も妙みような高まりを感じていた。

　今日、スタジオまで花を配達に来てくれた奏太の様子が別れ際妙だったことが気になってしまい、撮さつ影えいが終わってからすぐにここへやってきたのだ。

　家の鍵かぎは奏太親子の了りよう解かいを得て貰もらっていたのでそのまま開け、いったんキッチンとリビングを覗のぞいたが求める姿はなかった。その時卵の残ざん骸がいを見つけ、もしやと思って風呂場に足を向けた時、中に人影を見て───。

　それからの自分の行動が、今この時点でもよくわからない。しかし、磨りガラス越ごしに見える奏太の姿に気が急せき、いつの間にか服を脱いで中へと足を踏ふみ入れていた。

「……」

　見下ろす身体は丸みがなく、どう見たって男の身体だ。しかし、昔はとても大きく見えた奏太が今は自分よりも小さいと思うと、なんだか妙な気分だった。

　怜よりも身長は低いが、十分平均身長はある。ただ、着太りするタイプなのか、裸になれば首筋から肩かた、そして腰こしに流れる線は想像以上に細い。意外に肌は白く滑なめらかで、肩けん甲こう骨こつの下にある小さなホクロが妙に色っぽくて……いや。

（そ……うか）

　唐とう突とつに、怜は気づいてしまった。昔のように兄弟として、また奏太と親交を持ちたいだけだと思っていたのに、内心では奏太の裸ら身しんを想像していた邪よこしまな自分に。

　当たり前だが、奏太は男だ。中性的というわけでもなく、自分と同じモノが付いていて、誰だれよりも男らしくて恰かつ好こ良いい。そんな自じ慢まんの兄だった奏太に対し不純な思いを抱いだくことは間ま違ちがっていると十分わかっているのに、それでも怜はこのまま引き下がることは考えられなかった。

　むしろ、今までの自分の行動にはっきりとした理由がついたことですっきりした。

「……奏太」

「……なに」

　風呂場だからか、聞き慣れた奏太の声が響ひびいて違う相手のようだ。

「……俺とは違うって、そう思っているのか？」

「え……？」

　飲み会での中野の言葉を言うと、覚えていなかったのか奏太は戸と惑まどった声を上げる。確か、あの時の奏太はどこか気もそぞろで、ちゃんと会話を覚えていなかったのかもしれないと、怜はもう一度繰くり返してみた。

「みんなと飲んだ時、怜とは違うって泣いたんだろ？」

「ばっ、な、泣くわけないだろっ」

　焦って言い返しているが、後ろからでは真っ赤になった奏太の耳がよく見える。感情を隠すのは昔から下手だったと思い出し、怜は思わず笑えみを浮うかべた。

「噓うそばっかり」

　これまでは奏太の方が凄すごい、奏太の方が恰好良いと思っていたのに、今目の前にいる奏太は可愛かわいくてたまらない。

　怜は思わずしなやかな背中に覆おおいかぶさり、奏太の頰ほおに自分のそれを寄せた。

「ひゃうっ！」

　面おも白しろい声を上げ、奏太の震ふるえが肌越しに伝わる。

「奏太、これまで彼女はいた？」

「は、離れろってっ」

　いきなり密着したことに焦ったらしい奏太が身を捩よじるが、この狭せまい場所で今の体勢なら押さえ込むことは簡単だ。奏太もすぐに気づいたのか、言葉で反はん抗こうを始めた。

「変な冗じよう談だんはやめろって」

「冗談じゃないよ。知りたいだけ」

「知りたいって、俺の情けない人生を笑うつもりだろ……っ」

「情けない？　それって、今まで一人もいないってこと？」

「……あーっ、そうだよっ、馬ば鹿かっ」

「……そっか」

　単純に嬉うれしかった。奏太のすべてを知っている者がまだいないことに、自分でも驚くほど安あん堵どしている。

　そして、怜はそのまま視線を下へと移した。ボディソープの泡はいつの間にか流れ落ちていて、奏太の白い肌が露ろ出しゆつしている。落ち着かないのかヒクヒクと動いている薄うすい腹に、その下の茂み。

（あ……）

　そのもっと下の、眠ねむっているはずの奏太のペニスが、なぜか緩ゆるく頭を持ち上げていた。

　どうしてという疑問よりも先に、怜はゾクッと震えがきた。奏太が興奮している、それも、自分が密着しているから───そんなふうに思ったと同時に、伸のびた手が奏太のペニスを摑んでいた。

「うひゃっ？　れ、怜っ？」

「セックス、したことある？」

「……っ」

　耳元で囁ささやくと、奏太の身体からだがきゅうっと縮こまるのが伝わった。反対に、握にぎっているものの質量が変わったことに、怜は目を細める。

「ねぇ？」

「そ、そんなのっ、お前に言う必要……っ」

「知りたい。ねえ、奏太。教えて」

　甘えるように言いながら染まった耳たぶに吸い付けば、奏太は振ふり切ろうと激しく首を振っている。いくら怜の方が体格的に上回っているとはいえ、奏太が本気で抵てい抗こうしようとすればできないことはない。狭い洗い場の中でなら、腕うでを振り回せば逃にげ切れるはずなのに、奏太は甘い抵抗を繰り返すだけだ。

　───だから、奏太は甘いのだ。

　二十五歳になったというのに奏太の中では今でも自分は八歳の弟で、庇かばわなければならない存在のままなのだと改めて思う。

（それじゃ、物足りないんだ、奏太……）

　それまでの自分の執しゆう着ちやくは、一度手に入れた家族だからという思いが強かった。もう一度奏太と、以前のような兄弟同然の親密な交流を図はかることができれば、きっと幸せで、楽しい日々を過ごせるだろうと思っていた。

　しかし、それは間違いだった。いや、確かに幼いころは眩まぶしいほど真っ直すぐな奏太の目が自分だけに向いてくれることを望んでいたし、再会した時も一いつ瞬しゆんで距きよ離りがなくなったことが本当に嬉しかった。

　それが、怜の知らない奏太の世界があることを知り、怜の想像もしていなかった奏太の恋れん愛あい事情を目まの当たりにした時、言いようのないどす黒い気持ちが胸の中に生まれた。

　それは弟としての独どく占せん欲よくだと思っていたが、違うのだ。

（……奏太が、欲しい）

　大事で、可愛い奏太を手に入れるにはどうしたらいいのか。心の繫つながりだけではなく、もっと明確な繫がりを持つことはできないのか。

　その方法が今ようやくわかり、怜は高こう揚ようする気持ちを止めることができなかった。

「な、ないからっ」

「……」

「童どう貞ていだよっ、馬鹿にしていいぞっ、馬鹿！」

「そう……童貞なのか」

　怜の欲よく目めだけでなく、奏太は女の目から見てもモテる方だと思う。身長は高いし、体格もバランスがよく、顔だって男らしい。何より、性格は抜ばつ群ぐんに良く、きっと恋こい人びとにした相手を大切にし、真っ直ぐに愛すると思う。

　奏太の周りの女たちが見る目がないということももちろんだが、他ほかの幼おさな馴な染じみたちが言っていた通り、きっとこういう問題に関して奏太は鈍にぶいのだ。アプローチされても、無意識で受け流してきた可能性は高く、仮に強ごう引いんな女がいたとしたら、再会する前に奏太は誰かのものだったかもしれない。

　これは神がくれたチャンスだ。

　後こう悔かいする前に気づいてよかったと、怜はじゃあと強引に奏太の腰を抱だき寄せ、自分の方へ顔を向かせた。

「練習しよ」

「……は？」

「俺相手なら、初めてでも恥ずかしくないだろ？」

「え、あ、ちょ、ちょっと、待て、俺、俺たち、男同士だぞ？」

　奏太にしてはそのものずばりの反論をしてきたが、混乱している今ならば言いくるめることは簡単だ。

　本当は奏太ともっと親密になってからじっくり攻せめる方が良いとはわかるが、怜も自覚したばかりの気持ちを抑おさえきれるほど大人ではなかった。

「男同士だって、似たようなことできるじゃないか」

「できるって、怜、お前何考えて……」

「俺は、奏太のことを考えてる」

「！」

「マサたちに笑われる奏太を見たくない」

「怜……」

　己おのれの欲よく望ぼうを綺き麗れいに隠かくすなんて、俳優である怜には簡単なことだ。あくまで奏太のため、奏太が馬鹿にされないよう手伝うんだと、巧こう妙みように趣しゆ旨しをすり替かえた。

「それとも、奏太は経験を積むだけのセックスできるのか？　それか、プロの相手に頼たのむ？」

「そんなのっ、そんなの……できるわけない……だろ」

　予想通り奏太はそう言い、見る間に抵抗は萎しぼんでいく。

「じゃあ、俺なら構わない？」

「……こんなの、おかしい……」

「おかしくない」

「でも……」

「俺と奏太なら、おかしくない」

（俺は、奏太が欲しいから）　>>>♥

　奏太の反論が止まった。

　それは怜の提案に同意したのも一いつ緒しよだと、怜は背中にキスを落とした後に奏太を抱だき上げようとした。しかし、さすがに洗い場のこの狭さで、奏太ほどの体格の相手を抱き上げることはできない。

「あ、歩けるから」

「うん」

　奏太はそう言い、何か思い切ったのかシャワーを頭から浴びて扉とびらを開ける。奏太が自分の足で向かうことが、怜には嬉しかった。
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（なんだ、これ、なんだ……？）

　腰こしにタオルを巻いた状態で、階段を上がる奏太は頭の中で何度も繰くり返した。

　いったい、何がどうなってこの状じよう況きようなのか。はっきりわかっているのは、自分の後ろからやってくる怜もまた、腰にタオルを巻いただけの状態だということだ。

『練習しよ』

　先日の飲み会で寂さびしい私生活が怜に知られてしまったのはしかたがないが、だからといって怜とセックスをするなんてどうしたら繫がるのかわからない。奏太の常識ではセックスは男女間で行う行こう為いで、当然ながらそこには《愛》がなければならないものだ。

　それが、昔は兄弟として過ごし、今は他人になったとはいえまだ弟のように思っている相手とこんなことになってしまうとは。

「……」

　不意に、後ろの怜が笑う気配がし、奏太はちらっと振り返った。

「な、何だよ？」

（まさか……今のが冗じよう談だんって言うんじゃ……）

　それならばそれでいい。もちろん、本気にとった自分の単純さに呆あきれはするが、怜との関係に変化がないならもちろんそっちの方が良かった。

「丸見えだから」

「……丸見え？」

「奏太の尻しり。小さいな」

「！」

　腰にタオルを巻いているから見えないと思っていた奏太は、後ろからくる怜に自分がどう見えるかまで考えていなかった。尻が見えていたというのなら、その他ほかの場所も……そう思った途と端たん、たまらない羞しゆう恥ちに奏太は階段を駆かけ上る。

　急いで自室に入ったはいいが、古い家なので鍵かぎはない。

　狭せまい部屋の中、逃にげるスペースもないと考えている間に怜がドアを開けて中に入ってきた。

「……ベッドになってる」

「あ、ああ、まあ……楽だし」

　再会し、倫を預かるようになって怜も頻ひん繁ぱんにこの家にやってきたが、奏太の部屋がある二階にまで上がったことはない。二人で同じ部屋で寝ねていた時は、六畳じよう間まに布ふ団とんを二組くっつけるようにしていたので、もしかしたらそのイメージのままでいたのかもしれない。

　だが、また一人に戻もどり、毎朝畳たたむのが面めん倒どうになって、高校二年生の時にベッドを買ってもらったのだ。一年たって、もう二度と怜が帰ってこないことに納なつ得とくしたからだが、寂しそうに呟つぶやくのを聞けば罪悪感が生まれてしまう。

「……でも、奏太の匂においがする」

「俺の匂いって……臭くさいとか言うなよ」

「奏太はいつも良い匂いがしてたよ。香こう水すいとかとは違ちがう、花の匂い。女子よりも良い匂いだった」

　妙みような褒ほめられ方をして礼を言うのも、照れるのもおかしいだろう。と、言うよりも小中学校の同年代の男に対してそんなことを思っていたのかと、今さらながら怜の思考回路の複雑さに困こん惑わくした。

　大学を卒業して机は捨てたし、本ほん棚だなが増えた。カーテンも変え、掛かけている服も変わったが、部屋の雰ふん囲い気きは多分、昔とあまり変わっていない。

「……怜」

　もしかしたら怜は寂しいのだろうか。

　そんなことを考え肩かたに手を置こうとした奏太は、反対にその手首を摑つかまれて引っ張られた。

「うぁっ」

　怜の胸の中に抱き込まれる恰かつ好こうになると、目線が違うのが良くわかる。それでも、触ふれる腕うでも、腹も硬かたく、明らかに自分と同じ男なのだと思い知った。

　いくら練習とはいえ、やはりこんなことはおかしい。やっとそう思った奏太は怜の身体からだを引き離はなそうとするが、反対に怜に引きずられるようにしてベッドに倒たおれ込んだ。

　仰あお向むけに倒れた怜の上に覆おおいかぶさる形になったので咄とつ嗟さに起き上がろうとしたが、そのまま腰に手を回される。今の動きで互たがいの腰に巻いたタオルも取れてしまい、裸はだかの状態で抱き合っている体勢だ。

「れ、怜、ちょっと放せ」

「嫌いやだ」

「嫌って、まだ話が……」

「話って何？　俺は奏太と練習したい。奏太、俺が嫌きらいなのか？」

　鎖さ骨こつに額を押し付けられているので、怜の吐と息いきが直接肌はだに掛かる。ゾワゾワとした感覚に思わず震ふるえると、腰にあった手が確かめるように下りて尻を撫なでられた。

「そ、そこっ」

「ここ？」

　そう言いながら今度は鷲わし摑づかまれ、奏太は慌あわてて上半身を起こすと背後を見てしまう。身体を半分浮うかせたせいで互いの身体に隙すき間まができ、いきなり乳ち首くびを舐なめられた。

「んぁっ！」

（お、俺の声っ？）

　思わず上げた声がまるで聞いたことがない鼻に掛かった声で、奏太は動どう揺ように身体が硬こう直ちよくする。すると怜は褒めるように背中を撫で、今度は乳首を嚙かんで口に含ふくんでしまった。

「わっ、やっ、やめろっ」

　今までまったく意識してこなかったそこを舌で舐められる感かん触しよくは強きよう烈れつで、奏太の意識はどうしようもなく翻ほん弄ろうされる。一いつ瞬しゆん唇くちびるが離れたそこは唾だ液えきに濡ぬれてひんやりとして、奏太はまた小さく喘あえいでしまった。

「奏太はここ、気持ちいいのか」

「ち……がっ」

　乳首が感じるはずがない。はっきり否定したいのに出てくる声は震え、情けないものにしかならない。

「奏太、我が慢まんすることないから」

「怜っ」

「一つ一つ、自分が感じる場所を見つけたらいい」

「……んっ」

（お……れが？）

　男の奏太は感じさせる側だと思うが、怜にそう言われるとそうなのかと妙に受け入れそうになる。好き合った者同士がセックスをする時、もちろん互いに気持ちよくなるのが良いだろうが、このままでは奏太だけが一方的に奉ほう仕しされるだけだ。

（お、俺だって……っ）

　こんな時に、弟だった怜に負けたくないなんて感情が沸わき上がり、

「奏太？」

　奏太は怜の頰ほおを摑み、強ごう引いんに顔を離した。

　それを奏太の抵てい抗こうだと思ったらしい怜の眼まな差ざしが、とても悲し気なものに変化していく。

　違うのだ。

　奏太も、怜を感じさせたいと強烈に思った。

　奏太は動きを止めた怜の腰からずり下り、その身体を見下ろした。見み惚とれるほど綺き麗れいなこの身体で、怜はいったい何人の女性を抱だいてきたのだろうか。

（……くそっ）

　へたに怜の活かつ躍やくを追ってきたせいか、今まで見てきた怜の様々なラブシーンが頭の中を目まぐるしく回っている。愛の囁ささやき方も、キスの仕方も、全部覚えていた。演技のはずなのにそれはどれも自然で、まるで怜の私生活を覗のぞき見しているような気さえしてしまったほどだ。

　その怜と、今自分は向き合っている。実際、こんなふうに触れられると、どんどん生々しい感触で怜という存在が脳のう裏りに刻み付けられてしまう。

（これが……練習になるのか？）

　どう考えたって、こんな強烈な経験を越こえることはできそうにない。

「奏太……」

「……っ」

　止やめるなら今なのに、奏太はその引き際ぎわがわからなくなっていた。

　されたのと同じように胸むな元もとに舌を這はわせていると、腹に生温かく濡れた感触がある。それが怜のペニスだと気づいた時、奏太の体温はまたさらに上がった。

（怜も、感じてる……）

　腹を押し上げてくるものは、確かな反応を示している。男がどんな時に反応するのか身をもって知っている奏太は、拙つたない自分の愛あい撫ぶでも感じさせることができたのだと嬉うれしかった。

　胸元から顔を上げて視線を下ろせば、直接怜のペニスが見える。自分よりも遥はるかに立派なそれは先せん端たんから先走りの液を滴したたらせながら、まるでそれ自体に意思があるかのようにピクピクと揺ゆれているのがわかった。

　自分と同じものなのに、まったく違うもの。

　どんな熱さなのか、触れてみたくなった奏太は手を伸のばした。しかし、握にぎった瞬しゆん間かん怜が小さな声を漏もらしたので慌てる。

「ご、ごめん」

　痛かったのかと手を離そうとしたが、その手の上から怜のそれが押さえてきた。

「そのまま……」

「こ、このまま？」

（……動かした方が……いい、のか？）

　握っているだけでいいのかと戸と惑まどいながら手を動かすと、奏太の腰こしにもう一方の腕が回される。そして、奏太の手を押さえていたそれが離れ、

「うぁっ」

　奏太のペニスを摑んできた。

「お、俺はいいからっ」

「どうして？　一いつ緒しよに気持ち良くなろ」

　腰を引きながら言っても怜の囁きは誘ゆう惑わくしているかのように色っぽくて、奏太は怜のものを握る手から力が抜ぬけそうになる。握って、擦こするだけだった自分とは違ちがい、先端を爪つめ先さきで弄いじり、筋を撫でるかのように繊せん細さいに動く怜の指先は、まるでそこに目があるように的確だ。

　自分が怜を感じさせたかったのに、このままでは先にイきそうで、奏太は意識を逸そらそうと自分も愛撫の手を再開させた。

「ん……んぁっ、ぅっ」

「……ふっ」

　互いの、堪こらえるような息いき遣づかいが狭せまい部屋の中に響ひびく。

　先走りに濡れた手はどんどんスムーズになっていき、手に伝わる熱さも強くなる。

「れ、怜っ」

「……っつ」

　叫さけびそうになるのを怜の名前を呼んで誤ご魔ま化かした瞬しゆん間かん、いきなり唇くちびるを塞ふさがれた。

「！」

　キスをされたと気づいた瞬間、怜の手の中に射精していた。間をおかず、自分の手のひらも熱く濡れ、怜がイッたことに気づく。

「……」

「……」

　荒あらい息を吐はきながら、奏太はこれで終わりだと思った。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　気づかわし気に聞かれ、小さく頷うなずくことで応こたえる。たったあれだけのことでも本当はクタクタで、下半身が重たい。それでも弱気を見せたくなくて震える足でベッドから下りようとした。　>>>♥

「……怜？」

　だが、そんな奏太の身体からだを押し止とどめ、怜がベッドから立ち上がった。そして、そのまま奏太の机代わりの小さなテーブルを見下ろすと、何かを見つけたのか手を伸ばす。振ふり向いたその手に握られているものに、奏太は当とう惑わくして呟つぶやいた。

「どうしてそんなの……」

「何も用意していないし」

「用意、って……」

　それは、奏太が花屋の仕事をした後に手に塗ぬるハンドクリームだ。水仕事が多い花屋の仕事は手が荒あれるので、気づけばいつもクリームを付けている。しかも、それは昔怜が奏太と父にプレゼントしてくれたメーカーのものだった。

「これ、気に入ってくれていたんだ」

「べ、別に、お前がくれたからとかじゃないけど……」

　反射的に言い返したが、怜は嬉しそうに笑えむだけだ。

　それよりもハンドクリームをどうするのかと考えてしまう奏太は、再び戻もどってきた怜に押し倒たおされ、そのままキスをされた。

「んっ」

　相そう互ご自じ慰いのインパクトで薄うすれていたが、そもそも怜とキスしたことなんて一度もなく、さっきイく前にされたものが初めてだ。さすがに奏太も大学時代にファーストキスは済ませたが、あの時の緊きん張ちようとふわふわした気持ちを上回る衝しよう撃げきに、一気に記き憶おくは塗り替かえられてしまった。

（気持ちい……とか）

　唇の感かん触しよくは男も女も関係ない。むしろ、男同士という背徳感がさらに刺し激げきを強くして、奏太はファーストキスの相手の顔も薄れたような気がした。

「んぅっ？」

　その時、不意に下か肢しに違い和わ感かんが走った。尻しりのもっと奥、自分でさえ生理的な習慣の時にしか触ふれないその狭はざ間まに、ぬるついてひんやりしたものが触れたのだ。それはまるで塗り付けるように動き、次し第だいにその範はん囲いはペニスの下の双そう玉ぎよくにまで及およんだ。

　さすがに何をされているのか不安になった奏太は顔を捩よじり、強引にキスを解ほどいて怜に訴うつたえた。

「お……まえ、いったい、なに……」

「ここ、解ほぐさないと入らないから」

「うひゃぅっ」

　双玉の下から尻の穴までをぬるっと撫なでられて初めて、奏太はそれが怜の指だと気づいた。それだけではない。漂ただよい始めた匂においから、滑すべる正体が先ほどのハンドクリームだと悟さとる。

（解すって、え？　これ以上……まさか……）

　性的に遅おくれているとはいえ、奏太も多少の知識はあった。世の中には同性を性対象にし、同性同士でセックスをする者たちもいて、その時に尻の穴を使うということも。

　しかし、それはあくまで恋れん愛あい対象が男である場合の方法で、自分も、そして当然怜も恋愛対象は女だ。こんなところまで使ってセックスの練習なんてしなくていいと訴えようと思ったのに、確かめるように動く指先の感触に、変な声を上げるのを止めるのでいっぱいいっぱいになる。

「んっ、れ、怜、こ、れっ」

「痛い？」

「痛く、な、けどっ」

　時折中に爪先が入るものの、今の段階で痛みはない。それが普ふ通つうなのか、それとも自分の身体がおかしいのかと考える暇ひまもなく、押したり引っ搔かいたりと蠢うごめく指先に神経が集中する奏太は無意識に足から力が抜けた。

「……んぁっ」

　その途と端たん、中に指が入ってくる。一いつ瞬しゆん息が詰つまったが、やはり痛みよりも違和感の方が大きい。

（く……そっ）

　ここまできて、奏太は覚かく悟ごができた。こんな情けない恰かつ好こうで、ここまで押し切られてしまった状態でそう思うのも遅おそいだろうが、怜にだけ責任を押し付けることはできない。言い出したのは怜だが、きっぱりと断らなかったのは自分だ。

「も、いっ、からっ」

「……奏太」

「いいっ」

　どうして自分が受け入れる立場なのか。

　どうして怜はここまでするのか。

　だが、今は理性など飛んでいる。理由なんて今は必要ではなく、奏太は早くその先に進みたかった。

　奏太の言葉に怜の指は止まったが、間もなく背中にキスされる感触があった。そして、ベッドにうつ伏ぶせにされ、腹の下に枕まくらを入れるように促うながされる。

「……顔、見えない」

「この方が楽なはずだから」

　何がと、聞き返す言葉は必要なかった。次の瞬間身体の奥深くに入り込んできたものに意識を囚とらわれたからだ。

（い……たっ）

　熱く、何よりも痛い。狭い中をこじ開けるように押し入ろうとするものの正体が怜のものだと思えば、無意識に身体が拒きよ絶ぜつするように硬かたくなった。

（こんなに、痛いのかっ？）

　必死に唇を嚙かみしめた。解けば、そこから悲鳴しか出てこない気がしたからだ。

　自分から促したのに、悲鳴を上げれば怜が悪者になってしまう。それだけは嫌いやで、奏太は必死に手を伸のばし、シーツを摑つかんで痛みと衝撃に耐たえた。

「……奏太、奏太っ」

　余よ裕ゆうがないように名前を呼びながら、怜の身体が背中にのし掛かかってくる。

「う……ぐぅっ」

　ゆっくり、本当に気が遠くなるほど少しずつ、身体の中に怜が侵しん入にゆうしてきた。ほぼ同時に奏太の下肢に手が伸びてきて、衝撃に萎なえたペニスを摑まれる。

「ふ……っ」

　呆気あつけないほど刺激に反応してしまい、思わず息を漏もらしてしまうと、それで身体のこわばりが緩ゆるんだのかずずっと穴が押し広げられた。

「……っつ」

　背中に掛かる怜の深い息に挿そう入にゆうが済んだのだと思ったが、どうやらそれは先せん端たん部分だけだったらしい。息いきつく暇もなくずっと腰こしを打ち付けられ、身体の中心が裂さけるかのように奥深くまで異物が入り込んできた。

　その時点ではもう痛みは麻ま痺ひし、ただただ熱く、苦しいだけだ。

「れ……いっ」

　どうしようもなく名前を呼ぶと、シーツを摑む手が強く握にぎりしめられた。

「奏太っ」

「……あっ」

「奏太……っ」

　何度も何度も名前を呼ばれ、身体の中のペニスが内ない壁へきを擦こすりあげる。

　同時に自分のペニスも擦られ、奏太は掠かすれた声を上げた。

「あっ、んぁっ、あっ」

「……っ」

　入れて、引いて。また、入れて。

　単純な動きに自分の中が連動し、まるでしがみつくように怜のものを締しめ付けているのがわかる。

　相手は女の子ではないが、まぎれもなくこれはセックスだ。その相手が弟だった怜というのが滑こつ稽けいだが、それでも嫌じゃない自分もおかしい。

「も、あっ、もっ」

　腰を打ち付ける音と、粘ねん膜まくが混ざる淫みだらな音が次第に速く、大きくなる。

　そして、

「！」

　奏太は強くペニスを擦りあげられ、そのままシーツに精を吐はき出した。続いて、身体からだの中にじんわりとした熱いものが広がっていく。

「……ぁ……」

　それが怜の精液だと悟り、奏太は喘あえぎ声を漏らす。

　涙なみだで霞かすむ視界に映るのは見慣れた自分の部屋だ。かつては怜と一いつ緒しよに遊び、眠ねむった部屋。ごく普通の日常を過ごしたここで、非現実的な経験をしたのだ。

　何がなんだかわからないまま、奏太にとっての初めてのセックスは終わった。










　奏太はちろりと視線を動かす。

「……俺、もう……」

「まだ痛い？」

「……痛いっていうか……寒い」

　互たがいに射精した後、身体を解いた瞬しゆん間かんから怜は甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれた。

　まず風ふ呂ろを入れに行ってくれ、足あし腰こしに力が入らない奏太を背負って階段を下りようとした。それはさすがに怖こわかったので断り、みっともないガニ股また姿で奏太が一階に下りると並行して、怜は素す早ばやく二階に戻もどって汚よごれたシーツを持ってきた。

　主に汚したのは自分なので後で片付けると言ったものの、怜は慣れた手つきで洗せん濯たく機きに入れてしまう。

　その間ずっと互いに裸はだかだったので、奏太は目のやり場に困ってしまった。

　あんな場所に突つっ込んだのだ、怜だって汚れているだろうに、先まずシャワーで奏太の身体を洗ってくれ、尻しりまで指が伸びてきたがさすがに断って表面上だけ自分で擦った。

「怜、自分でできるって」

　今は腰が抜ぬけた状じよう況きようだが、それでも風呂ぐらい入れると主張する奏太に対し、

「俺がしたいから」

　きっぱりと言い切った怜の世話は止まらない。

　今度は湯が溜たまった湯船に後ろから抱だきかかえられるようにして浸つかったが、家庭用のそれはあまりに狭せまく、奏太の身体はほぼ湯から出てしまっていた。

　冷える身体に、怜は何度も何度も湯を掛けてくれる。寒さはあまり変わらないが、その気づかいに照れくさくなった。

（こいつ、こんなんだっけ？）

　ここまで面めん倒どう見みが良かったのかと不思議に思うと同時に、今まで関係を持ってきた相手には同じように優やさしかったのかもしれないと思うと、胸が痛んで顔が上げられなかった。

　こんなに女め々めしいことを思う自分が嫌だ。

　奏太は両手に湯をくんで顔を洗い、わざと明るく言った。

「セックスって、大変なんだな」

「……」

　肩かたに湯を掛けてくれていた手が止まる。

「何だか俺、当分しなくても良い気がした」

（……って、違ちがうくてっ）

　これでは怜が下手だと言っているようなものだ。

「俺が男だったからだって」

「奏太」

「きっと、お前は上手うまいと思う」

　背中から覆おおいかぶさってきた怜の表情は見えなかったが、荒あらい息いき遣づかいや余よ裕ゆうのない動きは、もしかしたら怜も必死なのだろうかと思えた。だが、きっとそれは奏太が自分が良いように思いたいからそう感じただけだろう。

（俺だけ……夢中だった……）

「……も、練習はいいから」

「……」

「そうだ、そろそろ倫から連れん絡らくがあるころじゃないか？」

　そう言って奏太は立ち上がった。足を踏ふん張り、立てることを確かく認にんしてからゆっくりと湯船から出る。その後ろ姿に痛いほどの視線を感じるが、奏太はわざと気づかないふりをした。

「夕食の支し度たくもまだだったし、急いで作るな」

「奏太」

「……父さんも帰ってくるかもしれないし」

　意識して父の名前を出せば、怜の言葉は止まった。

「じゃあ、お先」

　脱だつ衣い所に出て素早く身体を拭ぬぐった奏太は、少しでも早く身体を隠かくそうと下着を穿はこうとした。だが、身を屈かがめると尻の狭はざ間まに何か垂れるような感かん触しよくに身を捩よじる。タオルで拭ったそれは粘ねばついた感触があって───。

「！」

（これ、怜の……っ）

　怜が吐き出したものがまだ自分の身体の中にあったことに動どう揺ようし、奏太はタオルを握りしめたまましばらく固まってしまった。








第五章









「……や」

「……」

「おい、松宮」

「あ、はいっ」

　咄とつ嗟さに返事をした奏太は、そこにいたのが同期の高橋だと気づいて肩の力を抜いた。

「どうした？　ぼんやりしてさ。疲つかれてるのか？」

「いや、ちょっと、寝ね不ぶ足そくなだけ」

　昼食を食べに行った後、まだ時間が余ったので休きゆう憩けい室でコーヒーを飲もうと言ったのを思い出す。手にいつの間にかしっかり紙コップがあって、奏太はここまで自分が呆ほうけていたことに驚おどろいた。

「最近ちょっと変だぞ、お前」

「変、か？」

「月曜、階段から落ちて腰こしを打ったとかって歩き方変だったし、何度も失敗しただろ？」

「……何度もじゃないだろ。二……」

「三回」

　意外にもちゃんと数えられていたらしく、そうきっぱりと言われると奏太も反論する材料がなかった。

「何か悩なやみがあったら言ってみろよ。アドバイスはできないが、一いつ緒しよに笑い飛ばしてやる」

　にっと笑いながら遠えん慮りよなく肩を叩たたかれ、その痛みに眉まゆを顰ひそめながら奏太はようやく笑った。

（……しっかりしなくちゃな）

　自分ではすべて消化し、何も気にしていないと思い込もうとしていたが、そう思うこと自体忘れていないのだと思い知った。奏太にとっては重大なことに違ちがいないが、それで仕事を疎おろそかにしていいわけではない。今の時点での失敗は事務作業に限ってだが、これが区の皆みなさんに影えい響きようするほど大きな失敗になったら大変だ。

「……よし、飲みに行こう！」

「お、珍めずらしいじゃん」

　今日は怜も仕事がオフで、倫の迎むかえはいらなかった。もしかしたら食事をしに来るかもしれないが、前もって連絡しておけば問題はないはずだ。

　倫はもちろん、怜にも後ろめたく思うが、今は怜から距きよ離りを置きたかった。

（……俺って、情けないよな）

　怜と、練習という名の初めてのセックスをしてから三日。腰や、尻にはまだ鈍にぶい痛みは残っているものの、日常生活に不自由はなくなった。

　あの後、帰ってきた父と倫に対し、ろくに目を合わせることはできなかったが、それでも不思議と後こう悔かいはしていなかった。

　そう、後悔はしていないのだ。あの時は奏太も望んでいた。

　ただ、これからどうしたらいいのかと、当とう惑わくはしている。再会した時はまた昔のように、本当の兄弟のように仲良くできたらいいと思っていたのに、こんな関係を持ってしまうと、さすがに《兄弟のように》なんて言えるはずがない。

　それに、怜自身があれをどう思っているのか、それを想像してもわからなくて、ますますジレンマが強くなった。後悔しているのか、それとも本当に練習だと思っているのか。

（……あいつは、遊びであんなことしないと思うけど……）

　十年間という時間が、怜の性格をどう変えたか。

　そんなことをあの夜からずっと考え続け、結局職場に迷めい惑わくを掛かけてしまったことに本当に落ち込んだ。

「よし、可愛かわいい子も呼ぶか」

「……それはいい」

「なんだ、花がなくてもいいのか？」

「とりあえず、飲みたいだけだから」

　酒席に女性がいるとどうしても気づかってしまい、気晴らしなどできそうにもない。

「あ～、わかった。じゃあ、むさ苦しい奴やつだけ呼んでやる」

　奏太が相当落ち込んでいると思ったのか、高橋は大おお袈げ裟さに肩を竦すくめた。それに思わず苦く笑しようし、奏太は立ち上がる。

「よし、仕事するか」

　休憩から戻もどる前に、怜にはメールで連絡をした。電話ではこちらの動揺が伝わりそうだったからだ。

『わかった。今日はゆっくり楽しんだらいいよ』

　返事はすぐにきて、安あん堵どの息を漏もらす。変に疑われずに済んだと思う自分の方が気にし過ぎなのかもしれない。

　高橋とのやり取りに気が紛まぎれたのか、それとも今日は怜と会わなくてもいいと思って気が楽になったのか、午後からは失敗もなく仕事を終えた。

　そのまま高橋と他ほかの同期三人の五人で、職場から近い居酒屋に向かう。

　明日も仕事なので無む茶ちやな酔よい方はできないが、それでも気楽な同期たちとの飲み会は楽しかった。

「そう言えばさ、最近お前の所に上条怜が出入りしているんだって？」

「……は？」

　二杯はい目のビールを口にした時、不意に高橋が言った言葉に奏太は口の中のビールを噴ふき出しそうになった。それを必死に止めたので噎むせてしまい、激しく咳せき込む背を高橋に撫なでられる始末だ。

（な、何でいきなり？）

　奏太が倫の世話をするようになってから二カ月以上。その間怜は自身の立場を考え、できるだけ目立たないように出入りしていた。もちろん、まったく顔を見られないようにするのは不可能だったが、昔の結けつ婚こん、離り婚こん騒そう動どうを経験している商店街の人々も、倫のことを考えて公言しないようにしてくれている状じよう況きようだ。

　それが、どうして高橋の耳に入ったのか。

「それ、噂うわさになっているのか？」

　倫にとって悪い影響がないかと不安になれば、なぜか高橋はにやりと笑えみを浮うかべた。

「見た」

「……見た？」

「お前と上条怜がデートしているとこ」

「デ、デート？」

「はは、商店街で買い物しているとこだよ。子供と三人で、大根買ってたろ、お前」

「……あれ、か……」

　大根と言われ、奏太はその時の状況が鮮あざやかに頭に浮かんだ。

　あの日はたまたま怜の撮さつ影えいが早く終わり、買い物の途と中ちゆうだった奏太たちと合流すると言い出したのだ。帽ぼう子しに眼鏡、そしてラフな恰かつ好こうだったし、極力芸能人オーラも消していたように見えたが、見る者が見ればやはりわかるらしい。

　奏太はグラスを置いた。

　少し気が緩ゆるみ過ぎたかもしれない。奏太にとっては芸能人の上条怜と言うよりも、昔兄弟だった怜という感覚だったが、今や彼は日本中の誰だれもが知っている人間だ。

「……」

（考えなきゃな）

　倫との関かかわり方ももちろん、怜との距離。自分から勝手に言い出したことなので、倫の母親である瞳が帰国するまではちゃんと世話をしたいが、もしかしたらここで一線を引くことが倫の存在を守ることになるかもしれない。

「……」

（難しい……）

　自分と怜の関係が、もっと簡単で、楽なものだったら良かった。

　奏太は溜ため息をつき、苦いビールをチビチビと口にした。










　翌朝、奏太は父に相談してみた。もちろん、怜とのただならぬ関係は言えるはずがないが、倫のことをどうすればいいのか、自分以外の意見を聞こうと思った。

「そうか」

　倫と瞳の関係を知らない父は、単純に倫が怜のファンや彼を狙ねらうマスコミに晒さらされてしまうことを懸け念ねんしたらしい。

　しかし、その解決方法として意外なことを言ってきた。

「それは、怜君と相談した方が良いな」

「……怜と？」

「贔屓ひいき目めじゃなく、うちに来るようになって怜君の顔つきは柔やわらかくなったように見えるしね。彼にとっても息いき抜ぬきの場がなくなるのは可哀かわい想そうだよ」

　そう言われてしまうと、奏太も言い返すことはできない。

「うちで勝手に決めないで、ちゃんと相談しなさい」

「……わかった」

　心のどこかで、父が話してくれると言い出すのではないかと期待していた。怜と直接話すのに躊躇ためらいがあった奏太にとってはそっちの方に行ってほしかったが、やはり人任せにはできないということだ。

　その日の夕方、いつものように倫を迎えに区役所から店に向かうと、レジ前の椅い子すに座っていた倫が入ってきた奏太に気づいて椅子から下りた。

「……」

　嬉うれしそうに笑ってくれているのは気のせいではないと思う。

　何日も会っていないわけではないが、倫に受け入れられているようで嬉しくて、奏太は屈かがんでその小さな身体からだを抱だき上げると、自分の目線まで抱かかえ上げた。

「ただいま、倫君、お帰り」

「……ただいま」

　そう返した倫が下ろしてと言い、少し寂さびしく思いながら手を離はなすと、何やら奥に駆かけこんでいく。再び戻ってきたその手には、小さな包みが握にぎられていた。

「……」

　黙だまったまま差し出され、首を傾かしげながら受け取った。

「これ、何」

「あげる」

「俺に？」

　思いがけないプレゼントだ。いったい何だろうとわくわくしながら包みを開けば、中から出てきたのはクマのキーホルダーだった。

「この間行った動物園で買った」

「動物園で……」

　倫が動物園に行ったのは先日の日曜日。そして、今日は木曜日だ。

　そう言えば昨日は怜がオフだったので会わなかったし、火曜日は奏太が急な残業になってしまい、父が迎むかえに来た怜に渡わたすまで世話をしてくれた。

　月曜日は前日の怜とのことで気もそぞろになってしまい、倫ともよく話さなかったかもしれない。そして、当然ながら日曜日は───。

　動物園に行ってから時間が経たったのにと思ったが、結局自分が倫とちゃんと向き合わなかったせいで、倫は渡すタイミングを逸いつしていたのだろう。

「……ありがとう」

「……嬉しい？」

「うん。倫君とちゃんと友達になったようで嬉しい。俺、まだ会って間もないけど、倫君のこと友達だと思っているから」

　子供相手に真しん剣けんに言っていると笑われるかもしれないが、奏太自身は本気で言っている。

　すると、倫が小さな頭を傾げた。

「知ってる」

「え？」

「僕、奏太さんのこと、知ってた」

「知ってた？」

　いったいどういうことかと尋たずねようとしたが、倫はちょうど表を通りかかった散歩中の犬に気づいて夢中になった。ちゃんと触さわってもいいかと尋ねてから触ふれている。

「可愛かわいい……」

　そう言いながら柔らかな表情になる倫に、奏太も自然と笑みを浮かべた。

　結局会話が途中になってしまったが、また今度尋ねたらいい。

　それよりも怜だ。今日は撮影が遅おそくなり、倫を瞳のマンションまで送らなければならない。それは良いのだが、倫が眠ねむった後で怜と二人きりという状況になるのが気まずいのだ。

「……あ」

　ポケットの中の携けい帯たい電でん話わが震ふるえた。誰だろうと画面を見ると、それは勝間の番号だ。

「……っ」

　一いつ瞬しゆん、怜の顔が浮かんで手を止めたが、すぐに思い直して出る。忙いそがしいだろう勝間が直接連れん絡らくをしてきたのだ、怜のことで緊きん急きゆうの用だろうと予想ができた。

「はい、松宮です」

　勝間は突とつ然ぜんの電話を詫わび、頼たのみがあると切り出してきた。

「……え……わ、わかりました。すぐに行きますっ」

　電話を切った奏太は、すぐに奥にいる父のもとに向かった。

「父さん、ちょっと出てくるっ」

「どうしたんだ？」

　奏太の焦あせりぶりに父は訝いぶかしむように尋ねてきたが、奏太は一瞬だけ倫を見た後笑って見せた。

「ちょっと、役所から呼ばれたんだ。二時間……もしかしたらもう少しかかるかもしれないけど、その間倫君のこと、頼んでもいい？」

「わかった。状じよう況きようがわかったら連絡して」

「うん。倫君」

　奏太はその場に膝ひざを折る。

「お土産みやげありがとう。用事を済ませたらできるだけ早く帰ってくるから」

「……お仕事、頑がん張ばって」

「……うん」

　奏太は急いで店を飛び出し、商店街を出るとタクシーを探す。なかなか見つからない空車に気が急せき、奏太は拳こぶしを強く握りしめた。
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「怜の調子が悪くて。私には弱みを見せないようにしているので、申し訳ありませんが松宮さん、顔を出してもらうことできますか……はい、お待ちしています。場所は……」

　都内のスタジオの名前を言い、勝間は携帯電話を切ると眉み間けんに皺しわを寄せたまま振ふり返った。

　隣となりで話を聞いていても結果はわかっていたが、怜はにっこり笑って尋ねてみる。

「どうだった？」

「すぐ来てくれるそうだ。お前……いったい何をしたんだ？　あんなに人の好いい松宮さんに避さけられているなんて、お前が何かしでかしたに違ちがいない」

「……酷ひどいな」

　勝間の言いようは散々だったが、今の結果に満足していた怜にはまるで応こたえなかった。

『奏太に避けられてる』

　怜はそう言い、奏太をここまで呼び出してほしいと頼んだ。

（避けていること、気づかないわけないだろ、奏太）

　日曜日、奏太とセックスした。

　怜にとっては奏太の言こと葉ば尻じりを捉とらえた強ごう引いんな行こう為いだったが、奏太のすべてを手に入れられたことにすっかり浮うかれてしまい、今さらながら互たがいに告白をしていなかったことに気づいてしまったのだ。

　生き真ま面じ目めな奏太は遊びでセックスをするような性格ではないのは良く知っているし、手を握り合い、共に高まったあの状況で嫌きらいだったとはとても思えない。

　奏太に近づく方法を虎こ視し眈たん々たんと狙っていたくせに、肝かん心じんの変化した自分の気持ちに気づかなかったなんて本当に呆あきれるが、もちろん怜はこのまま奏太を手放すつもりはなかった。

　兄弟ではなく、恋こい人びとに。俳優としての肩かた書がきが邪じや魔まならば、いつだって捨てる覚かく悟ごだ。

　元々、親の都合で奏太と離れてしまった時、未成年で芸能活動も休んでいた怜に生活力はなかった。奏太とまた一いつ緒しよにいられるよう、自分自身に力を付けるために俳優になった怜は、その大きな要因の奏太のためならばいつだってこの立場を捨てられる。

　そこまで考えていたが、日曜日の夜以降、奏太の態度が少しギクシャクし始めた。最初は照れくさいだけかと思ったが、ここ数日の様子を振り返った時、怜は拙まずいと直感した。

　奏太は優やさしい。そして、ごく常識的な性格だ。

　男同士でセックスまでした怜との関係を、今さらなかったことにしようとしているのではないかと思うと、怜はいてもたってもいられなかった。

　そこで、勝間を通じて奏太を呼び出した。奏太の父や倫がいる前では本音を話さないだろう奏太を、きっちり追い詰つめるには二人きりになるしかない。

「……怜」

「ん？」

「変なこと考えているんじゃないだろうな」

　二十歳はたちのころから付いてくれている勝間には、ある程度本ほん性しようを知られている。まさか奏太と恋人同士になろうとしているとまでは考えていないだろうが、利用できるものを利用しなくてどうするのだ。

「上条さん、お願いします」

「はい」

　呼ばれて、怜は立ち上がった。今から雑誌の撮さつ影えいの続きだが、あと数カットなので三十分もすれば終わるはずだ。店からこのスタジオまで、車なら三十分。しかし、夕方のこの時間なら一時間近くは掛かかるだろう。

「もしも奏太が先に来たら引き留めておいてよ」

「……」

「行ってきます」

　もうすぐここに奏太が来る。そう思うだけで気持ちが弾はずみ、撮影にも上じよう機き嫌げんで臨のぞんだ怜だったが───。

「あ、ごめんなさい。今ちょっと睫まつ毛げが……」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「怜さん、ちょっと見てもらえます？」

　胸むな元もとから上うわ目め遣づかいに懇こん願がんする相手に、怜は僅わずかに笑えんで顔を覗のぞき込んだ。

「……大丈夫。取れてるよ」

「ありがとう」

　嬉うれし気に笑っているのは、今日の共演者の人気モデルだ。

　女性モデル同士のシーンの後、最後に怜との撮影になったのだが、先ほどからしばしばこうやって撮影を止める。

（……ったく）

　女の眼まな差ざしで、怜はそれがわざとだということに気づいていた。多分撮影を長引かせ、その後に詫びと称しようして食事にでも誘さそおうとしているのだろう。必要以上に胸元を押し付けてきているが、こんなことで落ちると思われているのなら情けなさ過ぎる。

　怜はちらりと時計を見上げた。そろそろ奏太が到とう着ちやくするころだ。

　スタジオの隅すみにいる勝間に視線を向けると、大おお袈げ裟さに溜ため息をついて出て行った。

「始めるよっ」

　カメラマンが言って、撮影が再開される。怜は指示されるまま動き、事務的にモデルの肩かたを抱だいた。

「この後、一緒に飲みませんか？」

　顔を近づけるポーズになった時、ここぞとばかりに囁ささやかれる。

「……」

「今夜はずっと、付き合えますよ」

　赤い唇くちびるが蠱こ惑わく的に笑んだ。

（……馬ば鹿かじゃね）

　怜は苛いらつく。こんな女相手に、奏太との限られた時間が奪うばわれるなんて許せるはずがない。

「怜っ、もっと濃のう厚こうに絡からめるっ？」

　《恋人たちの秘密の夜》というテーマなので、嫌いやでも親密な雰ふん囲い気きを作らなければならない状況だ。

　怜は目を細め、腕うでの中のモデルに艶つやっぽい笑みを向けた。
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　教えてもらったスタジオに着いた奏太は、ここからどうしたらいいのかと辺りを見回す。中に入って受付で怜の名前を言えばいいのだろうが、今の怜の状況がわからないのに勝手に名前を出していいのか迷った。

　考えた奏太は携けい帯たい電でん話わを取り出し、勝間に連れん絡らくすることにした。

　だが、その前に、

「松宮さん」

　まるでタイミングを計ったように中から出てくる勝間の姿に、こんなふうに待つまで怜の具合が悪いのかとかえって焦あせる。

「あのっ、怜、どうかしたんですか？」

「あー……いえ、そこまでは」

「病院には？」

「今、撮影中なので」

「……撮影、できるんですか？」

　いや、あの怜ならば無理を押しても撮影をするかもしれない。責任感が強い怜のことを思い、奏太は心配でたまらなくなった。

　そんな奏太を見た勝間に促うながされ、奏太はスタジオの中に足を踏ふみ入れる。時刻はそろそろ午後七時になろうとしていた。

「こちらに」

　案内されたのは控ひかえ室しつらしい部屋だ。見覚えのある怜の鞄かばんがあって、それを見るだけで妙みように緊きん張ちようする。

「しばらくここでお待ちください」

「あの、勝間さん」

　待てと言われても反対に落ち着かないのだが、勝間は撮影の様子を見に行くからとそのまま出て行ってしまう。

　奏太はしばらくその場に立っていたが、やはり心配なので勝間に怜の撮影現場まで連れて行ってもらおうとその姿を探すことにした。

（調子が悪いって、あいつどうしたんだ？）

　倫のことで連絡をとった時の電話の声は普ふ通つうだったし、メールもおかしなところはなかった。だが、もしかしたら奏太に悟さとられないようにしていたのかもしれない。ああ見えて、怜はとても繊せん細さいで、弱い所もあるのだ。

　奏太が自分の気持ちに戸と惑まどい、少し距きよ離りを開けたいと思いながら勝手にグルグルとしている間に、怜の気持ちをおざなりにしていたことを今さら後こう悔かいしても始まらない。

　廊ろう下かに出ても既すでに勝間の姿はなく、奏太はちょうど通りかかった相手に怜の撮影のことを尋たずねた。好都合なことに彼は今怜を撮影しているカメラマンの助手の一人で、所用があって一時スタジオを出てきたらしい。奏太のことを怜の関係者だと思ったらしく、愛あい想そよく案内してくれる。

「あの、今日の怜の様子はどうですか？」

「様子ですか？　今日もばっちりカッコいいですよ」

　上機嫌な言葉にお世辞はなさそうだ。

「今日のテーマだからなんでしょうけど、相手役のモデルとの絡みもばっちりで。まるで本当の恋こい人びと同士のように見えました。さすが役者さんですよね」

「……調子はいいってことですか？」

「はい」

　勝間が奏太に連絡してきたということだけでも、事態がそれだけ深刻なのだと思い込んでいた。しかし、今の話を聞けば怜の様子にまったく変わったところはないらしい。もちろん、体調の悪さを隠かくしている可能性だってあるが、反対に調子が良さそうなことを言われて奏太は戸惑った。

「あ、ここです。どうぞ」

　ドラマの撮影とは違ちがい、写真撮影中のスタジオの出入りはそれほど煩うるさくないようだ。

　気軽に大きなドアを開けて中に入っていく彼に続き、奏太もおずおずと足を踏み入れた。

「よしっ、ラスト！」

　声が響ひびく中、奏太は中心にいるその姿を見つける。

（怜……）

　怜は女性を腕に抱き、まるでキスするほどの近さに顔を寄せていた。見下ろす眼差しは艶っぽく、相手への愛情が伝わってくるようだ。

「……っつ」

　先日の撮影の時もラブシーンでキスをする怜を見て凄すごいと感じたが、今目の前にいる怜も凄いというか……普ふ段だん自分の前で見せる顔とは別人のようだ。いや、むしろポーズだけで二人の関係性を感じさせているのが、さすが若手俳優のトップだと言われているはずだと感じ、今まで以上に自分たちの間の距離を実感した。

　眩まぶしいスポットライトの下、怜は明らかに注目される側だった。反対に、奏太は怜にとって過去の存在でしかない。

　久しぶりに会って浮うかれてしまったが、今や怜に奏太は必要ではなく、むしろあんなことまでさせた厄やつ介かいな元義兄あにではないだろうか。

　この場にいると自分と怜の格差を如によ実じつに感じ、奏太は居たたまれなくなってそっとスタジオを出た。

「……」

　溜め息が漏もれる。

　このまま帰って十二分に落ち込みたいが、勝間には挨あい拶さつをしなければならないしと留とどまる。

　見た限りは元気そうだった怜には会わないままでいいだろう。

　顔を見て妙に落ち着いた奏太は、ふと父に連絡することを思い出した。あんなふうに出てきたので、今いま頃ごろきっと心配しているはずだ。

「……あ、父さん？」

　所用はもうすぐ終わるので、倫を送っていくのは任せてと伝えた。父は仕事の方は大だい丈じよう夫ぶかとかなり心配していたが、わざと笑ってその心配を撥はねのける。

　連絡をしたことでまた一つ、現実に戻もどった気がした。

「松宮さん」

「あ、勝間さん」

　そこに、ドアが開いて勝間がやってきた。

「どうしてここに……」

「すみません。尋ねた人がここまで連れてきてくれて。でも、怜、元気そうで安心しました」

「……ええ」

　珍めずらしく勝間が言葉を濁にごした時、勢いよくドアが開く。

「奏太」

　出てきたのは怜だった。先ほどまでの艶っぽく、大人びた雰囲気は消え、どこか焦った様子が見える。

　多分、撮さつ影えい中でも奏太がいたことに気づいたのだろう。凄いと思うと同時に嬉うれしかった。

「よう」

「……」

「見たところ、そんなに調子が悪くはないようだな。心配して損した」

「……ごめん」

　素す直なおに謝ったということは、勝間の電話の内容が噓うそだと認めたということだ。

　怜からしたら無理もない。あんなことがあって以降、まともに顔を合わせなかったら、奏太に何か思うことがあるのだと誤解されてもしかたがなかった。

　子供っぽいことをされたと思ったが、奏太の態度も十分子供じみていた。

　撮影が終わったのは本当のようで、次々とスタッフが中から出てくる。一様にその場に立ち止まっている奏太と怜の方を興味深そうに見てくるので、奏太は少し廊下の端はしに移動しようとした。

「上条さんっ」

　その中で、一ひと際きわ綺き麗れいな女性が近づいてくる。顔を見ると、さっき怜と撮影していたモデルだとわかった。

「何度もＮＧ出してすみませんでした」

「……いいよ、気にしないで」

　怜は穏おだやかに告げている。それは、俳優の上条怜の顔だ。

「お詫わびに、夕食を奢おごらせてください。知り合いが静かで良い店をしているんです」

　怜の前には奏太が、そしてすぐ隣となりにはマネージャーの勝間もいるというのに、モデルの視線は怜だけしか捉とらえていない。あまりにあからさまで、奏太は呆気あつけにとられた。

　しかし、怜は違ったらしい。奏太の視界の中で怜が両手をジャケットの上着に入れた。それは子供のころ、怜が良くしていた苛いら立だちの仕草だ。

「ありがとう、でも、知り合いがいるから」

　それでも、口調だけは相変わらず優やさしい。その表情にもまるで自身の感情を見せない怜に感心すれば、モデルの視線が初めて奏太に向けられた。

「……」

「あ、どうも」

　仕し事ごと柄がら愛想よく挨拶をしたが、モデルは軽く頷うなずくだけだ。量産品のスーツに身を包んだ平へい凡ぼんな男と人気俳優の怜の関係を考えているのだろうが、彼女のこの年ねん齢れいならば過去の自分達の家庭の事情なんてまったく知らないはずだ。

　もしかしたら、怜の事務所の下っ端ぱとでも思われたかもしれない。

「……良ければ、こちらの方もご一いつ緒しよに」

　明らかに義理でそう言っている相手に苦く笑しようしながら断りを入れようとした奏太は、いきなり腕うでを引かれて後ろに数歩後ずさると、硬かたいものに背中が当たった。

「怜？」

　奏太の腕を引いたのは怜だ。怜の胸の中に納まる滑こつ稽けいな恰かつ好こうに奏太は体勢を変えようとしたが、意外に強い怜の手は拘こう束そくを緩ゆるめなかった。

「悪いけれど、彼との約束の方が大事だから」

　そう言って勝間に視線をやり、勝間はすぐにモデルへ笑えみを向ける。

「お誘さそいありがとうございます。ですが、この先上条には約束がありますので。お食事はまた機会がありましたら」

　それが柔やわらかな拒きよ絶ぜつだと奏太が気づかないうちに、奏太は怜に腕を引かれたまま歩いた。

「おい、いいのか？」

「いい」

「でも」

　そう言いながらも、怜があのモデルの誘いを断わったことが素直に嬉しい。

「俺の最優先は奏太だから」

「……怜……」

　子供のような独どく占せん欲よくなのか、それとももっと別の意味を含ふくんでいるのか。

　前を歩く怜の横顔を見た奏太は、不意に泣きそうになった。

（……そっか）

　怜に最優先だと言われ、あんなに綺麗なモデルよりも自分を選んでくれたことが嬉しい理由に唐とう突とつに気づいた。

（……好きなのか、俺……）

　昔のように弟としてではなく、親しい友人でもない。セックスをしたのは流されたためではなくて、奏太自身、怜のことをいつの間にか恋れん愛あい対象として見ていたからだ。

　それまでまともに恋こいをしてこなかった奏太は、親愛と恋愛の境がわからず、怜への気持ちをずっと誤解していた。

　もちろん、昔から恋愛感情で見ていたわけではない。それに、再会してからもしばらくは、懐なつかしさと親愛の方が勝まさっていたと思う。それこそ、奏太自身いつから怜にこんな気持ちを持つようになったのかわからないが、きっと───あのセックスが決定打だったのだ。

（身体からだからなんて、何しているんだ、俺は）

　不毛で、絶対に叶かなうはずのない想おもいだ。いや、むしろ怜のために、絶対に伝えてもいけない想いだ。

「怜」

　怜のためを思うのなら、彼の幸せを一番に考える。

　不毛な同性同士の関係なんて、人気俳優の怜にあってはならない。

　奏太は子供の独占欲を誤解しているだろう怜に、元義兄として接することにした。

「お前、ちゃんと大事な人を作れよ」

「……っ」

　唐とう突とつな奏太の言葉に怜は立ち止まり、眉まゆを寄せて振ふり返る。その顔に奏太は笑ってみせた。

「そうしたら、もう少し落ち着けるからさ」

「奏太がいる」

　きっぱりと言い切られて胸が熱くなるが、あえて困ったように肩かたを竦すくめる。

「……俺はもう、お前の兄貴にもなってやれないし」

「兄貴なんかじゃ……っ」

「それ以外、俺はなりようがないじゃないか。ああ、友達だったらいいぞ。《抱だかれたい男ナンバー１》が友達なんて、凄すごい自じ慢まんだからな」

「……奏太は、そうしたいのか？」

「ああ」

　尋たずねられ、すぐに頷いてみせた。奏太にもプライドがあるのだ。

「そうしよう。……あのことは、忘れような」

「……話は、ここじゃできない」

「おい、怜っ、倫君が待って……」

　奏太は必死で話の終わりを告げるが、後は怜は無言だった。

　先ほど奏太が案内された控ひかえ室しつに戻もどると乱暴に私物を取り、服も着き替がえずに出てしまう。その間、片時も奏太の腕から手を離はなそうとはしない。

「おい」

　後から追いついた勝間が眉を顰ひそめたが、怜は無表情のまま言った。

「後、よろしく」

「お、おいっ、すみません、勝間さんっ」

　奏太の方が謝罪したが、勝間は後を追ってはこなかった。もしかしたらこの状じよう況きようになった怜を止めるのは無理だと早々に諦あきらめているのかもしれない。

「おいっ」

　怜はスタジオを出て、客待ちのタクシーに奏太を押し込んだ。そして自分も乗り込むと、言葉短に行先を告げる。

（それって……）

　それは再会した時聞いた怜のマンションだ。

　そう言えば一度も行ったことがなかったが、こんな状況で足を踏ふみ入れるとは想像もしていなかった。
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　怜は腹が立ってしかたがなかった。それは、自分たちのことをなかったことにしようとする奏太に対してと同時に、ここまで奏太に想いを伝えられなかった自分自身にもだ。

『お前、ちゃんと大事な人を作れよ』

　怜にとって、何よりも大切なのは奏太だ。

　セックスをしたいのも、一緒にいて安あん堵どしたいのも、奏太以外にはいらない。

　その奏太に、まるで他ほかに恋こい人びとを作れというようなことを言われてしまい、冷静になろうとしたはずの怜は頭に血が上ってしまった。

「怜って！」

　撮さつ影えいスタジオからタクシーを飛ばし、怜は自身のマンションに帰ってきた。絶対に奏太を逃にがさないように腕を摑つかんだままで鍵かぎを開けると、それまでは色々と言っていた奏太も諦めたかのように黙だまり、一緒に中に入る。

「……」

「ひ、広い部屋だな」

「……」

　都内の高級マンションで、２ＬＤＫ。一人暮らしの怜にはかなり広い部屋だ。怜自身は寝ねるくらいにしか戻ってこないのでどんな部屋でも関係ないが、勝間が《上条怜》のイメージを守るために必要だと決めてしまったのだ。

　怜は玄げん関かんから直すぐに寝しん室しつに入り、奏太をキングサイズのベッドに座らせる。そして自分はその前に跪ひざまずき、足を挟はさむように両手をついた。奏太を逃がさないために、必死だった。

「奏太、本気で言ってる？」

「え……？」

「俺に、奏太以外の大切な人間を作れって。俺は、奏太以外いらない。奏太だけが欲しい」

「……」

　飾かざる言葉など言わずに心情を訴うつたえたが、見上げると奏太は困ったように眉を下げているだけだ。

　どうしてわかってくれないのか。言葉では物足りなくて、怜は奏太の腰こしを抱きしめた。すると頭に手が載のり、撫なでられるのがわかる。

　昔と変わらないその手の感かん触しよくに胸の中はじんわりと温かくなるが、もう一方で違ちがう感情も沸わき上がった。一度奏太を抱いて、既すでに知ってしまったこのしなやかな身体の感触を、もう一度味わいたい───欲よくが絡からんだ想い。　>>>♥

　怜は伸のびあがり、奏太にキスした。一度触ふれただけの後、今度は深く合わせて舌を滑すべり込ませる。舌を吸い、唾だ液えきを舐なめ取るように口中を愛あい撫ぶするが、奏太は抵てい抗こうしないと同時に応こたえもしてくれない。まるで我が儘ままな子供を宥なだめるために合わせてくれているように感じ、怜は強ごう引いんに身体を押し倒たおした。

「……止やめよ」

「やだ」

「怜」

「俺は、奏太が好きだ」

　もっと恰かつ好こ良よく伝えたかったのに、怜はただ必死に訴える。それにはさすがに驚おどろいたのか奏太は目を瞠みはったが、その表情は喜んでいるようには見えなかった。

「好きだ、奏太」

　何度も告げながら奏太のシャツの釦ぼたんを外し、隙すき間まから手を差し入れて肌はだを撫でた。手が冷たかったのか身体からだが震ふるえるのが伝わり、怜はそのまま胸むな元もとへと指を伸ばす。

　スーツに、まだネクタイも解ほどいていない状態で、シャツから白い肌が覗のぞいているのは何とも倒とう錯さく的で色っぽい。普ふ段だんの健康的な奏太とは違うその様子が、あの夜のセックスを怜に思い浮うかばせ、一気に強く欲よく情じようした。

　合わせた唇くちびるをずらし、耳たぶを舌で弄いじりながらスラックスからシャツを抜ぬき出した。

　相手のベルトを外すのには戸と惑まどったが、それでも緩ゆるめて、空いた手をそこへと忍しのばせる。下着越ごしに奏太が反応し始めているのがわかり、思わず笑えみが浮かんだ。

　奏太の性格のように、ここも快感に素す直なおだ。じんわりと湿しめったそこの形を確かく認にんするように撫でると遮さえぎるように手を摑まれたが、それも怜の動きを止めるほどに強くはなかった。

　嫌いやがっているのか、それとも……怜は奏太の表情を盗ぬすみ見る。

「……っ」

　さすがに奏太は息を上げていて、それでも声は出さないようにしているのか唇を嚙かみしめていた。頰ほおは上気し、うっすらと涙なみだが浮かんでいる。快感を散らすようにゆるやかに頭を振ふった奏太だが、なぜかそこで動きが止まった。
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　強引に事を進めようとする怜を、力で止めることはなかなか難しい。もちろん、同じ男だし、抵抗することはできるが、奏太の気持ちは怜を受け入れたいと思っているからだ。

　今までも、それが兄のように大切で好きだという意味でも、自分が怜の特別な人間であると思うのは嬉うれしくてたまらなかった。

　それで十分だと、信じていた。

　それが、いつの間にかキスも、それ以上も、受け入れる立場だとしてもかまわないと思うほど好きだと思うなんて、奏太自身今でも信じられない感情だ。

　ただ、冷静に考えたら、それでも怜のことを思えば、この関係はやはりおかしいのだ。怜は芸能人で、元は義弟おとうとだ。なにより、自分たちは男同士で、周りに容易に受け入れてもらえる関係ではない。

　止めなければという思いと、このままでもいいという思い。

　それでも、好きだと言われ、奏太自身怜への気持ちに気づいたばかりだ。

　その狭はざ間まに揺ゆれていた奏太が巡めぐらせた視線の先に、懐なつかしいものが見えた。

（……あれは……）

　ベッドの傍かたわらにあるテーブルの上には、一つの写真立てがあった。その中では中学生のころの自分と怜が、肩かたを組みあって笑っている。まるで本当の兄弟のような笑顔は、見ている奏太の方が照れくさくなるほど全開だった。

（そっか……）

『僕、奏太さんのこと、知ってた』

　倫のあの言葉は、このことだったのだとようやくわかった。兄である怜のマンションでこの写真を見、名前を聞いて、奏太に気づいたのだろう。倫は敏さとい子だ。奏太とこの写真の少年が同じ人物だと感じても、それを怜にも、そして奏太にも話さなかった。

　子供のころからあまり変わっていないと幼おさな馴な染じみたちにからかわれているが、この写真を見ればその通りだと笑みが漏もれた。

「奏太？」

　今までの淫いん靡びな空気が一転したのを感じたのか、怜も動きを止めて顔を上げる。そんな怜の髪かみをくしゃくしゃにして奏太は上半身を起こした。

「帰るよ」

「奏太」

「倫君が待ってる」

　今さらな言葉だ。それでも、奏太はもう一度言った。

「お前の弟だ、大切だろう？」

　そう言って今度こそ起き上がる。

「怜」

　写真のことは指し摘てきしなかった。こんなふうに枕まくら元もとに飾ってくれていることが嬉しくて、取り去るなんてことをしてもらいたくなかったからだ。中ちゆう途と半はん端ぱに服を脱ぬがされた恰好は滑こつ稽けいだが、奏太は黙ってそれを直すとそっと怜の身体を押して立ち上がる。

　そのまま部屋から出ようとしたが、立ち止まって振り向いた。

「一いつ緒しよに行かないのか？」

　ベッドの上で俯うつむいたままの怜にわざとからかうように告げると、しばらくして髪をかき上げた怜がこちらを見た。

「行く」

　その顔には先ほどまでの欲情した光がないと同時に、奏太が危き惧ぐした落ち込んだ色もない。たったこれだけの時間で複雑だろう感情を処理したらしい怜は、もう弟だと言っていられないくらい大人だった。

「ちょっと待ってて、着き替がえてくる」

　そう言って寝室を出た怜の後ろ姿を見送ると、奏太はサイドテーブルの前まで引き返して写真を見下ろした。

「……このころからカッコ良かったな」

（でも、今の方がもっとカッコ良い）

　あのころのままの気持ちだったらこんなにも苦しくなかったが、それでも気づいて良かった。これでもっともっと、全力で怜を応おう援えんすることができる。

「奏太」

　着替えた怜が顔を覗かせ、奏太は寝しん室しつを出た。

「……タクシー、拾えるかな」

「車あるから」

「運転できるのか？」

　いつもタクシーか、送そう迎げいの車で来ることが多い怜。運うん転てん免めん許きよを持っているのは公開されているプロフィールで知っていたが、てっきりペーパードライバーだと思っていた。

「マネージャーが運転するなって言ってるから。俺はドライブ好きだけど」

「……そっか。安全運転しろよ」

「もちろん」

　歩きながら交かわす会話は淀よどみなく、先ほどまでのことを奏太同様怜も完全になかったようにしている。

　地下駐ちゆう車しや場に停とめてある怜の車で家まで送ってもらった時は、もう八時を過ぎていた。

「あれ？　怜君も一緒だったのか？」

　玄げん関かん先さきに二人で並ぶと、父が驚いたように目を瞠っている。そう言えば仕事で引き返したと言って出てきたことを思いだし、奏太はどうやってつじつまを合わせようか考えた。

　あの時は側に倫がいたので怜の不調は言えなかったし、父には後で説明すればいいと思っていたが、あの状じよう況きようになってすっかり頭の中から消えてしまっていた。

「え、えっと」

「俺が奏太に連れん絡らくしたんです」

　言葉につまる奏太の代わりに口を開いたのは怜だ。

「撮さつ影えいが早くに終わって、ちょうど奏太に連絡したらまだ仕事場にいるって聞いたんで。そのまま拾ってきたんです」

「ああ、そうなのか。わざわざありがとう。さ、上がって」

　まるで本当のことを話しているように淀みのない説明を父は素直に信じ、怜を中に招く。しかし、怜は靴くつを脱がなかった。

「今日はこのまま倫を連れて帰ります。いつも世話になっていたら迷めい惑わくですし」

「そんな他た人にん行ぎよう儀ぎなこと考えなくていいのに。怜君も倫君も、俺は家族のように思っているんだぞ」

「……ありがとうございます、お父さん」

（怜……）

　七年間家族として暮らしてきた父を、怜は今でも慕したってくれている。その姿を見ると、奏太は自分の想おもいを押し殺したことが正しかったのだと思え、まだ揺れそうになる気持ちから目を逸そらした。

「お兄ちゃん」

　そこへ倫がやってくる。食事は終えたが、風ふ呂ろはまだらしい。

「帰ろうか」

　怜の言葉に、奏太と父の顔を一度見た後、倫は頷うなずいて引き返す。鞄かばんと制服を取りに戻もどったのだろう。

「怜君、食事は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「はい」

　笑いながら頷いているが、その言葉は噓うそだ。奏太が行くまで撮影をしていた怜に、食事をするような時間があったとは思えない。

「ちょっと待ってろっ」

　そう考えた奏太は慌あわてて靴を脱ぐと、キッチンに行って手を洗った。冷蔵庫を開けて小分けにしたカツオとシラスと梅干を取り出し、熱々の白米で大きめのおにぎりを二つと、小こ振ぶりのものを一つ作った。

　ラップに包んでアルミホイルでその上から包み込むと、急いで玄げん関かんへと戻る。ちょうど倫が靴を履はいていたので、奏太はたった今作ったおにぎりを怜に手て渡わたした。

「これ」

「……おにぎり？」

　形からそれを悟さとったらしい怜が、ふっと口元を緩ゆるめる。

「久しぶりだ」

「それだけで悪いけど……」

「いいよ、ありがとう」

　怜の言葉に照れくさくなり、奏太はこちらを見ていた倫にも告げた。

「小さいおにぎりもあるから、腹が減ったら食べてくれる？」

　頷く倫の手を怜が摑つかんだ。

「じゃあ、また」

「……ばいばい」

「……うん、また」

　軽く手を振ふり、二人が出て行くのを見送った。二人が帰っていくのは当然だが、取り残されたように寂さびしく感じる。

「奏太」

「あ、うん」

　改めて父に説明をするため、奏太は玄関の鍵かぎを閉めて一度深く息をついた。

「……よし」

　ちゃんと距きよ離りを取って、今まで以上に怜を応援する。そのことだけはぶれないようにしようと思った。










　次に怜と会った時変に動どう揺ようせず、今までと同じように接する。

　怜には絶対に罪悪感を抱いだかせないよう、自分から強く一線を引く。

　たとえ自分の中に怜への恋れん情じようが残っていても、怜が自分を想ってくれていても、どうしようもないことというのもあるのだ。

　それが義兄あにだった自分がすべきことだと固く心に誓ちかった奏太だったが───。

「今日もありがとう、奏太」

「い、いや」

　翌日、倫を迎むかえに来た怜の態度は再会した時と変わらなかった。むしろ、変わらな過ぎてこちらが戸と惑まどうほどだ。

「怜君、夕飯一緒にどうだ？」

「俺の分もあるんですか？」

「もちろん、なあ、奏太」

「う、うん。上がれよ」

　怜は倫と一緒に食事をし、風呂に入る前に連れて帰った。その間、食事中も、終わってからも、怜が無理をした様子は見えない。

（いや、そうなんだけど……）

「何か手伝おうか」

　食事の支し度たくをする奏太の後ろに回り、背中から覗のぞき込まれる恰かつ好こうで尋たずねられた時、包丁は使っていなかったのでいいが、文字通り驚おどろいて大きく手元が狂くるってしまった。それを心配してまた触ふれられて……と、奏太だけが落ち着かない気分になる。

　いったい何を考えているのか、それを聞くのもおかしいし、かといってまだ完全に気持ちがリセットできていない奏太には苦しい所だ。

　そのまま、一週間が過ぎた。

　その間怜が遅おそくなった時もあって瞳のマンションで会うこともあったし、奏太の家で四人で食事をとることもあった。怜の様子は変わらず、奏太も極力いつものように接した。

　自分でそれを望んだ結果なのに、日に日に心の中の薄うすく曇くもった靄もやは濃こくなっていく。

（せっかく、怜がなかったことにしようとしてくれているのに……）

　そんな気持ちを誤ご魔ま化かすため、奏太は怜たちを見送ったある夜、非番だった中野を誘さそって家の近所で飲むことにした。

「お前の奢おごりか？」

「……六、四？」

「三、七」

「……まあ、いいけど」

「ほら、愚ぐ痴ちがあるなら話せって。金額の分ちゃんと聞いてやる」

　そう言いながら、中野はすっかり飲むモードだ。焼き鳥を頰ほお張ばり、ビールを呷あおぐ。

「……お前は気楽だな、マサ」

「それだけ、日夜市民を守ってるんだ。休みの日くらい気楽にさせろ」

（まあ、確かに）

　貴重な休みに強ごう引いんに誘い出した自覚があるので、奏太もそれには反論しなかった。

　飲んでいる最中も中野はちょこちょこ奏太をからかってくるが、それでもズカズカと事情に踏ふみ入ってはこない。ガキ大将だった昔からは信じられないほど気づかいができるようになったその優やさしさを嬉うれしくも思う。

「お前は一人っ子のくせに長男気質だよな。怜も倫も、自分の弟だって思ってるだろ」

　気を許せる中野といると、怜の話題も自然に出た。

「……実際、怜は弟だったし」

「あいつは、それでお前を独ひとり占じめしたかったんだろうけど。覚えてるか？　俺がお前を遊びに誘いに行った時、あいつ兄弟の方が先約って俺に言ったんだぞ。あの頃ころから生意気だったよなあ」

「そうか？」

　中野の話はピンとこないが、言った本人は納なつ得とくしたように何度も頷いている。

　かなり酒も入ってきたころ、中野はあのなと切り出してきた。

「怜に、少し用心しろって言っておけ」

「え？」

　いきなり声のトーンを落とされて奏太は動揺したが、どうやらそれは奏太との関係を疑っているわけではないらしく、声を潜ひそめて忠告をしてきた。

「二、三日前から、商店街で不ふ審しんな男の姿が見られている。俺も一度職質したが、週刊誌の記者だった」

「週刊誌？」

「お前の親父おやじさんの件もあるし、ここをマークしているのもわからないでもないが、最近怜もよく遊びに来てるだろ？　まさかと思うが、あいつ絡がらみでまた何かあるんじゃないかって思ってさ」

「……」

（まさか……倫君のこと、とか……）

　瞳が倫を産んだことを、世間的には隠かくしていると怜は言っていた。奏太もその辺りの詳くわしい事情は聞くつもりもなかったが、もしかしたらどこかでその情報を握にぎった週刊誌が探さぐっている可能性もあった。

　マスコミの怖こわさは奏太も身をもって知っている。その渦か中ちゆうにまだ幼い倫を巻き込むのは絶対に避さけたかった。

「まだ何をしたともないし、俺たちに手出しはできないけどな」

「……教えてくれてありがとう。怜にも注意するよう言っとく」

「まあ、念のためな」

「……うん」

　奏太は頷うなずき、味のなくなったビールを喉のどに押し流した。

　中野の話を聞いて、連れん絡らくしづらいなどと言っていられなくなった。後手後手に回って後で大事になる前に、予防線を張っておいて無む駄だだということはない。

　ただし、やはり電話はし難にくかったので、かなり長文になるメールを送ってみた。奏太も中野からのまた聞きだし、詳しい事情はまったくわからないが、芸能人である怜ならその辺りは悟さとってくれるだろう。

　怜のことだ、すぐに返事が来ると思っていたが、予想に反してその夜メールは返ってこなかった。翌日になってようやく、気をつけるとあっただけだ。

　奏太は拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。きっと折り返し事情を聞く電話があるだろうと緊きん張ちようしていたのに、思った以上に小さい反応に戸惑いも感じる。もしかしたら、怜の方でもこの情報は既すでに把は握あくしていたのだろうか。それならば、奏太のしたことは余計なお節せつ介かいかもしれない。

（……でも……）

　知っておいて無視はできないし、連絡したのは間ま違ちがいではなかったはずだ。

　とにかく、怜と今後のことを相談しなければと思っていた矢先、その日の午後に怜のマネージャーである勝間から連絡があった。

「え……」

　それは、しばらく倫の預けを控ひかえるということだった。珍めずらしく怜が数日間のオフを取れたらしく、その間はこちらに連れてこないという連絡だ。

　奏太はショックだった。自分で怜と距きよ離りを取るような行動をしていたのに、実際に怜がそうしようとしているのを知ると心の中が冷たくなった。しかも、怜本人ではなく、勝間を介かいしての連絡だ。

　勝間にどんな挨あい拶さつをしたのかもわからず電話を切った奏太は、そのまましばらく立ち尽つくす。電話を聞かれては拙まずいとトイレに立ったので、その場に誰だれもいないことが幸いだった。

（……なかったことに……したのか……？）

　望んでいたはずなのに、どうしようもなく狼狽うろたえた。

　このまま以前のように、いや、多分一度あんなことがあったからには、同じ気持ちに戻もどれるはずがない。当たり前のことに今さらながら気づいた奏太は、鏡に映る真っ青な自分の顔に自じ嘲ちようするしかなかった。

　だが、今は仕事中だ。奏太は軽く頭を振ふり、両手で頰ほおを叩たたく。

「しっかりしろ、俺」

　これで、いいのだ。怜と倫のことを一番に考えた結果がこれなのだと言い聞かせ、一度大きく息をついた後トイレから出る。

「松宮っ」

　その時だ。廊ろう下かの向こうから高橋が奏太を呼んだ。見るからに焦あせった様子に何かトラブルがあったのかと奏太が駆かけつけると、そのまま腕うでを摑つかまれてロビーへと連れて行かれる。

「おい？」

「いいから」

　大声ではないが、わざと抑おさえた様子に奏太が口を噤つぐむと、そのまま区役所の待合ロビーまで行くことになった。

「あれ」

「あれ？」

「テレビ」

　ロビーには、手続きを待つ市民用にテレビが置かれてある。基本、自由にチャンネルを選べるのだが、訝いぶかし気にそれに目をやった奏太は次の瞬しゆん間かん大きく目を瞠みはった。

「……隠し子？」

　テレビに大きく躍おどっているのは、芸能人の隠し子のスクープだった。明日発売される写真週刊誌を基もとにしたそれの主役は、奏太ももちろん知っている人物だ。

「おい、上条怜って隠し子がいたのか？」

　周りには聞こえないよう声を落としているものの、高橋も興奮しているのがわかる。

「お前、彼らと買い物行ったりしてたろ？　それって、昔のよしみで助けていたのか？」

「……」

「子供の母親……上条の相手って誰だ？」

　次々に問いかけられる質問に奏太が答えられるはずがなかった。

（隠し子……）

　多分、いや、絶対にそれは倫のことだ。どこからか倫の存在が知られ、それを怜の子供だと誤報のスクープがされた。

（ど、どうして？　いったいどこからそんな……）

　そもそも、倫の年ねん齢れいを考えると、倫は怜が高校生の時の子供になってしまう。もちろん奏太は事実を知っているので、そんなことはあり得ないとわかっているのだが、何も知らない周りはセンセーショナルな見出しだけで飛びつくだろう。

　今ロビーにいる人たちも、そして職員も、いきなり降って湧わいた人気俳優、上条怜の隠し子スクープに釘くぎづけだ。

「あ、おいっ」　>>>♥

　奏太は踵きびすを返し、人の目がなくなったところで怜の携けい帯たい電でん話わに掛かけてみた。何度掛けても留守電で、奏太は連絡を待っていると告げて切る。

　今度はマネージャーの勝間に電話をしたが、こちらはずっと話し中だ。ほんの十分くらい前には向こうから電話が掛かってきたのに、これはあまりにも不自然に思えた。

　そこまで考えた時、奏太はふと、先ほどの勝間の言葉を思い出した。

『しばらくは怜が倫君と一いつ緒しよにいますから。安心してください』

　あれは、もしかしたらこの状じよう況きようがわかった上でのことなのかもしれない。

　奏太は茫ぼう然ぜんと携帯電話を握りしめた。










　夜のテレビでも、緊きん急きゆう生放送で怜の隠し子報道が放送された。

　話の出所は写真週刊誌で、怜が奏太の家や店に倫を迎むかえに来たところが撮とられていたらしい。テレビではイラストに変へん更こうされていたが、その構図から奏太はいつ、どんな時か、鮮あざやかに思い出すことができた。

　記事の中では関係者談というように、最近の怜の様子が語られている。仕事終わりに早く帰るようになったとか、撮さつ影えい場所の近くで子供用の服を買っていたとか───等々、普通に読めばそれのどこが隠かくし子と繫つながるのかと考えそうなものだが、記事は断定はしていないもののいかにもそうだと匂におわせるように書いているようだ。

　元々《抱だかれたい男ナンバー１》と言われているのに大きなスキャンダルがなかったせいか、ここぞとばかりに世間は色んな話を出してくる。まるで本人から聞いたかのように事細かながら、かなり噓うそや誇こ張ちようが含ふくまれている不確かな情報を見たくはないが、それでも連れん絡らくが取れない今は気になってテレビを見るしかない。

「……俺のせいだ」

「奏太」

　奏太が倫の面めん倒どうを見ると言い出さなければ、この店に連れて来さえしなければ、倫のことが世間に知られることはなかった。倫を守りたいと思った行動が、反対に倫を、そして怜を追い詰つめる結果になってしまった。

「でも、調べれば倫君が怜君の親しん戚せきの子だっていうのはわかるんじゃないか？」

　父はそう言うが、世間というものは面おも白しろい方に自然と流れていくものだ。

　大体、倫が小学校に入学した時点で、保護者は瞳の名前になっているはずだ。多た忙ぼうな彼女が実際に学校に行ったかどうかはわからないが、それでも怜の名前が出ているとは考え難にくい。ただ、記事にも書いてあるように怜と倫の容よう貌ぼうの類るい似じを考えたら、そこに何らかの血けつ縁えん関係を疑うことはあるかもしれなかった。

　それでも、そこからどうして怜の隠し子という話になるのか。

（怜……）

　あれから電話を掛けても、やはり怜にも勝間にも通じなかった。こんな緊急事態ではしかたがないが、それでも声も聞けないと心配でたまらない。

　倫のこともだ。繊せん細さいで優やさしい倫がこの騒そう動どうに巻き込まれたら、ようやく最近子供らしい笑え顔がおを見せてくれるようになったというのに、また元に戻ってしまいかねない。

　さらには。

「あ」

　家の電話が鳴った。留守電にしているのでしばらくすると切り替かわり、相手が取材だというのがわかった。

　商店街の店には何人ものマスコミが実際に取材に来たようだ。写真を撮られたのがこの辺りであることと周辺の聞き込みなどから、奏太の実家が関係あると見当をつけての突とつ撃げきらしい。同時に以前の瞳とのこともあり、今回のことでコメントを取ろうとしているのだ。

　もちろん父はノーコメントを貫つらぬいたが、家の電話もうるさかったので留守番電話に切り替えた。電話が鳴る度たびにビクッとしてしまう奏太は、またそこで怜と倫のことを考える。

　今いま頃ごろ二人は、瞳のマンションに閉じこもっているのだろうか。それとも、怜のマンションでこの嵐あらしが過ぎるのを待っているのか。

「……っ」

「奏太？」

　立ち上がった奏太に父が驚おどろくが、奏太はきっぱりと言い切った。

「怜の所に行ってくる」

「行くって……きっとマスコミがいるぞ」

「それでも、じっとしていられないし」

　奏太はジャンパーを羽織る。

「行ってくるからっ」

　奏太が家を出ると、父が懸け念ねんしたように数人のマスコミの人間がすぐに声を掛けてきた。

「松宮奏太さんですよね？　今回の上条怜の隠し子の件、あなた聞いていましたか？」

「凄すごく仲良かったって聞いたよ？　相談受けたんじゃないの？」

「相手の名前、聞いてない？」

　次々と問いかけられる質問に無言を貫いたが、向こうも簡単に諦あきらめてくれない。家からしばらく、奏太は周りにマスコミを引き連れたまま歩いていたが、

「どうしました？」

　突とつ然ぜん声を掛けられて立ち止まった。

「あ……」

　そこにいたのは、制服姿の警察官だ。さすがにマスコミが怯ひるむと、警察官は奏太の方を向き、片かた眉まゆを上げる。

「何をしているのか、少し話を聞けますかね？」

　そのまま近くの警察署まで連れて行かれた奏太は、ガラス戸をくぐった途と端たん警察官を見上げた。

「何だよ、マサ。いったい、これ」

「お前の親父おやじさんから連れん絡らくがあったんだよ。で、先せん輩ぱいに友達がピンチだって泣きついて、少しだけ抜ぬけさせてもらった。ほら、こっち」

　腕を引かれて歩いた先は、警察署の裏口だ。

「煩うるさいのは表にいるだろうから、こっちから出て行けよ」

「……マサ」

「あいつとは俺も幼おさな馴な染じみだし、困った時助けるのがガキ大将の役目だからな」

「……ありがとな」

「ほら」

　中野の協力でマスコミを撒まくことができた奏太が向かったのは怜のマンションだった。入り口にはやはり何人ものマスコミがいるが、セキュリティー万ばん全ぜんなせいか敷しき地ち内に入ることはできないらしい。

　奏太はそれを見てもう一度怜に電話をした。やはり留守電になっていたが、これを怜が聞いていると信じてメッセージを残す。

「……俺。今、お前のマンションの前まで来た。ここにもマスコミがいるんだな……倫君、大だい丈じよう夫ぶか？　お前も、無理するなよ」

　電話を切って、もう一度マンションを見上げた。

　一度だけ来たことがある怜の家。あの時のことは怜の怒おこった顔と悲し気な顔しか記き憶おくがなく、どんな部屋だったかも覚えていない。ただ、ひんやりと、冷たい空気だけは肌はだで感じていた。

　こんな時に側そばにいられない自分が情けなかった。どんなことをしても怜も倫も守るなんて、本当に口先だけだったと馬ば鹿かにされてもしかたがない。

　ここまで来たが、これからどうしようか───奏太が逡しゆん巡じゆんしていると、いきなり手の中の電話が震ふるえた。

　慌あわてて相手を確かく認にんした奏太は、目を瞠みはって電話に出る。

「大丈夫かっ？」

　何の前置きもなく叫さけんだ声に、電話の向こうで笑う気配がした。

【ありがとう、奏太、ここまで来てくれて】

「そんなのはいいって！　それよりっ」

【俺たちは大丈夫。ちょっと前から今回のことは把は握あくしていたから、ちゃんと打つ手は打っているし。それよりも、奏太やお父さんにまで迷めい惑わくを掛かけて、その方が謝っても謝り足りないと思ってる】

　電話の声は、奏太が想像していたよりも落ち着いていた。そのことに安あん堵どするが、打つ手というのが気になる。

「いったい、何を考えてるんだ？」

【奏太のこと】

「ばっ、馬鹿っ、そんな冗じよう談だん言っている場合じゃっ」

【本気だよ。俺にとって一番大事なのは奏太だから】

「怜……」

【だから、奏太が悲しんだり心配するようなことはしない。大体、一番大きな責任を感じてもらう人がいるし】

　どこか皮肉気に言う様子が気になったが、怜は奏太に帰宅するよう促うながしてきた。どうやら怜と倫はマンションではなく、都内のホテルにいるらしい。

　安全な場所にいるんだと思い、ほっと安堵の息をついたのがバレたのか、電話の向こうでさらに笑う気配がした。

【明日、決着はつくから。安心して、奏太】

「……わかった」

【風邪かぜひかないように】

「子供じゃないって」

　そんなふうに心配してもらうのがくすぐったく、そう言えば、少し間を置いて怜が言った。

【そうだよ、俺たち、もう子供じゃない】

「れ……」

【俺たちの関係も、変化しておかしくないだろ】

「……っ」

【おやすみ、奏太】

　甘い声で言った怜の方から電話は切られた。

（……え？）

　自分たちの関係が変化する。

　怜の囁ささやきが、奏太の心を強く揺ゆさぶった。








第七章









　仕事に向かう準備をしながら、奏太はずっとテレビを見ていた。

　翌朝のワイドショーは怜の隠かくし子のニュース一色だった。

　相手を探さぐる芸能記者の勝手な話が流れていたが、いきなり司会者が焦あせったように言った。

「緊きん急きゆうの記者会見が行われるようです。本日正午、今回の隠し子報道を受けて、俳優の上条怜さんが記者会見を行うと事務所からＦＡＸが送られてきました」

「……記者会見？」

　奏太はネクタイをしている手を止める。

「繰くり返しお知らせします。本日正午、俳優の上条怜さんが記者会見を行います。詳しよう細さいはまだわかりませんが……」

（記者会見って、いったい何を話すんだ？）

　仮に隠し子報道を否定したとしても、それならば倫はどういう存在なのかということが出てくるはずだ。瞳不在の中、倫の出生を言うとはどうしても思えなかった。

　ただ、一方で記者会見を正午に設定したことに対し、きっと奏太のことを考えたのだろうと思えて笑えみが漏もれる。

（見ろってことか）

　怜が何を話すのかわからないが、奏太は怜のしようとすることを信じることにした。
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　ホテルの大広間には二百人近くのマスコミが詰つめかけているらしい。

　ここ最近大きな芸能ニュースがなかったので、怜の隠し子報道は降って湧わいた恰かつ好こうのネタなのだろう。

　それまで、噂うわさなど一向に気にしていなかった怜だが、奏太と再会し、セックスをしたことで気持ちは変化した。奏太に誤解されることはしたくないし、自分が誰だれを見つめているのか、公おおやけにはできないが奏太にだけは知っていてほしかった。

「怜」

　控ひかえ室しつにしていた部屋に勝間がやってくる。さすがにここ数日駆かけ回っていただけにすました顔にも疲ひ労ろうの色が濃こい。

「時間だ」

　怜は立ち上がり、すれ違ちがいざま勝間に声を掛けた。

「ありがとう」

「……そう思うなら、もっと仕事しろ」

「わかってる」

　勝間の苦労を労ねぎらうのはこの後だ。

　怜は記者会見の席である大広間に足を踏ふみ入れた。一いつ斉せいにフラッシュがたかれ、目を開けていられないほどの眩まぶしさだったがあえて笑みを浮うかべる。

　自分のすべてが見られているのは気持ちが良いものではない。それでも、ここで弱みを見せることはしたくなかった。

　頭を下げて席に座り、怜は真っ直すぐに周りを見回した。口元には控えめな笑みを湛たたえ、フラッシュが止やむのを待つ。

　やがて、自然と静まり返った部屋の中をもう一度見回した後、怜はゆっくりと切り出した。

「本日はお集まりいただいて、ありがとうございます。先日報道された私の隠し子報道に関し、正しい情報をお伝えするためにこのような場を設けさせていただきました」

「あのお子さんは上条さんの隠し子なんですかっ？」

　声が響ひびいた。その途と端たん口々に質問が飛んでくる。怜はそれに答えることなく不意に立ち上がった。

「どうぞ」

　後ろを見て促せば、周りがざわめき始める。扉とびらから入ってきたのは怜にとっては見慣れた、だがこの場にいるマスコミには意外にも思えるだろう人物だった。

「女優の上条瞳、ご存じのとおり、私の母です。そして、報道にありました少年の母親でもあります」

　瞳は怜より一歩前に立ち、軽く頭を下げた。

「海外に滞たい在ざい中、怜から今回のことで連れん絡らくがありました。私自身今後きちんとした席を設けるつもりでおりましたが、このような場で公表いたしますことをご了りよう承しようください」

　呆気あつけにとられたマスコミの表情に、怜は内心笑いをこらえた。

　きちんとした裏取りもせず、センセーショナルな記事を書くことに終始した。その間違いを世間に知らせるには、生放送という場が最も効果的だろう。

「あ、あのっ、お子さんの父親はいったいどなたですかっ？」

　我に返ったらしい記者の質問に、瞳はにっこり笑いかけた。

「あの子の父は、怜の父と同一人物です」

「えっ？」

「同一って、あ、あの、俳優の加か賀が見み祐ゆう一いち郎ろうさんですかっ？」

「ええ」

「で、ですが、お二人は別れてもう……」

「二度目の離り婚こんの後、仕事で渡と米べいした先で再会いたしました。そこでもう一度互たがいのことを見つめ直しまして……私が彼にまた恋こいをしたんです。今は事じ実じつ婚こん状態でおります」

　そう告げた途端、それこそその場は騒そう然ぜんとした。怜の隠し子報道ももちろんだが、それ以上に瞳の復ふく縁えん、その上の出産は大きな衝しよう撃げきだったらしい。

（……まったく、さっさと発表しておけばいいのに）

　奏太の父と別れた母は、それこそ仕事に邁まい進しんしていた。日本だけでなく外国からもオファーがあり、アメリカの映画出演をきっかけに向こうに長期滞在していた時、プライベートで渡米していた父と再会し、なんだかんだで復縁したらしい。

　外国で出産したため、二重国こく籍せきを持つ倫。父は倫のことも認にん知ちはしているが、母は過去の結けつ婚こん履り歴れきを考え、父は己おのれの歳を考え、正式な結婚をするのを躊躇ためらったままでいた時に出たのが、この怜の隠し子騒そう動どうだ。

　瞳の出産は一部のマスコミには噂として広まっていたが、誰もがその真しん偽ぎと共に父親までも把は握あくしきれなかったはずだ。その辺りも考えて海外で暮らすことが多かったのだ。その子と、怜の隠し子と言われた子供が同一人物かどうかも情報として錯さく綜そうした結果がこの騒さわぎだろう。

　両親の復縁は、怜自身ごく最近伝えられた。さすがに驚おどろいたものの、なるほどと納なつ得とくした面もあった。歳としをとっても奔ほん放ぽうだった母が落ち着いたのは、父との関係があったからだ。　>>>♥

　事実婚だなんて関係を続けていた両親に文句は言いたいが、これが良いきっかけだと思うしかない。

　今回の騒動を仕し掛かけたのは、怜が振ふったモデルの一人だ。

　まったく靡なびかない怜に勝手に苛いら立だち、その身辺を探って倫のことを知ったのだろう。そこで写真誌に売ると考えることがわからないが、結果的に両親が覚かく悟ごを決めたのは倫のためには良いことだ。父の年ねん齢れいを考えたら、もっと早く腹を括くくれと言いたかったが。

　最近体調を崩くずしているらしい父はこの場には来られなかったが、母は堂々と質問を受けている。大女優上条瞳としてのプライドももちろん、倫と怜のためにすべてを受け止める気だ。

「母さん」

　小さな声で言いながらそっと腰こしを支えるように手を掛かければ、瞳は背後を仰あおいで笑む。

　その後、一時間以上会見は続いた。

「あの人の体調は？」

　ようやく控室に戻もどりながら尋たずねると、母は大だい丈じよう夫ぶと答える。

「落ち着いてるわ。近々退院できそうだし、そうしたらもう一度一緒に結婚写真撮とろうかしら」

「……いい加減にしろよ」

　人ひと騒さわがせ過ぎると眉まゆを顰ひそめれば、瞳は笑いながら肩かたを竦すくめた。こんな仕草は昔と変わらず少女めいていて、母親ながら可愛かわいいとさえ思える。ただし、倫が七歳になるまで籍もちゃんとしていなかったことには文句を言い、母はもう一度きちんと謝罪してくれた。後はもう、怜が言うことはない。

「奏太君にも心配かけちゃったわね。謝りたいんだけれど」

「……俺から言っておく」

「え～、久しぶりに会いたいわ」

「……松宮のお父さんにどんな顔をするんだよ」

「あら、彼はきっと祝福してくれるわ、そんな人だもの」

「……」

　この母が、《魔ま性しようの女》と呼ばれているのがわかる気がする。

　母のことは心配する必要はなさそうだし、これほど強い母ならば倫も父も守り切るだろう。

　怜は携けい帯たい電でん話わを取り出す。怜にとって、一番大切な人。きっと心配してくれている彼の声が早く聞きたかった。
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『会いたい』

　仕事中出られなかった携帯電話に入っていた怜の声。

　奏太は残業を断り、父には怜に会いに行くと連絡して、直接怜のマンションに向かった。既すでにホテルから戻ってきていると言っていたからだ。

「あ、お、俺」

　インターホンを鳴らすと、緊きん張ちようして喉のどに声が張り付いた。こんなふうに怜のマンションを訪ねるのは初めてで、正直に言えば会って何を話そうかまだ決めていない。ここまで夢中で来たが、そこから先のことは考えられなかった。

　それでも、意外に元気そうな怜の声を聞いて安あん堵どし、中へと足を踏み入れる。

　部屋のドアの前に立った時には、とにかく今日記者会見をして誤解を解いた怜を褒ほめようと思った。

　しかし。

「奏太っ」

「うわっ」

　ドアが開くなり、奏太は玄げん関かん先さきで怜に抱だきしめられる。首筋に顔を埋うずめられ、背中に回った手に力が入り痛い。

「……会いたかった」

　飾かざらない心情を吐と露ろされ、奏太も自分から怜を抱きしめた。

「……俺も」

　色々と考えていたことが、怜の一言で消し飛んでしまった。後に残ったのは、怜と同じ気持ちだ。

　しばらく互いに抱きしめ合っていると、ようやく怜が力を弱めてくれた。少し上の視線から見下ろされ、奏太は頰ほおが熱くなりながら手を伸のばす。

　柔やわらかな髪かみに指を搦からめ、撫なでながらようやく言いたいことを告げた。

「頑がん張ばったな」

「……奏太」

「テレビ、見てた。凄すごくカッコ良かったぞ」

　同じ二十五歳。しかも、一週間年下だというのに、あれだけのマスコミの前で堂々と記者会見をし、母である瞳をも気づかっていた。奏太だったらテンパってしまい、とてもあれだけ落ち着いた対応はできなかったと思う。

「見てくれたんだ」

「昼休みだからな。ちょうど正午にしてくれて良かった」

　そう言うと、怜は目を細める。どうやら奏太が考えた通りで間ま違ちがいなかったようだ。

「中、入ってくれる？」

　身体からだをずらしながら言う怜に、奏太ははっきりと頷うなずいて靴くつを脱ぬいだ。

　多分、先日の───あの夜のことを思い、奏太の気持ちを気づかってくれている。奏太も忘れたわけではないが、怜が怖こわいとも嫌きらいだとも思っていない。

　案内されるがまま初めてリビングに向かい、そろっと辺りを見回した。

（……やっぱり、寂さびしいな）

　高級マンションの芸能人の部屋らしく、寝しん室しつ同様家具は高そうでまるでモデルルームだ。しかし、以前感じたようなもの寂しさは同じで、本当にここに怜が住んでいるのかと不思議に感じた。

　奏太の家や店で見せる、本当に楽し気な表情の怜にはあまりにも似つかわしくない。

　ソファに座るように促うながされた奏太は、端はしに座ると浅く腰こし掛かけた。

　すぐに怜も隣となりに腰掛けると思ったが、意外にも向かいに腰を下ろしてこちらを見ている。どちらが何を切り出すのか、ここは兄であった自分からと思い、奏太は顔を上げた。

「あ、あのさ」

「……俺を売った奴やつには話を通した。もう奏太とお父さんには迷めい惑わくかけないと思う。本当に、今回はすみませんでした」

　きちんと頭を下げて謝罪する怜。母親が自分の本当の父親と復ふく縁えんするというのに、まだ奏太の父を《お父さん》と慕したってくれるのが嬉うれしい。だが、一方で怜は自分のことをどう思っているのか気になった。父を《お父さん》と言うのなら、奏太のことは《兄》と思っていて、それならばあのセックスは───。

「お父さん、何て言ってた？」

「……驚おどろいていたけど、良かったって言ってた」

　父と瞳が離り婚こんして十年だ。今の瞳をどう思っているのかは父本人しかわからないが、それでも倫のことを考えると良かったというのは本心だろう。

　そして、自分はと奏太はまた考える。瞳が帰国したことで倫の世話を他人の奏太がする必要はなくなる。そうなると、今までのように頻ひん繁ぱんに怜と会うこともなくなるのだ。

　人気俳優と、区役所職員。どう考えたって釣つり合わないし、このまままた疎そ遠えんになるのが普ふ通つうだろう。

（もう、こんなふうに会えなくなる……）

　怜のためにはそれが正しいことだと思うのに、どこかで納なつ得とくできない自分がいる。兄だからなんて言葉で誤ご魔ま化かしていたが、それが体ていの良い逃にげだということも自覚していた。

（……ごめん、怜）

「……怜」

「なに？」

「……俺、お前が好きだ。でも、もう忘れる」

　勝手に思いを告げて、気づいて間もない恋こいはおしまいにする。聞かせてしまう怜には申し訳ないが、それでも今日ここで終わりにするには告げるしかなかった。

「だから、お前にはもっと活かつ躍やくをして、もっと幸せになってほしい」

　そう言って立ち上がった。これ以上怜の顔を見ているのもつらくて泣きそうになるのを我が慢まんしながら拳こぶしを握にぎりしめると、いきなり背後から身体をすくい上げられた。

「れ、怜っ」

「くそっ」

　奏太の方がいくらか細身だが、それでもそれなりに体重がある。怜にとっても重いだろうに、顔を赤くしながら抱だき上げられたままベッドルームに運ばれた。

「……っつ」

　半ば投げられるようにベッドに倒たおれ込むまではあの夜と同じだが、違ちがうのは怜がその場でシャツを脱ぎ始めたことだ。あっという間に見事な裸ら身しんが現れたかと思うと、驚いたままの奏太の唇くちびるが強ごう引いんに塞ふさがれた。

「んぅっ」

　気づかいもなにもない、まるで貪むさぼるようなキスだ。口の中を滅め茶ちや苦く茶ちやにかき回され、舌を吸われた奏太はくぐもった声を上げる。注がれた唾だ液えきが飲み込めなくて唇の端から零こぼれるが、それさえも惜おしむように舐なめられ、頰を嚙かまれた。

「いたっ」

　さすがに声を上げると、ようやく怜が唇を離はなした。しかし、濡ぬれた唇を舌で舐め取り、燃えるような欲よく情じようをその目に湛たたえた姿は、奏太の知る《弟》ではなかった。

「我慢して損した」

「……え？」

「奏太が俺と同じ気持ちなら、時間を置くなんてまどろっこしいことはしなかった。何度でも奏太を抱きたかったし、エロい事させたかった」

「れ……い」

　次々と出てくる怜の心情は、奏太からは考えられないものばかりだった。昔から怜は大人で、もっとスマートな物もの腰ごしで、反面冷めたところもあったくらいなのに、こんなにも直情的に感情を吐露するなんて信じられない。

「俺も、奏太のことが好きだ」

「……っ」

「兄貴としてじゃなく、一人の人間として……いや、そんな大層なことじゃない。俺は、奏太を抱きたい。俺以外考えられないように滅茶苦茶に愛したい。忘れるなんて許さない」

　ストレートに抱きたいと言われ、奏太は一いつ瞬しゆんで身体が熱くなった。

　奏太自身、あのセックスで怜への気持ちを自覚したと言ってもいい。それと同じように怜も思っていたと知り、両りよう想おもいだったということにじわじわと喜びが生まれてきた。

「マサとか、奏太の仕事場の人間とかにも、一欠けらも分けたくない。奏太のすべては俺のものだ」

　怜も興奮しているのか、普ふ段だんの彼からは信じられない言葉が次々と出てくる。嬉しいものの、見た目とのギャップがあまりにも強かった。そうでなくても、話しながら怜の手は奏太の足の間に入り込んでこようとしているのだ。布越ごしだとはいえ、その刺し激げきは生々しい。

「ちょ、ちょっと、待て」

　お互たがいの気持ちを伝え合い、両想いがわかったのは嬉しい。ただ、このままセックスになだれ込むのには躊躇ためらいがあった。

（あ、あれ、凄すごく痛かったし……っ）

　初めてのセックスのことはおぼろげな記き憶おくでしかないが、強きよう烈れつな痛みは身体に刻み込まれている。男同士だからしかたがないが、もう一度あれをと考えると、素す直なおに怜の手に身を委ゆだねることができなかった。

「……何だよ、嫌いやなの？」

　奏太に制止させられた怜は不満そうに目を眇すがめている。このままでは奏太の気持ちまで疑われてしまいそうで、しかたなく事実を告げることにした。

「あ、あれ……痛いし」

「痛い？」

「……せ、セック……だよ。俺たち男同士だし、しかたないだろうけど……」

「痛かったのか……ごめん、奏太」

　謝られても却かえって困る。どちらが悪いと言えない話だ。

「そ、その、手で、あの、するくらいなら……」

　お互いの手で慰なぐさめるのなら気持ちが良いままでいられるはずだ。恥はずかしかったがそう提案すれば、怜はあっさりと言い切った。

「大だい丈じよう夫ぶ。あれから色々と俺も勉強したし」

「……勉強？」

「セックス自体初めてだったし、奏太に触ふれてるって思うだけで自制が利きかなかった。今日は準備もしているし大丈夫だから」

　喜々として説明しながらベッドヘッドに手を伸のばした怜。その手に握られたボトルも気になるが、それ以上に今の怜の言葉が気になった。

「お前、今なんて言った？　セックス、は、初めてとか……」

「ああ。奏太としたのが初めて」

「う、噓うそだろっ？　《抱かれたい男ナンバー１》のお前が童どう貞ていとかっ？」

「奏太もだろ？　お互いが初めてとか、俺たちラブラブだな」

「ラ、ラブラブって、お前……」

　あの痛みは、下手だったからこその痛みだった───。事実のあまりの衝しよう撃げきに、奏太はいそいそと服を脱ぬがそうとする怜を止めることも忘れていた。










「んっ、や、ちょっ、やめろ、って……っ」

　奏太は身を捩よじるが、がっしりと摑つかまれた足はベッドに縫ぬい付けられたように動かなかった。

　あれから呆気あつけなく服を脱がされ、大きく足を開かれた時には情けない声を上げたが、怜は構わずペニスを口に含ふくんでしまった。風ふ呂ろに入っておらず、ましてや初めての口こう淫いんを怜にさせてしまった衝撃に打ちのめされたが、すぐに与あたえられる快感に奏太のものは浅ましく反応した。

（こ、これでっ、初めて、とかっ）

　先せん端たん部分だけでなく、竿さおの裏筋まで舌を這はわせ、その根元の双そう玉ぎよくを柔やわらかく揉もみ込まれて吸われる。初めてで、しかも自分と同じ男の性器を愛あい撫ぶするなんて、奏太にはとても信じられない。

「はっ、あっ、あぁっ」

　口淫は信じられないほど気持ち良かった。奏太は必死に我慢するものの、促うながされるように扱しごかれてはたまらない。

「……ぁ……」

　かろうじて怜の口の中に射精はしなかったが、それでも彼の手を汚よごした。

「ご……め……」

「大丈夫」

　妙みように嬉うれしそうに笑い、怜は目の前で指に付いた精液を舐める。

「汚きたない、から」

「汚くない。まあ、美味おいしくもないけど」

　怜は残りをティッシュで拭ぬぐうと、奏太の頰ほおへと顔を寄せてきた。僅わずかな青あお臭くさいにおいの正体を考えればたまらない羞しゆう恥ちに襲おそわれるが、今の弛し緩かんした身体からだでは身を捩ることはできそうにない。

　怜は何度もキスをし、最後に鼻に唇を押し当てて笑った。

「可愛かわいかった」

「……」

「奏太はどんな顔でも可愛いな」

「……お前……」

　恋こいは盲もう目もくという言葉を使っても良いものかどうか、奏太は言い返そうとしたが結局言葉を飲み込むしかない。どちらにせよ、怜が嬉しそうな姿を見るのは、奏太も嬉しいのだ。

「じゃあ、続きをするぞ」

「う……あ、あぁ」

（やっぱりするのか……）

　怜は色々調べてくれたようだが、それでも男同士のセックスが問題なくいくにはかなりの高等技術が必要ではないか。怜が童貞で、奏太とのセックスが初めてなら今回が二回目、そんな彼が本当に痛みを感じないテクニックを習得したとは思えない。

（……でも……）

　それでもいいかと、奏太は身体から力を抜ぬいた。下手くそでも痛くても、怜とセックスできるなら我が慢まんできる。

（俺も、男だ）

　覚かく悟ごを決めた奏太だったが、次に取らされた恰かつ好こうにはさすがに抵てい抗こうした。

「こ、これ、やだって！」

　仰あお向むけで、大きく足を開いて膝ひざを抱かかえる。これではペニスだけでなく、その奥の尻しりの穴までも丸見えだ。そうでなくても受け入れる側の奏太はみっともない姿を晒さらすのに、怜に幻げん滅めつされるのは嫌いやだった。

「でも、こうしないと奏太の顔が見えない」

「顔とか、見なくていいだろっ」

「嫌だ。奏太が俺のものになったって、ちゃんとこの目で見ていたい」

　こんな時に我が儘ままを言うなんてと、奏太は言いかけた文句を引っ込めざるを得なくなる。長年の兄として叩たたき込まれた根こん性じようは、弟に対してやはり弱かった。

「……わかった」

「ありがとう、奏太」

　キスをされ、そのまま唇くちびるは首筋に吸い付き、強く吸われてまた、キスをされる。何度も同じことを繰くり返され、その舌は胸むな元もとに下りてきて、乳ち首くびを舐なめ上げられると下か肢しが痺しびれた。

　男なのに、どうやら自分は胸が感じるらしい。なんてことはない平へい坦たんな胸なのに、ここを弄いじられるだけで先ほどイッたばかりのペニスがまた、頭をもたげてきてしまう。

「れ、怜っ」

　強く目を閉じ、奏太は縋すがるように怜の腕うでを摑む。

　ぴちゃぴちゃという、艶なまめかしい水音。立ち上がったそれを食はまれ、今度は腰こしが跳はねた。

　すると、ぬるりと濡ぬれた指が尻の狭はざ間まを撫なでてくる。何度も双玉から尻の穴までを往復され、時折何か冷たいものが注がれて、尻の下はまるで漏もらしたかのように冷たい。

（き、気持ち悪っ）

「んっ」

　不意に、身体の中に何かが入ってきた。

「な、なんだ？」

「指、入ったけど。痛い？」

「え……」

（噓だろ……？）

　指が入ったと言うが、痛みはまったく感じていない。圧あつ迫ぱく感かんはあるがそれも強くなく、違い和わ感かんが大きいだけだ。

　中の指は何度も尻の穴を抜き差しし、何かを探さぐるかのように内ない壁へきを抉えぐり始めた。

「二本目」

「……っつ」

　ぐにっと、今度は入り口に引き攣つれた感覚があった。

「奏太のここ、頑がん張ばって俺を含んでる」

「だ、まれ……っ」

「上手に飲み込んでるよ」

「だ、だからって、んぁっ」

　叫さけぼうとすると身体に力が入り、反対に中の指を締しめ付けてしまう。その形は意外なほどリアルにわかり、奏太は自分の身体の変化に戸と惑まどった。

「れ、怜っ」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　宥なだめるようにキスされたが、怜の指は止まらない。奏太は必死に手を伸ばしてそれを止めようとした。

「！」

　その時だ。身体の中のどこかを爪つめ先さきで引っ掛かかれ、奏太は頭から足の先まで痺れた。

「……う……そ……だ」

　気づけば、射精していた。避さけようもなく怜の腹を汚してしまい、滴したたり落ちたそれが今度は奏太の腹を汚すのを啞あ然ぜんと見る。

「……っ」

「……色っぽい、奏太」

　怜の声も掠かすれていた。だが、けして抑おさえることができない欲よく情じようがそこにはある。みっともなく感じているのは自分だけではない、怜もまた感じているのだと、その声で、重なる肌はだの熱さで伝わった。

「怜……」

「奏太」

　今までとは違ちがう感情を込めて互たがいの名を呼び、キスを交かわす。

　次に、片足が抱かかえ上げられた。たった今まで指を含ふくんでいたそこが物欲しく蠢うごめいていて、熱く濡れたものが押し当てられる。

「ん……あ……くっ」

　ぐっと、穴がこじ開けられた。

「ふ……あっ」

　許容量以上のものが身体の中を押し広げる。僅かな隙すき間まもなくぴったりとペニスに絡からみ付く中は、最初に解ほぐしたというのになかなか奥まで受け入れようとはしなかった。

「奏太、奏太、息を吐はけっ」

「い……きっ」

　無意識にふっと唇を解ほどけば、ずずっとペニスが進んだ。もう一呼吸したら僅かに、また呼吸したら───そうするうちに、少しずつだが怜のものは奏太の奥深くまで侵しん入にゆうしてきた。

「んぁっ」

　やがて、何かが突つき当たった。下肢に濡れたざわついた感かん触しよくと、肌の感触。怜が最さい奥おくまで辿たどりついたのだ。

「……入った」

「……ん」

「痛い？」

「……痛い」

「そっか……ごめん」

　怜は苦く笑しようし、奏太の濡れた前まえ髪がみをかき上げる。すると、何かを見つけたのか手が止まり、瞳ひとみが揺ゆれたのが見えた。

「……残ってる」

「な……に？」

「俺が付けた傷だ」

　囁ささやきながらキスをされた生え際ぎわには、おそらく子供のころの傷がある。怜が気にすることはないのに、今も忘れずにそう言ってくれる優やさしさが甘痛くて、奏太は力が入らない手を持ち上げ、自分も怜の髪かみを撫でた。

「カッコいい、だろ」

「……うん」

「じゃあ、いい」

「……奏太……」

「……動けよ、馬ば鹿か」

　このままじっとしていたら、自分の方から貪どん欲よくに動いてしまいそうだ。

　奏太は怜の腰に足を搦からめる。

「早く……っ」

「……っつ」

　言い終わらないうちに、いきなりぐっと身体からだを突き上げられた。すぐに腰を引かれ、また身体の奥を犯おかされる。初めはきつかった中は動いていくうちに柔やわらかく解ほぐれて、怜の動きもスムーズなものに変化していった。

「ぁっ、あっ、んぁっ」

　あれほど慎しん重ちように挿そう入にゆうしたのに今はまるで欲よく望ぼうのまま突き動き、ぐちゃぐちゃに中をかき回す怜のペニスは凶きよう器きだ。大きく揺さぶられる背中はシーツに擦こすられて熱く、それ以上に密着している下肢には熱が溜たまった。

　身体がぶつかる音と、粘ねん液えきをかき混ぜる音が部屋に響ひびき、荒あらい呼吸の合間に忙せわしなくキスを交わした。全身が汗あせで濡れ、下肢も様々な液で濡れている。大きく足を開いて腰を持ち上げたみっともない姿なのに、怜は力強く抱だきしめてくれ、貪むさぼられ続けた。

「れ、怜っ」

「奏太、奏太、好きだっ、奏太っ」

「お、れもっ、す……きっ」

　何度想おもいを告げても足りないくらい、奏太の中には怜への想いが次から次へと沸わき上がってくる。きっと、怜も同じだろう。お互いを思う気持ちがさらに欲情を高め、もっともっとと飢き餓が感かんが高まるのだ。

　セックスをするまでは、怜のことを弟のように思っていたはずだった。今でも弟のように可愛かわいいという気持ちはあるものの、それ以上に愛いとしいという感情が強い。

　この気持ちを誤ご魔ま化かさず認めて良かったと、今は心から思った。

　慣れないセックスも、互いが初めてならばしかたがないと思っていたくらいなのに、ぐずぐずと身体は快楽に蕩とろけている。いや、むしろ二度目でこんなに気持ちよくなるなんて、怜がどんな勉強をしたのかと余計な焼きもちさえ焼きそうだ。

　これからは二人で勉強し、高め合えばいい。

「……あ！」

　中で、熱いものが[image: ]ほとばしるのがわかった。怜がイッたのだと思い、安あん堵どに身体から力が抜ぬけたが、すぐに身体をうつ伏ぶせにされ、大きく腰こしを抱き寄せられた。尻しりが怜の視線の目の前にいってしまう体勢に咄とつ嗟さに逃にげようとしたが、間を置くことなく萎なえぬ凶器で貫つらぬかれた。

「うぁ！」

　バシンと肌がぶつかる音がして、同時に奏太はシーツに吐と精せいする。上半身が倒たおれ込むが、腰はしっかり怜が摑つかんで放さなかった。

「ま、待って」

「足りない」

「れ……」

「まだだ、奏太」

　そう言いながら抽ちゆう送そうを開始した怜は、奏太のペニスにも手を伸のばしてくる。もう何度も射精してしまったそれはなかなか力を取り戻もどさないが、指を搦めたまま何度も弄いじられた。

　何度も射精した身体は快感が過ぎて、奏太はもう息も絶え絶えだ。二度目なのでもっと手加減してほしかったが、怜の欲望も好こう奇き心しんも際限はなく、それはただ一いち途ずに奏太にぶつけられた。

「んっ、はっ、はぁっ」

「ふっ、……くっ」

（き……ついっ）

　何度擦られたかわからない尻の穴は痺しびれて、奏太の意識も遠くなりそうだ。無意識にずり上がろうとして伸ばした手はすぐに怜に捕つかまったが、その手……左手の甲こうに薄うすい傷きず跡あとを見つけてしまい、奏太は泣きそうな気持ちで身を乗り出し、必死にくちづけた。

（怜……っ）

　奏太の身体を貪る怜も、この傷を負った時の気持ちは決して忘れないだろうし、忘れてほしくないと思う。

「奏太っ」

　激しく腰を引かれ、怜の腰が打ち付けられて再度中に精が注がれた。それは奏太の内ない壁へきだけでなく、身体すべてじんわりと沁しみ込むようだ。　>>>♥

　ようやく解放されてベッドに沈しずむ奏太の身体に覆おおいかぶさり、怜が甘えるように首筋に顔を埋うずめてくる。セックスする時は大人の男だったのに、こんな姿はまるで子供のようだ。

「……」

　頭を撫なでてやりたかったが、奏太の腕うでは上がらない。しかたなく目の前の手に指を搦めると、怜もしっかりと力を込めて握にぎり返してくれた。
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「本当に奏太君にはお世話になって。怜だけでなく、倫までも守ってくれてありがとう」

「お、俺は何もしていないですよ」

　衝しよう撃げきの記者会見から数日後の土曜日、奏太は怜に連れられて瞳のマンションに行った。

　もう何度も訪おとずれはしたが、ここに持ち主がいるのは初めてだ。

「倫は可愛いけれど、怜はもう大人になっちゃって」

「……」

「《抱だかれたい男ナンバー１》なんて言われているけど、仕事がないと引きこもっていて全然面おも白しろくないの。まったく、同じ父親からどうしてこんなにも違ちがう性格の子が生まれたのかしら」

　口では文句を言うものの、瞳の目は笑っている。その顔は二人の子供を愛する母親のそれで、奏太は羨うらやましくさえ思った。

　しかし、言われている怜の方はそんな瞳の愛情に気づかないらしい。面白くない顔のまま、あろうことか奏太の腰を抱きしめてくる。

　さすがに今はまだ自分たちの関係を知られるわけにはいかないと、奏太は悪戯いたずらな手を叩たたいてそれを避よけた。

「いいえ、二人とも似ていますよ」

「そう？」

「怜も倫君も優やさしくて、俺の自じ慢まんの弟です」

「奏太……」

　奏太の言葉に感激した怜が、我が慢まんできず抱きついてくる。

「おい」

「だって、奏太が嬉うれしいことを言うから……こら、倫」

　嬉し気に言葉を続けようとした怜だったが、自分とは反対側の奏太の腕にしっかりしがみつく倫の姿を見て大人げなく眉まゆを寄せた。

「奏太は俺の」

「……」

　倫は言葉では反論しないが、奏太の手からも離はなれようとはしない。いつの間にかこんなに懐なついてくれていたのかと奏太は嬉しくなり、もう片方の手で倫の髪かみをくしゃっと撫でた。

「倫君だって、俺の弟だもんな？」

「……うん」

　嬉しそうに言った倫に、ますます不ふ機き嫌げんそうな怜。そんな息子むすこたちに肩かたを竦すくめる瞳に、奏太もただ笑うしかなかった。










「奏太は優し過ぎる。奏太の全部は俺のものだし、奏太だってそう言ったじゃないか」

「え？　いつ？」

「セックスの時」

　あっさり言い切られ、奏太はぼっと顔に熱が走った。

「ば、馬ば鹿かっ、何言ってるんだ、こんなとこでっ」

「車の中だから良いだろ。俺たち以外いないんだし」

　瞳のマンションから出た奏太は、今度は怜の運転で店のある商店街へと向かっていた。今日は怜の一連のスキャンダルが解決した飲み会と称しようし、中野を始めとした幼おさな馴な染じみが集まってくれるのだ。

「俺は奏太といちゃいちゃしたいのに」

　週が明ければ、怜は映画の撮さつ影えいで二週間ほど北海道に行く。それまで奏太といる時間は限られているというのに、それを幼馴染みたちにとられるのは面白くないらしい。

「でもさ、マサには奢おごらないと」

「時間がない」

　隠かくし子問題の時、それまで母親の妊にん娠しん出産に沈ちん黙もくを守り続けた怜の姿勢は称しよう賛さんされて、テレビやＳＮＳではさらに人気が高まっていた。仕事のオファーは途と切ぎれずにあり、勝間も休みなど入れないと息巻いているようだ。

　可哀かわい想そうだと思うが、それだけ怜が皆みんなに愛されているのは嬉しい。もちろん、恋こい人びととして複雑な思いはあったが。

（それでも十分恵めぐまれているし）

　怜が好きと言ってくれ、身も心も結ばれた。これ以上の幸せを願ったら罰ばちが当たるような気がするのだ。

「奏太」

「ん？」

「愛してる」

「ば、馬鹿っ」

　好きと言うのもまだ照れるのに、それよりも上級の想おもいを告げてくるなんて反則だ。

「奏太は？」

「……」

「奏太」

　運転中の怜の横顔をちらりと見れば、その表情は柔やわらかい。恥はずかしがる奏太の反応を面白がっているのだ。

（……生意気）

　セックスでは主導権を握られているが、ここは元義兄あにとしての意地もある。

　車が赤信号で止まったのを見て、奏太は怜の左手を取るとそっとくちづけた。

「か、奏太？」

「どんなお前も、愛してる」

「……っ」

　心なしか目元が染まる怜を見て、奏太は勝ったと笑えみを浮うかべた。








ＥＮＤ










あとがき






　こんにちは、ｃｈｉ‐ｃｏです。今回は『人気俳優の義弟が俺を溺愛しすぎる』を手にとっていただいてありがとうございます。

　相変わらず、長いタイトルですみません。

　内容はもう、このタイトルに詰つめられております。

　一人は結けつ婚こん相手にしたい上位の公務員、区役所の職員、松宮奏太。性格も容姿も良好なのに、なぜか童どう貞ていのまま二十五歳。もう一人は《抱かれたい男ナンバー１》の人気俳優、上条怜。奔ほん放ぽうな母親に振ふり回されたせいか性格に少々難がある、一度執しゆう着ちやくすればとことんの、これまた二十五歳。

　兄弟といっても両親の再婚でそうなったので、生おい立ちからの性格はまるで違います。それでも、何年も一いつ緒しよに生活し、しかも同性だったらこれくらい仲良くなってもいいんじゃないかと、希望も込めた義兄弟設定。

　うん、いいですね、兄弟。




　イラストを描かいてくださったのは、陵みささぎクミコ先生です。時間がない中、細かな要求に応こたえてくださり、本当に感謝しています。

　今回の主人公の二人はどちらも男らしい容姿です。なので、体格差もあまりなく、タイプの違うイケメンをどう表現してくださるのかとても楽しみでしたが、ラフ画は想像以上のものでした。特に、片や《抱だかれたい男ナンバー１》。艶つやっぽいイケメンで、どうぞ目の保養をしてください。




　交こう互ご視点なので、互たがいの心情を補完しつつ、二人の幼馴染みになった気分で恋こいの行方ゆくえを見守ってくださったら嬉しいです。




　サイト名『your songs』


http://chi-co.sakura.ne.jp
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カバー・口絵・本文イラスト／陵クミコ

デザイン／chiaki-k（コガモデザイン）










人にん気き俳はい優ゆうの義ぎ弟ていが俺おれを溺でき愛あいしすぎる








chi-coちーこ
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